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必I築 の 設1;筒と こ H を ' L か す そ れ ぞ

れ の 機 器 は 近 代 挫 築 災 に 調 和 し た A

J 十 と 機 能 を 備 え ね ば な り ま せ ん 。

I 1立 製 作 所 で は 、 ビ ル デ イ ン グ に ・4  

不 可 欠 の 各 種 ポ ン プ を 、 多 年 の 経 験 圃 可

を ' 1 か し て 製 作 し 名 ) j [(li か ら 絶 大 な

tJ ; 1( を 博 し て お り ま す 。

O V型 渦 巻 ポ ン プ

D V型 両 吸 込 渦 巻 ポ

ン プ

G M C型 タ ー ピ ン ポ

ン プ

モ ー ト ル ポ ン プ

汚 物 周 プ レ ー ド レ ス

ポ ン プ

水 中 モ ー ト ル ポ ン プ

ボ ア ホ ー ル ポ ン プ

自 主 裂 他 府

鉄路を護る保線手と建物を護る防水工事

の M強材料は35イ|ごの終! 夜と f，IJ日を芯る

TRADE 門ARK 何れも日立たぬ i珪の イF在ですが絶えず何千万の人命を 、又総ゆる II 物

の Ｑ ＭｦＧ命を黙々と護って 、 大切な役 Ｇｉｾｉ レをｾして ｊ ，ｩｬＭります

メシヌルシifm庇

H E盈a聞 yf d

ド l グ印 アスフアルト ノレ ーフイソグ

ア ス フ ア ル ト フエノレト

イ1 綿ノレ ー フ イ シ グ

:{ i 綿 プ エ ノ レ ト

砂 f.J' }レ ー フ イ ン グ

メノレタイト ループイング

キ ジ マ ν ア タ イ ト

ヘ ッ ν ャ γ ファブリヴク

ゴ γ ト ジ プ P プリァク

1" 1山; フ f フ リ J ク

グ オ Y タ イ ト

株 式 会 紅

Z 英 語 ま



米 国 u s ラ' " 一社との

ナ: 支柿f 守是: t 1毛による

ビニールと金属との積 層板

素晴ら しい色、 ソフ トな感じ、 しかも

耐久性と 加工性に 富んだ金属板ーアート

ボンド が誕生 しました。

自由な 色や柄をプリ Y トし た ビニ ール

フィル ムを特殊な方法で強力に鉄板又は

アルミ板 に接Zt した 、美 しい 金属板 です

アートポンド は建築用、船舶用、 自動

車 、車桶用 、工業用、包穏用 、雑貨用 と

利用範闘が極め て広 く、各方面から多大

の期待 を集めて い ます。

!E- f 暇 t fi f  ｩ ［［ ［ 二 Ｚ ⑥ハ帽ＺｲＺＺＺｊ［ＺＺＢｾ子ー，ＮＮＮＪ刷会話
肱 11' 1 . : w _ ' _ . . J : /  . / - ｾ＠ /，..， ・ ?

!デ Y ι プ レ ー ) ガ ト !  大 阪 工 場 大阪市東区弁天町 4 沼代表 (94) 50

ガ ド レ ー ル! 東 京 工 場 東京都足立区千住l児庄町38 電 (881) 6141- 4

1サ ツ ν パ ー サ -;1 i / フ レー ム!

ｩＮ ｾ Ｎ 竺 ー

名変更・本社移転御通知

社名 〈新〉λ 幡エコ ンスチール株式会社

。日) 中之島 製 鋼 株 式 会 社

本 社 東京都中央区 日本機江戸婿3丁目2

{第 2 丸善ヒノレ 4 階)

電話東京 ( 201) 9261 ( 代〉

リノリ 2 - 6

皆様の設計と施工に 東洋の床材

イルリノ

巴=ヲートqイル

ヌ市ンジシート

'1 

東洋リノリユーム株式会社

本 社 工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電 話 伊丹 代表3531 ・大阪 ⑬4490

東 京 都 中 央区銀座 4 三 和 ピノレ

電話 (561) 1  7  0  1 ・2 5  6  "  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 三 和ピノレ

電話 (23) 0  3  7  5  - 0  :  7  9  

ｾソフトな感触

ｾ 優 秀な耐久力

ｾ美しい色彩

東 京 支 庖

大阪事務所

カ

タ

ロ

グ

進

呈



‘ト

近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2- 1・1:: 7111

( 中心吊自由開型)

重 油 災 許 可 な し で

伝 熱 面 積 5 0 m2以 ド で

蒸 発 量 3. 5 T on 以 上

ボ イ ラ 効 率 85 % 以 上

( ピポ ット・ヒンヂ持出し吊り型}

(カ タログ御入用の節 l立御申込下さもう

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 錨 T! i 憤 泊 町 1 丁目 4 6 番 地 :u結 布 施 ( 72) 7713  ( 代) 7714 酢

点 1;( /:11 ｈｾｉｉｉｉ 正問 ＱＱＱＱ 三附 ｉｮｊ 2 ノ26 'i!l 結 東 京 (30 l )  0403  ( 332)5310帯

七年間研究の成果

⑪主主苧川銭エ所

本社・工. . ) < 阪市大淀区大仁西宮ー l 咽 (45) 1  9  7  5  (代}

車京宮鍵踊 車家間中央区八匝州 6 - 7 曙 ( 281) n87 (代 )31叩

九 州 営 鍵 所 小 由 市 高 野 5 2  5 壇 ( 5 ) ‘ 8  6  2  



島

. あ な た の 忠 実 な …

ドアーボーイ/

来紫綬寝宣伝に輝〈米

目 ・ 米 ・ 笑 ・ 独 ， 各 国 特 許

ｅ 一ー一一一ＢＧＢ崎町踊野手Ｍｾ古溝欝幽 ｬｴＮＮ 曜

昌 明 由 宇

fii7・苧Z噌"

E 本 金 異 製 作 所

敏 造 元 少' ( / (ヲ工業鎌武書誌

錆びない

違守主( i )

尼崎新工場稼動

型 状 優 焚

放 隊 絶 無

オートメーション に依る ポ ン デ ラ イ ト を

錆 止 メ 塗 装 は 焼 付 塗 装 を

実 施 致 し ま し て 完 全 防 錆 を

期 し て い ま す 是非御採用の程願上ます

株 式 者 計 士 遣 す 主 鎗 Z 双



4隆

ム
日 共 冷 熱 機 材 株 式 会 社

大阪市大淀区天神崎筋六丁目五( 王六阪急ピル ) 、 東京郡千代田区神田神保町 l 丁目

ド 社 東京出張問

電 話 大 阪 ⑮ 代 表 1476 ( 直通 ) . 7071 ( 宜保} 電 話 東 京 ( 2 91 ) 2 7 1 8

厚③

必 融甚指 - ｱ ＧｦＯｾ＠ 4  

(  1・5 事毛l享)

藤 森 建 材 株 式

A

令

官社

東 京 木 村 東 京 : 都 中 央ー区 日 本 橋 通 1 - 2  T  E  L  (271)  6432- 5 

、ー大阪営業所 大阪市東区博則IIJ 2  - 65 (JI長森ヒソレ) T E L  ( 27 )  3191- 5 

補 岡 営 業 所 柄 岡 市 楽 院 大 通 2 ー 73 T  E  L  (74)  1945  (75)  3473 

札 幌 営 業 所 札 幌 市 南 二 条 凶 10 丁 目 T E L (4)  2511- 3  
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最 新 の 設 備

優 秀 な 製 品

建 設 大 臣 登 録

〈ト) 4  0 8 2  

甲 種 ・ 乙 種 防 火 シ ャ ッ タ ー

電 動式・手 動 式 ・ ス プ リ ン グ 式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

室組5111 ':1 司・織武舎経

本 底 尼 崎 市 久 4 知 字 コ エ 2 3 電 代表 ( 4 0 ) 5 3 4 1

札 幌 支 I苫 札 税 市 学 似 町 字 似 5 2  2 電 ( 3 )7438(  5 )鎚13・1519

旭 川 営 曜 所 組 川 市 常 笠 通 三 丁 目 電 . ー 5 0 9 7  

帯 広 出 張 所 新 広 市 西 2 条 南 7 丁 目 6 電 3 .8 5 6 ' 3 8 5 7

東 北 支 庖 仙 台 市 ごt 極 1 1  Ｒ ・ｾ ( 3 )  32蝿・ 9618

秋 悶 営 捜 所 秋 田 市 補 l U l}t ノ 口 外 強 新 町 九 ｾ＠ 2 7 8 3  

新 ;!C 営 難 所 新 潟 市 理 学 日 町 西 2 丁 目 電 ( 3 )  1 4 4 3  

東 京 支 底 東 京 都 新 宿 区 新 宿 1 丁 目 6 0 電 (3H)2418' 蝿78・括部 (話1)922j

神 国 営 雛 所 東京都 千 代 田 区神 国 松 住 町 12 山 県 ピ ル 電 (251)6訂8(291)3剖1- 4

柵 浜 嘗 雛 所 摘 浜 市 中 区 : 弁 天 通 3 丁 目 4 5 電 ( 2 ) 7 2 7 8  

高 崎 営 難 所 ，t石 崎 市 下 手u 田 町 4 2  9  ｾ芯 2  1  6  6  

宇 都 宮 営 業 所 'j : ｾ ｾ＠ '，'i ，1; A! l 町 1 丁 目 3 4 2 8 ' U 7 7 2 2  

甲 府 主 主 難 所 叩 1ft 市 紅 侮 園r 2  1  従 2  4  4  2  

名 古屋 支 庖 r. i' i 鼠 ，!-j 中 村区 l1: tl 町 2 丁目 46八 洲 ピ ル 従 ( 54 ) 2846(.55)  9786 

静 岡 営 聾 所 砂 1岡 市 白 羽 町 1 8 8 屯 ( 3 )  2 8 4 6  

長 野 営 輯 所 J< ｾｦ 行事 科町 Ｗ 3  9 屯 ( 2 )  5 2 9 2  

松本出張所ｴＱｾ ｾ＠ di  袋 町 1  4  9  ¥11. 2 4 9 7 ・4 7  4  4  

四 日 市 出 張 所 問 R di  di  I引 ツ 谷 新 国r 2 8 2 3  <11. 2 4 4 3  

大 阪 支 庖 尼 崎 市 久 々 知 字 コ エ 2 3  屯 f U<( 40) 5 3  4  1  

大 阪 商 営 畢 所 λ; 阪 Il i 阿 1青 野 区 三 nJl闘r 1 丁 目 22 ノ 3 <11. ( 77 )  8  2  1  7  

大 阪 北 営 業 所 k  般 市 大 は t>l . .k 神 橋 筋 8 r 目 2 3  置 ( 35 ) 9 8 0 0

押 戸 営 軍 所 神 pー・ 市 民 合 区 生 田 町 3 丁 目 2 3 <11. ( 2 ) 0 1 8 9  

宜 1陣 営 車 問 京 剛 山 中 京 区 軒 町 油 田 地上 ル 中 之 町 ‘ 2 電 ( 22 ) 0 9 0 0  

金 沢 営 業 所 全 沢 市 栄 町 6 5 唯 ( 3 ) 3  1  3  0  

彦 被 営 聾 所 広 IJl ‘ i I i 四 帯 町 8 8  地 2 0  5  3  

高松宮鞭所品ｾｾ iI1 ! 証 上 回r 8  0  9  従 ( 3 )  4 2 9 0.  

高 知 営 聾 所 高 知 市 氾 町 3 丁 目 5 0 111: ( 2 ) 1 5 7 6

徳 島 営 業 所 笹 川 市 船 場 町 2 丁 目 1 2 111: ( 2 ) 0 6 5 9  

広 島 営 軍 所 11 : . 品 市 千 回 町 3 丁 目 8 5  6  従 ( 4 )  3 7 5 6  

九 州 支 底 福 岡 市 渡 辺 通 5 丁 目 9 2  11[  ( 75) 5181( 75) 6901 

熊 本 営 業 所 熊 本 市 南 千 反 畑 町 1 6  2  電 ( 2 ) 0 8 9 3

佐 世 保 営 車 車 佐 世 保 市 山 瀬 町 1 4  0  電 5 5  1  3  

鹿 児 島 営 難 所 庇 児 品 市 平 野 町 1 1  9  ・ｾ ( 2 )  6 7 6 2  
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. 明 日 の 日 本 を 礎 く ・ ・ ・ -

H 形 鋼

- 構 造 用 H 形 鋼

・ 基 礎 杭 用 H 形 鋼

臨掴監ヨ

・ 基 礎 杭

- 仮 設

- 地 下 鉄

建 築

ビ I レ

工 場

発 電 所

学 校

そ σ) f也

- 隠 遁

- 橋 梁

・ 鉄 塔 、 鉄 柱

・; 巷; 膏

・ 桟 橋

・骨骨骨自

・ 機 械



〈ボンドマスター〉

。m
W300 

接 着 剤
内 装 タ イ ル 用

ノ

• 
ボンドマスター W 300はタイルの施 工 を驚くほど簡単にします 。

W 300は粘性 寿命 が 3 時間ほど あ りま すの で，壁 全面 に塗布 して

から簡単にタイ ル を貼 るこ とが出来ます。

R & A 日 本 総 代 理 唐 ソ

の

ト

ゆ

あ

カ

ス

ら

カ

リ

ベ

あ

品

メ

ス

'

製

ア

ア

で

の

は

・

剤

百

一

ド

着

数

タ

ン

接

に

ス

エ

用

途

マ

・

業

用

。

ド

一

工

業

す

ン

パ

の

工

ま

ボ

ラ

社

る

ぺ

R 8t A 社 の 建 築 用 接 着 剤

ビニール床タイルの純工

ノ ンスリ ッ プ の 施工

デコラ ・パネライト の施工

各 種 パ ネ ルの 製 造

F  R  P 波板の シーリング

ポンドマスタ ーG 458 

ポンドマスター G 360  

ポンドマスター G 523 

ポン，ドマスタ ーG 580 

ポンドマスター G 528 

一 株 式 会 社

代 理 唐

古 土 産 業 ( 株 ) 本 社

弘栄貿易( 株) 大阪支府

( 株) 小西儀I l }J [窃底本社

下同工 業 ( 株) 本 社

東京都品川区大崎局内 (電 ) 4 4 2 - 5 1 1 1

サンプル資料呈

大阪市南区鰻谷 仲之町56 ( 富士産業 ビル ) 電話 27- 3  5  3  1  - 5  

大 阪 市 北 区 樋 之 上 回T 84 電 話 34一 7 7  7  1  ( 代)

大 阪 市 東 区 道 官奪 回T 2 の 6 電話 北浜 23 - 215i ii j

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 里 町 3 の 4 電 話 淀川 47 ーおごす



軽量‘ 緩勾配屋根氏

軽快た i!5: 代建築枚

Ｘｾｩ ヌー ＢＰ｟［Ｇ ｉｾ ソイド

8i i J 可時ン2レ7イ〉タ

伸 縮 白 地 材 工 キ ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ完 シールセ〆ント

日 漉 化 学 工 業 株 式 会 結

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1 - 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6一101

T  E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区姻上通り 3 - 3 9

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079



の街生陶器ヒ付属金具

L 'l' 2 2 0  

オ パ ー ル

定 価

陶 器 ( 1級) L 220 ￥ 2 ，750 

金 具 ( 品育園以 印)

立 水 位 T 2  0  5  Y  

@￥ 600 ( 2  i困) ￥ 1. 200

止 水 位 T 4 A Y

@平 670 ( 2個) y  1. 340 

排水金具 T 6 P Y  1.21 0  

選議
ピル ・アパート はもとより 一般住宅

パ y クハンガ

ｾ付 木 ヰ ジ ｔ L  2200 ￥ 200 

にも御採用頂けるよう寸法や価格の点では従来最もよ く
St ￥ 6，700 

穆 考 定 価

‘コ句5お丸ι 御愛用頂いていた製品しー 2  

陶 器 ( 並 級) L 2包O￥ 2，200

東 洋 陶 器 株 式 会 社

金 具 ( ，7. 7，え 印)

立 水 絵 K 2 0 5  Y  

@￥ 510 ( 2 個) ￥ 1，020

本 社 茅サ崎工場

小倉市篠崎町 4 5 8  大阪営業所 大阪市東区高館総 5 - 32 T E L ⑫ 4518  - 9 神奈川県茅 ヶ崎市

T E L ⑤ 2481- 5  各地営業所 東京名古屋・小倉 ・広島 高松 ・札幌 ・仙台・富山 T E L 210 5 - 8  

止 水 位 K 4  A  Y  

@￥ 570 ( 2 個) y  1，140  

ロ ン プ レ ー ト

網 入 等 各 種 類 そ ろ勺 た1孟 ピ 波 仮

ニユーロンプレート

使いやすい 、 トタ ン小 波 の 普 及 品

ロ ン ガ ラ ス

用途の広い、 透 明・半透明広ビ平版

ロンフィックス

丈夫 で 汚れない 最 新のｾ .  l<re n占材

ロ ン リ ウ ム

品 質 随 ー と定 評 の あ る 床 張 材

ロ ン タ イ ル

あ らゆ る床 に ? ' "j チする 美 しい床材

緋水金具 K 6 P C ￥ 1. 030 

床 材 の 主 主 /

ロシヲイ ｊｾｋ
30 cm X  30 cm " 厚 さ 2 mm 

ロシリウムK
182 cm巾 ・厚 さ 2mm、3mm ・長 尺

従来の ロンリウム ・ロ ンタイルの鮒iす*di' ，として、川口

ゴムの最新の設備で完成したビニル新床材で、色調 ・

!李主羽生・耐燃¥'1生・耐i耐性 など佑段と優秀性を有しますb

ロンリウ ムK . ロ ンタイルK' 心 、ずれも 全層同質で耐

際耗が強化 され、 然 もソフ トな質感、，;t. 公共建築・ビル・

車輔の床にピッタ リとし価絡も一層経済的にな ってい

ます。

川 口 ゴ ム ヱ 業 株 式 会 社

本位・ 工場 東 京 m耳 帥 区 本 田 問 ッ木町 5 ・ 哩結 車京(691)6141(代指}

蒲 生 工 噛 崎 J る拠1! ! 街 rli 大 手; 消 4 2140 電; /.J;i. 加 (0871)2033蒲1- 112 !  

外図面 機 首 ｭｈｾ 凶 ＮＮＮ 神 Ｑ ＱＱ 銭前町 Ｒ Ｍ ＱＶ 電 話 東京 (291) 3588- 9  

神田宮蝿所 点J..trmf - 代凶阪 神III 鍛冶伺12- 16 電:耳 東京 (291) 師 03"': . .  i  

: 1; 間宮媛聞 大 阪 市 市 区 ，t 出 展 町 3 3 嘩拡 大阪 (27) ・358-" 9 ' !  



取 扱 品 目

外 装 に も

' 1. ，ントウタイル

耐 寒 タ イ ル

タジトウフロj1-'11I tP
寒 冷 に も

耐 酸 に も

特 に 御注意

。裏の N F マ ー クに 御 注意 下

さ L 、

o g; 夏水性 があり ませ ん か ら 磁

務 タ イ ル と 問 機 の 施 行 を し

て 下 さい

0 床 に 使 用 出 来 ませ ん 床 に

は や は り床タ イ ル を 使 用 し

て 下 さい

淡 陶 嫌 気 会 社
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本社及珂万工場兵庫県三原郡南決町伊賀野電諮問万[ 1 ] ・1111

福 良 工 場 兵 庫 県三原郡南主町福良電話福良l I ! l ・ IvJ
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昭和36年度中国支部選出

評議員当選通知

通 常 総 知
4

2

 

開 催 通

本年度通常総会を下認により開{ 郎、た し玄す。ど多忙中恐縮lこ存じま

すが，何卒お繰り合せ多数会且のご出席をお願い申し上げます。

以上会告申 し上げます。

昭和36年 6 月 1 日

社団法人 日本建築協会

会 長 尾 崎 久 助

le 

1. 日 時 6月27日( 火) 午後 1 時半( 時間厳守)

1 . 場 所 近畿建築会館 4 階集会室

( 大阪市東区北浜 3 丁 目37)

1. 会磁の目 的事項

(  1  ) 昭和35年度事業報告承認の件

( 2 ) 昭和35年度決算報告承認の件

( 3 ) 昭和36年度収支予算承認の件 ( 会誌 5 月号会告)

以 上

4
一

品

g  

J ι  
賞員 の

下記会員諸氏は. 5 月 3 日の慾法記念 日に大阪府知事より表彰を受け

られま した。

乙乙 IL誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

ｾ￨＠

井 原 因 三君 佐 藤 音 松 沼

貞 永 直 義 君 塩 路 惣 吉 ; g

須 賀 豊 治 郎 君 玉 置 玉 彦 君

塚 本 浩君 林 栄 君

伴 野 貞 三 忍 若 木 堅 太 郎 君

昭 和 36 年 中 国 支 部 選 出 評 議 員 当 選 通 知

本会中国支部において下記の辺り昭和36年度支部選出評議員が決定い

た しましたので，乙乙 !C会告いたします。

、
白
ノ

、

』

，
，

授

長

教

次

部

部

学

木

工

土

己

学

h

H

E

大

屯

円
一

同

国

広

中

諸

君

夫

男

重

雅

藤

田

佐

武



会 館 基 金 え の 寄 付 金 受 領

さきに 近 ｾ ｾ 建 築 会館 建設資 金借入金の一部拍 せ ん償還を 行いました

が，そのうち，下記のと おり会館基金としてど寄付をいただ きました。

本会の基礎をま すます強固にす るものと淘に感謝の至り で，乙乙に誌 し

て厚 くお礼申 し上げま す。

言E

￥ 100，000 栗原工業株式会社殿

￥ 20，000 朝日特殊合板株式会社殿

￥ 20，000 二葉屋装備工業株式会社殿

￥ 50，000 株式会社川島織物大阪事務所量生

4ヨ弐』
館 基 金 え

d  

寄 付、ー

先 年近畿建築会館の新設に際 して会員各位より ，乙れが資金の借入れ

を行ないま したが， 乙のうち五日会の会 員 各 社 はとのたびど協議の結

果，下記のど出資金を全額会館の基金としてど寄付下 さると とκ なり ま

した。本会の基礎をいよ いよ強固ならしむるものと淘に感謝に堪えない

次第であります。乙乙に誌 して厚 くお礼申し上げます。

￥ 40，000 

￥ 80，000 

￥ 40，000 

￥ 80，000 

￥ 100，000 

￥ 30，000 

ｾ＠ 30，000 

￥ 120，000 

￥ 30，000 

￥ 100，000 

￥ 120，000 

￥ 100，000 

￥ 50，000 

￥ 200 ，000 

￥ 50.000 

￥ 100，000 

￥ 30，000 

￥ 80，000 

￥ 80 ，000 

￥ 60，000 

￥ 20，000 

￥ 30，000 

￥ 120，000 

￥ 30，000 

￥ 30，000 

!e  

k. k 安藤組大阪支庖殿

k.k 浅沼組殿

U . 新工務所殿

k .  k. 奥村組殿

鹿島建設u 大阪支底殿

k .  k . 勝 呂組大阪支庖殿

k .  k . 神崎組大阪支庖殿

k. k 鴻池組殿

佐藤工業 U .大阪支庖殿

清水建設k.k . 大阪支庖殿

U . 銭高組殿

大成建設k. k. 大阪支庖殿

大鉄工業U . 殿

k .  k 竹中工務庖殿

鉄道建設興業u 大阪支庖殿

k.  k  .戸 田絶大阪支庖殿

U . 中島組大阪営業所殿

西松建設U . 関西支庖殿

u 藤木工務庖殿

k. k. 藤田組大阪支庖殿

別子建設U . 大阪支庖殿

U .  : J ; ' J ; 柄組大阪支庖殿

k .  k . 松村組殿

三井建設U . 大阪支庖殿

U . 森本組殿

追 って下記各社のど出資金は昨年拍せんによ り償還済でありますが，

当時会館基金としてど寄付をいただいた会社以外もとのたび改めてど寄

付いただくこと になりま した。併せて誌 し，厚 くお礼申し上げます。

￥ 200，000 

￥ 30，000 

￥ 40 ，000 

￥ 80，000 

ae  

k .  k. 大林組殿( 当時ど寄付済)

k. k. 熊谷組大阪支J苫殿

大日本土木k. k. 大阪支庖殿

k .  k . 間組大阪支庖殿

会 告 2

会館基金えの寄付金受領

会 館 基 金 え の 寄 付



昭和36年 6月
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: D;  告 3

l 会 と 催

建 屋 橋 勧 銀 ピ ル 見 学 会

く大阪府建築士会共催>

1  . 日 時 6)j 2 4 11 C土) 11  後111'1、ド C!i6ii-) - 311刊へ( 解散)

1  祭 合 所 版記ヒ・ J レ，L 而玄関

1  申 込 2011 までに屯話でお昨品、します。定11 150 ｾ，。

1.  建築概要

設計 ・胞T .

所 在 地

?1X地 IIl i 砧

主主築 uu ，f;.'l 

延 | 節 税

椛造 ・i見校

株 式 会 社 竹 中 工 窃1，1:;

大阪市民4区大川111] 1番 j也

659.41坪( 郎市計画による)

2，008. 19m2  

26 ，228. 67m2  

S.R.C 造， ｊ 也下 Ｔ Ｑｾ 寺 ・ ｪ 也上 引 約 ｊｻ｜ Ｚｪ，，ｾ＠ 4  1治

地下J . : .法はゲ' f' l' 式前耐」ー il
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〈大阪府建築士会 共催>

1 . 日 時 6Jj 2 7 11 Ｈ火Ｉ午後 Ｓ ＱＱ 与Ｈ見ｾａＭＩ 5 H!i  ( 角引い

1  .  集合 所 際心ビ ｊ レ ､ｾｲ 街玄関 く 御堂筋にＧ＾ｒ ｉ 筒 ｜

1  .  申 込 20 11 までに定JAでお似し、します。忠良 150 /(' 0  

1  .  建築概要

設，i! ・監照 111 卜}f 良11;(，ι d'M1i ゆI

Jj主 主 株式 会 社人［林 ｾＺｉｬ

Tfr ;(正 j也 大阪市東| メ高麗縞5 1  

工 )lJj 1' 111付刊 1341]'. 7 刀28 11 'I ' H汀(1136 T  6  )  J  30 I  

敷 地 而 fJ't Ｓ Ｎ ＱＷＹ Ｎ ＴＱＸｭ ｾ＠

主t 築 而 Ai'l Ｒ Ｎ ＷＲＴ Ｎ ＴＳｭ ｾ＠

延 而 私 ＲＹ Ｎ ＴＵＴ Ｎ ＵＹｭ ｾ＠

梢浩 . ｫ ＾ｬＮ ｾｾ＠ S.R.C 造. J也ド3 1続 ・地 上9 1時 . J.ft w. 3  1;: ， 



会告 5

工 場 見 学 会

昭和36年 度 住 宅 委 員 会 委 員

(50音順〉

足立 孝( 大阪大学工学部)

石 中 達 夫 (大阪建築事務所)

井宮 淳江( 布施工芸指導所}

泉 資 一郎( 大阪府建築部指導課)

@ 海上 静 ー (海上建築寧務所)

亀 田 喜 世子 ( 竹中工f 6 庖般計部)

O木原 正雄( 住宅公団大阪支所}

黒谷 俊一( 住宅公団大阪支所)

O下 河 内 信 子 ( 大阪市大家政学部)

田 村 克好( 大成建設大阪支庖)

竹林 究( 大阪府住宅建股課)

中 間 康 之 助 {大阪市住宅綬計諌)

津 村 重 一( 住宅金融公庫)

野 々 村 五 四 男 ( 大阪市大家政学怒)

平 沢 都 子 (大成建設大阪支庖)

彦谷 邦一( 彦谷建築事16所)

星 野 二良日( 住宅公団大阪支所)

松本 大平( 因島応用化工k .k. )

薬袋 公明( 日建設計エ16k. k. )

0 光崎 育利( 大阪工業大学建築科)

村 上 秀 夫 ( 八幡製鉄k .k. )

吉 田 隆 一 (東畑建築事f 6 所)

吉 村 康 雄 { 竹中工費后援計部)

渡辺 禎己( 大阪市住宅部l 1 ! 怒錬〉

( 。寮貝長 O幹事)

ー- ，- - - ・圃・・・・・

合 成 樹 脂 塗 料 と 塗 料 の 研 究 施 設 見 学 会

< 関 西 ペ イ ン 卜 株 式 会 社 尼 崎 工 場〉

1 . 日 時 6月22 日 (木) 午後 1 1侍30分< - *合> - 5 時< 解 散 >

1. 集 合 所 大阪駅西 口パス駐車場 ・目標金但貸切パス

1.  申 込 17 日までに電話でお申し込みの乙と。但し定員 ( 50名〉

lζ 迷した際は締切り ます。

1. お 願 い 開業郡関係者の申込はお断り いたします。

関西ペイン卜株式会社. ..・ H ・

大正 7 年 5 月に創立され. 現在資本金10億を有するわが国での有数な

塗料製造会社である。 工場は尼崎，東京，平塚，室蘭1( ，在り ，年間

58，800 t の生産量を誇っている。新しい塗料の開発にも力を注ぎ，昭和

29年 lζ 多彩模様塗料「ソヲコート 」を発売した。塗料の研究は，昭和31

年に技術本館 ( テクニカ J レセンタ ー) を尼崎工場 f(. 新設してよりー層充

実を計って いる 。昨年 7 月に尼崎工場 K 最新合成樹脂工場の竣功をみて

一層2製品の改良 ・進歩と生産量の増大が期待される乙とになった。

昭 和 36 年 1級 建 築 士 試 験 の 実 施 に つ い て

昭和36年 1 級建築士試験は，下記の通り来 る8 月26 日( 土) 27 日( 日)

の両日に実施されますので，乙乙 にお知らせいたします。

なお，同試験の受験申込受付は 6 月19 日から 7 月 5 日までとなってい

ます。

言E

1. 猷 験 地

札幌市，青森市，仙台市，新潟市，東京都，横浜市，金沢市，静岡

市， 名古屋市，京都市，大阪市，神戸市， 松 江 市 広 島 市 ， 高松市，

福岡市， 熊本市，鹿児島市

2. 試験期日および時間割

8 月初 日( 土曜日)

午前 9 時一午前 11 時 建 築 計 画

午前 11 時45分一午後 1 時45分 建 築 施 工

午後 2 時一午後 4 時 建 築 法 規

8月27 日( 日限日〉

午前 9 時一午前 11 時 建 築 構 造

午前 11 時4 5分一午後 5 時15分 建 築 設 計 製 図

3. 受付申込手続

(1) 受験申込書提出期間

6 月19日( 月曜日〉から 7 月 5 日( 水曜日〉まで

(2)  受験申込書提出場所

住所地の都道府県建築主務課

(3)  受験申込書，受験案内等は 6 月12 日 (月曜日) から各都道府県建

築主務課で交付する。

なお，郵送で交付を求める場合は，郵便切手 ( 10円〉をはった宛

先明記の封筒を必ず同封する乙と。

4. 合 格 発 表 合格者の発表は 12月下旬の予定

5. そ の 他

建築設計製図の設計課題は 6 月19日付け官報で公告する 。



「新工法によるリビング・ハウス」設計

懸 賞 募 集 入 選 発 表

去る 2 月に募集いたしました 「新工法によるリビング ・ハウス」の懸

賞設計は，幸いに各方面iのと質問を得て，締切り日までに全国各地から

76点のど応募をいただきました。 ζ のたび，公正似重な審査を行な った

結果，次のとおり入選作 3 点，選外佳作 5 点の決定をみました。ちなみ

に特立と して 10万円を付加する作品はありません。

以上お知 らせ申 し上げます。

入選発表 IC際して，応募者ならびに本企図の後援者その他関係者各位

lζ 対して深甚の謝意を表します。

記

1  . 入 選 3点 各: t l : 状および賞金20万円( 五十音順)

特:tl : l 0万円を付加するものなし。

井 上 久 雄 殿 吹田市片山2403 建幸荘

勤務先 回阪建築設計事務所

清 国 育 男 殿 芦屋市前田町32 津田氏方

勤務先 坂倉準三建築研究所

熊 野 貢 殿 西宮市城山町37 竹友寮

勤務先 竹中工務広神戸営業所設計部

1 . 選外佳作 5点 各11: 金 2 万円( 五十音順)

香 図 直 能 殿 横浜市北区新吉田町 1241

勤務先 大成建設k . k. 設計部

清 水 平 枝 代 殿 西宮市甲陽国本庄町T 129

勤務先 ナシ

庄 司 悦 治 殿 大阪市大正区泉尾松/ UIJ l ノ38

勤務先 k.k. あめりか屋

高 田 威 殿 枚方市香里団地 8 3 0- 403

勤務先 大成建設k.k. 大阪支庖

藤 原 多 臨 子 殿 東京都練馬区22玉中 1/ 1022

勤務先 若杉設計事務所

藤 原 克 太 殿 向 上

勤務先 千代田建築設計事務所

樋 口 隼 士 殿 同 江 戸川区東小径)114 / 1257

勤務先 鎌田建築設計事務所

牧 昌 亮 殿 同 港 区 芝 田 村 町 2 / 5

勤務先 連合設計社

以 上

昭和36年 5 月22 日

主催大阪市西区新町通 1 丁目 77

リビング・ハウス研究所

理 事 長 久 我 俊

「新工法によるリビング・ハウス 」

設 計 懸 賞 募 集 入 選 発 表
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白蟻

の駆除予防工事専門

諸官斤・諸会社御指定

-・E 彊彊盟Eヨ・・l

調 査 無 料 グ 2 2す

和歌山市小松原通四丁目一番地 ( 日赤病院前)

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和 歌 山 ) ② 1 3 8 9 番



建 物 樹 木 の害虫

白 蟻

和歌山市小松原通四丁目一番地 (日赤病院前 )

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和歌山 ) ② 1 3 8 9番



者日 ;j- ;  
ア ノレ

設 計 村 野 ・森 建 築 事 務 所

施 工 K K 大 林 組



ス チ ー ル サ ッ シ 工 事 ス チ ー ル ド ア ー 工 事

日 本 建 鉄 株 式
. 6.  

=  
ネ土 株 式 会 社 関 西 鋼 業 製 作 所

剖i
;1， 

テ
ノレ

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事 株 式 会 社 久 {呆 商 庖

モ ル タ ル 防 水 工 事 ゲ ル カ 工 業 株 式 会 社

シ ヤ タ ア 工 事 株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会



都 ホ -ア ノレ

家 具 ・厨 房 器 具 設 計 施 工

株 式 会 社

両 島 屋 京 都 支 庖 装 飾 部

1 附 ロ ビ ー

日 進 式 軽 量 鉄 骨

ボ ー ド 用 下 地 天 井

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 庖

l 附 ロ ビ ー 天 )1ニ



給 水 給 湯

排 水 消 火

設 備 工 事
賀 業 株 式

4

2

 

3頁 工

ボ イ ラ 一 室

冷 暖 房 ・ 換 気 設 備 工 事

一 機 工 業 株 式 会 社

10 

都 ;:j， 
-アノレ

社



京 都 ホ テ ノレ

段 計 京 都 ホ テ ル 増 政 築 段 計 室

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 后

回目回開閉m

硝 子 工 事 株 式 会 社 大 阪 硝 子 底

モルタル防水工事 株 式 会 社 関 城 化 学 工 業 所

り ノ タ イ ル ( マ ー プ ル 使 用) 東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

‘  

11 



2 階ラク γ ヂ : ! 照明日号、料理込 E L 2 0 WX  4 ， E  L 6 0 Wx  1  

示 都 ホ プ ノレ

東 光 電 気 エ 事 株 式
t 4 E  b h  

社

電 気 室 設 計 施 工

1E 九 室 監 視 主 主

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

動)J .  dliJillll . 火災報知31慌

低! 主グラフ ィァ クノけ、ノレ

• 

日

一
一

日ロ
-

口口口

圃圃・・ー

12 



I出l 防険f.X' -;，

.(i 帥l

' f ; 京外主[ 処I'I !J II

u白川町1

点側

J ，. 水ならひに 冷

4、I柑i可

増築に伴う冷暖房 ・換気設備工事 高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社

-

3

、

一
r

-
A

部 ホ -プノレ

給 排 水 衛 生 設 備 株式会社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

、民

/  

/J -; 

四.  

13 



ｾ＠

尽

庖商石

ノレ

I里

プ

大橋

ホ

大理石・テラゾー工事

矢

朝1

株式会社

京郎ホテノレの玄関

e

 

a

F

'
モ

J

'

・
L

E

-

-

工施
自

π  家

京 都 ホ テ ノ レ

高 島 屋 京 都 支 庖 装 飾 部株式会社

スフグア

.  ，、

テン ｉｾ ライト・ドア

2 附 ロ ビ ー

京都ホテノレ lζ は，ペアグ ラス， テジパライト ・ドアな

どの変印板ガラスが大量! と伎われています。とくに外窓

lζ 使われているペアグラスは ，中間! 白 12協の23' ;1; "厚で，

騒音rYj J . l ニと冷暖負荷のれ減 1( ，役立 つています。

旭 硝 子 株 式 会 社e-

14 



住 宅 美 麦 工 事 の 創 始 者

。 ビ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

。 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事

。 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

。 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

。 月 極 め 清 掃 工 事

。 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕 上 工 事

所業工棄美
株 式 会 社

電 話@4938 ・5888 ・⑪805.0
大阪市東区瓦町二丁目 (三和ピル)

@  . . 6 8  

テ パ ヤ シ 商 白底

京 都 市 下 京 区 大 宮 泊 四 条 ド ル 電 位

田 建 材 株 式 会 . 社

名 古 屋 市 西 区 西 鵠 井 町 2 ノ 1 2 電 Z晶⑬ 0 1 2 1 ・2 0 5 7

タ伶式会宇土 木 下 謹 三 商 庖

大 阪 rl i l 時 lメ 江 戸 胤 開 通 5 /  3  5  

電 誌 @  5 4 0 8 ・5 4  8 6  

商 庖

帥 町 5

喧 lt Qj) 0207- 8 ・ 柑36- 7

三万E 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 iti 両 伊 降I 細 江 大 i血 1 の 19 ，芭 f. b Qj) 6 1 6 1 - 4  

岡
f呆

区 民

久

市 北

株式会社

大 阪

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 屋 市 中 区 富 山 町 4 1 ノ 2 電 Z畠311329 '21  06 ・2817

日 東 物 産 株 式 会 社

窓 社 名 古 庖 中 区 班 瓦 町 3 9  電 話 @ 6 17 6 - 9  

眼 阜 出張 所 ・ 棺 阜 市 竹 原 岡 ， 2  7  <1l! 1Q) 2 2 0 1 ・2 3 6 0

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大 l担oHl!1区i占 組 抽 枯 2 / 201辺柑刷。電悼 11司} ー

電 話 ⑮ 制 71 - 2 ，0371 @  76刷

京 都営 陣所 ｾ ｲＮ ｾ 市中京阪川凶闘ｲＭ ｭｬｬ 下ル 屯 Ａ ，ｾ @  3 2 7 7  

音 量 華 建 材 株 式 会 社

本 社 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8 電 話 ② 2 2 8 1 - 4

岡 山・岡 山市 旋 回町 Ｓ 電 ｅ 証 ｾＷＹ Ｑ 1 ・8 16 9

福 岡 ・ 福 田l 市 ; ，行寺 m町 1 4 屯 詰 ③ 12 2 5 - 6

泉 産 業 株 式 会 社

犬 限 山 市 区 白 木 崎 陥 2 '  J  6  

す在 Ｚ ｾ＠ ⑮ o  1  3  7  ⑬ J  2  8  6  

井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 民 l l I l I革 、 王 国 町 1

電結 ⑤ 2 6 9 7 . 2 1 4 0  

手口

石

関西三星タイル会 員
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ピニデラックスは 当社の技術陣が久 しく 鋭怠研究を続けて

完成した新しい型の合成樹脂ラテックスペイジ トで，他の

ラテックスペイント l乙比べて ，多くの優れた性能をもっ品

質優秀なアクリノレ系合成ゴムを主成分とする 塗料です。

ピニデラックスの用途は主 lζ コシクリート ・モノレタ J レ・プ

ラスタ ー面などの塗装 に好適な塗料で，建築内外部用塗料

として発売以来好評を博しております。

・ピ二デラックスの特徴

園 作 業性が非常によい

ハ ケチパキが非常に経く，乾燃 も普通 のエ " 7 1レジ ョンペイ Y ト

より速くて， 作業能溶か よろしい。

・ 耐久力がよく' やけ砂がない

アクリノレ系合成ブムを主成分 とするため，他のラテックスペイ

ン トにみられる“ やけ・ がなく ，耐久力に優れています。

周 耐水性 ・耐水洗性がよい

乾燥塗膜は非常に強籾で接水性があるため耐水性がよく，特に

塗 膜が汚れたときには石険 水で洗う と. たやすくきれいになり

ます。

・ 優雅な光沢ある仕上り

主食函は エマ J レジョ Y ペイントに見られない優雅な光沢がありま

す。

・ 付着カがよい

コテ仕上のよい 平滑な塗函や ， ハ「ドプラスター ，調合ペイ y

k 塗函にもよく付着 し， ν ート状にはげることがありません。

・ 耐薬品性がよい

耐アリカリ性が強＼ Ｎ ｾ薄な酸にも耐え，又カピが生えません。

・ 色晃本付カタログご希望の方は当社宣伝課 Z 係までお申付け下

さい。







2  

1. 南側立面 ・自動車入 口

バ ル コ ニ 一 方 t およびll 'E!;' t

ーア ル ミ ア ル マ イ ト 加 工

J マ""，・ J レ

t理 小 11 タイ J レ

itlt 堕' モ ザ イ ク タ イ J レ

ガラス: 容 ペアグラス

2 階 腰 大 j1tl{j

1. 2階サッシ窓 アンチ

サン 8 m mミガキ ， ス

テンレススチ - ) レサッ

‘ノ

l 階柱笠 7E闘石龍! 官

2. 全 景 (西南立面)

19 



a  

京 都 ホ テ ル 設 計 者 の こ と は 正

との; J ! 祭でもそうだと思いますか，とくにホテルは動物的といえるほとれl 推な機能をも

った; J ! 祭といえましょう。連日入れ変る数百の伯泊客，外来の食亨]1，覧会， ロビーでの面

接，予約， メッセ イヂ，仕入 ， ラウンドリー ，ハウスキー ピング，Jレームサービスなど一

刻の 停止もなく終日円滑 IC. i ' J j 転されねば江らず， しかも宿泊客はそれそれにかなり鋭い感

党をもって口己の尺度でその施設， デ ザイ ン， i品i¥il!i!' ， またサービスや価 絡を批判l しま

す。 乙れらに耐え仰る施設がよきファシリテ ィ ( fac i l it y )  であり ，迅えH，.l!.¥切 ， iUi l: 

なb. i l ，Jll;H，処PJ ! がよき ホスピタリティ (hospi t al i ty)  だと思います。 ホテルは己

の二つの原則的条例によって成立つものと止l われます。l pにその施設のデザイン ，機能の

みでなく ，サー ビス ，運営とがli l1 ｾｾｾと円治に ｬ 函 ｬ 転しているホテルが佼売なグレイド ｬζ 践す

るものといえます。

l¥'i 3匹された京都ホテル新館は ，111向1のI目庇を利} f I して計画され，情111両町lの施uEの総合

調惣 ｬζ とくに官 ｩ 怠しました。政 ｩ 也が吊 ｩ 心の交通頻釈な交叉 ＮｉｾＡ ， 11: 直面するため ，; J ! 物内 IC一

方交通の日動 車 路と歩道を設け ， 乙れを 小 心にホテ ｊ レ ， 五会場のＱＺＺ Ｑ 則を対刷、 ｬιｾｬ ， また

! 占制 ， 2階グリル，Tu食堂への外部階段の配位などにも考慮を払っています。新館客五は

135，ベッド数270， ｉ ｅｉｾ 官 ＸＰ の草子宝と合わせて ｮｪｾ｛ の一元化を計り ， また古制［の服史的祭典

や風物の 1f t ' 世と硝子市の 保守を l世ねたデ y キをとり ，被，7 J レミ蒸}ff 昨i スデリーン ，ペア

グラスを全面的に取り入れ， ファンコイルユニ γ トiζ よる撰択式空気調官f とともに家内目立

況の維持 IC つとめています。 ζ の祈仙の完成 IC よって，早荊iホテルは/ : I l 心の近代同際級ホ

テルとしてすべての慢 ｦ 止を抑え Ｑｾｽ たわけです 。 米 ｬ めする 内 外事Ｚの ｊｧｬ￭ 初日 ι ぇ ｬｾ￬ るファシリ

ティとホスピタ リテ ィが円 滑に1"1転するのを比ととけることが、l L . のう匹しみのひとつでも

あります。
設計監理 京都ホテル増改築工事役計担当室

顧 問 高 橋 貞太 郎 担 当 小 川 正

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

20 



4  

3.  1 階 玄 関 車 寄

XJ!o : 一部アルミスパンドレル， ア

ルミスーパートーン ， グラスウ

ー ル 1(. 域

一郎フレキシプルボード 5. 5弘

オイルペンキスティップル

I¥f. モサ' イタタイル ， 小口 網 //{I イ

J レ模憾l出

n  :  '/l 辺 = ぜ砂利洗出しプロック

歩道=I E欄干i 伎!日 T スフアル

トプロ γ タ

4. 1階 ロビー・フロントオフィス

天J t o : ，' ，ラワン tJfl ク リ ヤ ラ ッ カ -

t控 大PR7i ， クルミ午リベニヤクリ

ヤラッカー

1; 、 リノタイ J レ

5.  2 階 ラ ウ ン ヂ

天 Jlo : 1 ' ，ラワン羽 nクリヤラァカー

晴 子J レミヰリベニヤクリヤラァカ

f t :  2  ifli クルミ不リベニヤクリヤラ

y カー

2 菌 ビ ニ ー ル レ ザーの上正単純貼

5  

21 



京 都 ホ テ ル 施 工 者 の こ と ば 加 登 藤 志 雄

京都の iUIb;! 田I通りといえば， lt は「鳴の河bi U とい た。湧水は 15t on/ mi nもあり . 6' ポンプ 6 台で市下

われていたと E ろである。京郎ホテルWI築地は ，元長 水辺へ lil 水したが，下水士官は血流以来30年以上も粍

州思敷跡で! l ! ' ( 地一杯 IC建築する設計であり ，隣筏物は 過しており ，継手より漏水し抑繋内IC流入 したため仮

It而には Wlfl i ' i ホテル( 半地下 l 階 . J也」二 7 階) ，MI 側IL 設問水鉄竹を刈瀬川まで特設排水する結烈となった

は木造 Ｓ 防総合ｬＧｉｬおよび旅館である。京都ではｾＢ｛工当 が，今後工事計幽において公設排水管i l I ! J T l の場合は光

時' t コンクリートの販売もなく ，地下水は' i ii 7l<ilii G L 分調流しなければならないことを知った。鉄骨建方k

-5.5m蝶 砂 利 桝 IC対1. - . 当工耶は B 1  F  ＩＮｾ礎盤は ｇｌ はガイデザ γ IJ H = 4 5 mおよび三脚デリ γ タを使用 ，

ー7. 6 m. 地上軒Kr，30 mRs  ｃ ｾｖｉ［ 告である。 コンクリート工事 lζ はパァチ 4 ープラン ト， 仕上r )l

E の条件 IC ＩＮ ｾ＠ き， tl l留工法は旧館ホテル側はシ ート IC対しては人前エレベ ーター， ユニパーサルリフト守

パイル打殺し ，隣家側は受井戸必生の後， レール，矢 をi l I ! J T l して純工した。施工上， ι れという困艇もなか

飯 ｉｌ て ＱＱ ， 倒した。切ｾは ｒｃｃ ￞ 火 八 ｬ ｉｊｽ｛＾ オープン Ｑ 段 ったが，多民の資材般入 Iζ 対し余地のない敷地という

とし ，期鞍は切決まではパワーショベル. IjJ 栄下はプ 条 rl が一昨 ";!J しかった。

ルト ーザーとタラムショベル併用による残土搬出とし
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6 客 室 (5 ; n9'. w; ! h 5 0f. )  

天井 2 分ベニヤ和紙貼下地の上

l ' J ! 蛍貼

ｾ｜Ｑ 聖 充境プロックモルタル塗の上

モノグイクロス貼

長TI' :  ｾｾＮ ｱ ， Ｎｱ，ク リ ヤラ γ 力一

同J フェ ル 卜下地力ーペ iノ 卜般

向 モノダイクロス貼

6  f辛子 。テトアノレワ( アルミ茶道f布〉

貼

7.  2 階 和 食 堂

7  天井 浦天11: . ;巴糸通り . JJド杉竿

結

1世 ジュラクおよび杉I i t 不リベ ニ

ヤクリヤラ y カ -

'II 木 鉄平行，および匂さを飯

n< :  ｩｊｉｾｬＧ ｬｾＮ｜｜ ｊＧｬＡ込 ｩｅ 凶石鯖有数

スクリーン 杉I i t 昂リ γ ケ

組合1 ! J血 京剖i市 中JjC区河原町通二条下ル

船 入町537の4

1I"I" -l 昭 和 3 4  11' 1  1 月 1 日

均 二I 昭 如 3 6  11' 2 月 2 8 日

航 地 ItJ ifll 3. 5  7  5.  0  5  m"  (1 . 081. 45坪)

I1、ilJi W

UJi fIl 1< 

|桁 向! !II 飢 全館合 Jr

町1:1 ロ1:1

R  2  fi'r 74. 20  74. 20  

R I  74. 20  
汀1:!

74. 20 

日 " 376. 16  40.18  416.34 

8  "  1120. 01  85. 70  1205. 71  

ヲ" 1114. 51  87l .S0  1986. 41  

6  "  1114. 51  871. 90 1986. 41  

5  "  1114. 51 871. 90  1986. 41 

4  "  1168. 12  871. 90 2040. 02 

3  "  1734. 24 77l . 90  2506. 14 

立 " 1620. 44 294. 56 1915 ∞ 

1725.85 1248. 94  2974.79 

B  1  防 1778. 77 924.31  2703.08  

l id lzii ld  

本 政 1 3  5 不 全 不 可 ? 宅 付

博 記i 鉄 i't 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 込

jλ 礎 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

11:. ｾ＠ 8 階迄初、什鉄筋コンク リー ト

'. .  n， 鉄筋コンクリート

，［ｾ＠ 1ft 鉄筋コンクリ一 九 一郎鉄骨鉄網コ

ンクリート



日目

平 面 図

地 階

l  エレベーターロビー

2 カ フ ェ テ ラ ス

3 ギ フ ト シ ョ ッ プ

4 洗 出 r . JJl 

5 リ ヰ ン 今J

Ｖ 冷 ｉｉｾ I i } 険州市

7. 日 主 [ 奇J

8. lfI 10 . 合 昨

日. 'l o  fjl J，) 

10. 門 2時

11. ｰｾ＠ 'll '.H 

テノレホ京 都

1 階

1. T j ( 官f

2. ホ テ ル 玄 JVJ

6.  1 [ : 会 玄 関

7 宴 会 、F 初 本

B ク ロ ー ク

9. n  '11 JJ ，¥ 

10. サーピス l四係 JI¥人 11

11. Ｇｾ＠ ｾロビー

12 大 食 町

13. テ ィ ー ル ー ム

3. 7 ロ ン ト オ フ ィ ス

4 ロ ビ ー

5  ソータ' ー

ファウンテン

階
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階

Q

)

 

=  

=  

=  

=  

階

1. エレベータ ー ロビー

2 ラ ウ ン ジ

3. i柄 場

4. グ リ ル

5 ギ フ ト シ ョ ッ プ

6 和 食 事

7.  I!); jl，( 

8 美 容 ' . . r j {

9. 屯 訴 交 換 京

10. 有l 食 厨 防

11. 宴 会 ロ ピ ー 吹 妓

12. 大 1t 'il: I!); I主



階

5 - 7 階
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=  

=  

=  

=  

=  

=  

=  

=  

京 都 :十1 テ ノレ

3 階

1. エレベータ ー ロビー

2. 事 : 引

3. 治 不

4. 向l 司J

5. )':' ＧｾＱ＠ ::..'z ｪｾ＠

6 特 別 会 す

7 ス テ ー ジ

8.  ＮｾＺ会 ｉ， ｦ /i J  

9.  U  /<1< 

10.  i午 合 京

11. '卜 安 会 均

4 陪

l  エレベー ター ロビ ー

2  . 会 : 宅

3.  I浴 衣

4. :cr /<I l  

5. サ ー ビ ス

ステ シ ョン

6.  7 ァ ン J レ ー ム

7. 客 室 係 事 務 宅

8.  } k 会場小屋: 2 I

5  - 7 階

1  エレベー ター ロビー

2.  ; 庄 司 〈

3 前 市

4 什 ] i ¥l

5. サ ー ビ ス

ス テ ー シ ョ ン

6. yt 匝E

平 面 図



三ｲ｟Ｚ ｟ー →ｾ

「ーh 面f

ｻｾｾ ｕ ｬ＠

- 'j 

階

白国

階

25 

ー

=  

=  

=  

=  

=  

=  

=  

=  

=  

平 面 図テノレホ京 都

B 階

1. エレベーターロビー

2. 客 宅

3. 浴 ・4

4 古 I'ji

5. サービス

ステーション

i
旬

、

附

句

I

F

-

-

L

 

「

q 階

l  エレ ベーターロビー

2  レストランオーロラ

3 厨 房

4.  ' マ ン ト リ ー

5.  ir ioii 

6 フ ァ ン J レ ー ム

2  R  階R  

補

槽

R  2 階

1. パ γ ケ ー ジ 宝

2. エレ ベーター懐械室

R  1 階

1. 井 ノi

2. 市 ; j (
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段計監理 村 野 ・森 建 築 事 務 所

施 工 K K 大 林 組

司降、

積

善弘

1. 玄 関 横 側 面

!ii: fI イ ル 貼

2. 玄 関

! 笠上部テッセラ

中部穴あきガラスプロック

出品 人逃石プロック

Ut 挺 T ; レミスバンドレ J レ

2  



3  

3. 西 面 外 観 詳 細

庇. 鉄骨銅版 H

庇' A フレキシプルボ ー ド

叩き {J:上

隔 壁 プレキ十ストコンク

リ- r. 現場打コンク

リート

手 間 笠 木 プ レ キ ャ ス ト コ

ンタリートおよひ' 軽! I l

鉄骨

建 築 地 )jl l $ 市東山区雫mn情限町一番地

敷地面摘 46. 253.  83m"  (14. 016坪)

建築面的 3. 9臼. ∞m" ( 1. 202 " )  

延 面 的 16. 595. 50m" ( 5. 028" )  

構 造 鉄f L 鉄筋コンクリート造

( ハイテン Y ョンポールト使用〉

地下 l 階 ， 地上 9 階. J1'i1i! 3 隣

高 さ l白高の高さ 37. 068m(l 22尺)

l詰，Gの軒の日さ 31. 358mCl 03"  )  

j也 階 三 条 通III 入 口，ｾｉｴ＠ 1
1占， ショーウイ

ランドリー ，空部機械室

3  階 大 食 堂，コクテルラウンヂ，パー，

ダンスフロア ー. IJlln 

4  階 客 室14室 ( 内有l宅 5) 集会室，す

きやき ，蒸し風呂 ，従業貝関係荷

主

5.  6階 客 室 (SO室)

7  階 客 室43宝( 内 9 宅デラックスル ー

ム)

8  階 客 室 (135):) . 事 会 場 ( 調光装置

ンドー およびステージ付吉〉ロビー， グ

1  階 フ ロ ン ト ， ロビー ， コーヒ ースタ リ' ' ' . パ ー， バン トリー

ンド ，到しー庖，公J l "<l TI 高室，事務室 I苦底 l 階 ' ! l ; 羽織械室

中 2 階 ラウンヂ，旅行案内所，客室 ( 7 " 2 階 エレベ ー タ機械室

宝) 役 日笠， 機1. <，韮 。 3階 展 望 室

2  階 客 室( 8 室) サンデァキ1m気 宝，

27 



4  

5  

ｾ Ｎ階段より ロビー を見る

性 大PHi

天 井 プ ラ ス タ オ イ ル

ペ ン キ 仕 1

1，、 ι ゅうたん

5.  1 階 ロ ビ ー

28 



6. 客 室 内 部

ノリ1. :  {Ii 地14" り一部スピナール

壁 1.. 1  1:  

床 じゅうたん

京 共 向 山 服 製

7  カ ヲ テ ル ラ ウ ン ヂ

天井 プラスタ ー， コルクペンキ

紘 モルタ J" . ゾラコー ト

1.. ゴ ムタイ J レ

8. 宴 会 場 ( 8 階〉

7  8  

6  

29 
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標 準 建 設 費

政府の住宅政策のおそまっさ ，でたらめさは現在では

もう腹のたつのを返り越して， iiJ l のね& を疑いた くな

る。狂 っている線源はどこにあ るのか ? その一端をか

ついでいる令融公庫も ，そのよE礎になる椋i1I♂建設資は，

4 ， 5  ｩｬ ｾ ｪｪ￭ｪ のまま であるＨ 少々ア ッ プさ れたがＩ 。 標準

建設伐とはfl:t. : r < 蓄で決められているれ肢をいうのであろ

うが，乙れでできるとは 訴も考えていない 。公rtFでも資

料のh向上 りなどで，乙の tl_( mではできませんと ，広言さ れ

ている ，I峻もほどほどにし てもらいたい 。 もう 乙のあた

りでほんとうの標準建設伐を決めてはし 3 かが。そして予

算上759ぢの融資が無理なら ，反対κ 2596の顕金を融資し

ようという乙とにしたらどうでしょう( 標t隼建設資倍

額) 。そのプJ が 良心の liii みも経くなろうというもので

す。EI-築家協会の諸先生方，ブームにの って忙がしい建

設業者，住宅に興味をお持ちの雑誌社の面々，乙のおか

しい住宅政策の歯車を修正する芯欲を持ち合わせておら

れませんか，いや建築に関係するもののtJ 会的立任では

ないでしょ うか。 ( Ms)

建 築 と 自 動 車

自動 rl f 工業における製造工粍はボデ ィーデ ィヂイ: / ，

内部機械の設計から製造にいたるまで- . I T したひとつの

方針にしたが って研究され，また 試作さ れめんみつな検

討の結果，大日生産の方式にし たが って村伎の高いもの

が製造され販売されている 。 しかし建築の できあがる 課

程は設計者と施工者 との問には ，それほど ，密接な関係

がな く，最近のよ うlζ 設計事務所の乱立によ るスタ ップ

の未熟さ ，短期間 ICよるデ ィダイ γ のまづしさなどおよ

そ建築家 として，はずべきような設計が非常に多く ，施工

方法などを考えずに設計図ではなくたんなる絵を書いて

ごまかしているような場合が多い。 乙の設計のま ず さか

らくる ，施工上のいろいろな問題のしりぬぐい はすべて

施工会社が行な っ て いるような段階 では ， ｾ築家がいく

ら建築の近代化 と か デ f -;' イシの進歩をさけんでみて

も，ほど迭い物1[. 感ぜざるをえない 。 (HM)

構 造 設 計 の 簡 素 化

今年にな って基礎構造計算規準の改正版が 発行 さ れ

た。今度の基礎構造などは特殊な基縫の設計方法が記，放

されていて大変有w;. いけれども， R C僻造 ・鋼構造 と徐

々に改正されて高価をも って腕 った使民とかポケ ッ トブ

ックの'J;tjが 次々と役に立たなくなる のは凶りものであ

る。そういう経済問題は別としても，仙の科学の進歩の

速度からみると ，なんだかテ γ ポがかなり遅いような気

がする 。断J IC改正されてからすでに 10年を経過し ，建築

も空間の利用という乙とから椛造も立体化が複雑となる

傾向にあるので ，基準を改正し強化する のは当然であろ

うけれども，しかしそれと平行して一般簡単なラ ーメy

構造の言| 釘の簡素化と合型化もはか つて欲しい。現在工

作物以外で計算を省略し得るよう lζ な ったのは，わずか

に特殊構造計算規準lζ 付されたスラ プ標準配般j表だけで

ある 。あらゆるスパン階高lζ 対して断面の決定できるグ

ラフ類，それに対する 各種断面の最低配筋表等々の規特

化など 早く できないものだろうか。熟1i.I 1者の経験と t1l JI ζ

将1っている断而の仮定など，もう時代遅れのよ うな気が

するのだが。 ( J M)

構 造 上 の 機 能 の 分 離

外国のｾ築物が表現する構造材のスマ ート さがなぜ日

本で求めれ} られないのかという不ij:tj は，その級低lζ 地位

の存在を認め なが らも芯匠と構造のみぞとな っている 。

構造技術者の立場からいえば，メシパ ーの大きさの差

は構造屋の個人差によるより ，平面締! 山ζ より運命づけ

られる 要紫が多いので困 った不満だ と考える 。ひとつの

解決方法 として，構造断面の決定に支配的な勢力を占め

る水平力を専用部材を配して負担させたなら ，鉛直ブJ の

みで決る梁住は緩めてスレンダ ーlζ 表現するととが可能

なはずであるが，乙乙での最大の問題点は水平力専用部

材を如何にプラ γ のなかに合理的1[. 配置するかK ある 。

人閣 の経験として永年培われた鉛直ブ」の流れは比較的

理解 されやすいが，水平力の流れの伝達機桃については

鉛 直力のそ れに対するものほと 、感覚的に訴え難いので， ｾｩ Ｚ

匠デサ・イナ ーの共感、を呼ぶことが難しいのである 。

(YM)  





1  1  1自 動 的 H の提

危 機 に 立 つ 路 面 交 通 山 下 豊 久

いまや都心部の路面交通は全くの危機に立っている。そして原因は甚だ単純なととであ

って， 要するに自動車の数に対 して道路面積が著 しく狭少な乙と ，つ まり自動車数と道路

事情のはなはだしいアンバランスが，路面交通の危機の基本的原因なのである。いまから

12年前の昭和23年には大阪府下の自動車数は 24，622 台，道路面積は大阪市域で 17，934 平

方粁であった。それが現在，つまり昭和36年 3 月末には，モーターパイクを含めた自動車

数は 490 ，585 台， a召年24年lζ 比べて20倍 K 増加しているのであるが，一方道路事情はどう

か，現在の大阪市域の道路面積は 19，412 平方粁で， 12 年前に対してわずかに 1，478 平方

粁，約 B パーセン トより増加していないのである。

極限された容器に無制限に物を入れ得ないととは，いうを待たない乙とであるから，現

在の路面交通が，混然雑然として押し合い，へし合う乙とは，全く必然的な物理的現象と

いわなければならない。路面交通の危機の基本的原因が乙のように自動車数と道路とのア

ンパランスにある以 上 ，乙れが解決の方策は，理論 上 はま ζ とに単純 な 乙とであっ て， 喜ｾ

するに，自動車のl曽加を抑l ! i i J するか，さもなくば道路を急: i i l i K 新設ないしは拡巾すれば良

いのである。

しかしなが ら，と れは混屈であって自動車の増加は，国民生活の向上，ないしは産業，

経済の発展にとも なうものであるから，単純に抑制すべきではあるまいし，道路の新設，

拡巾もその資金の調達と用地の確保κ 困難が多いため，し、ずれも容易な事柄ではない。そ

乙で，私ども省察としては，乙の限られた平面を可能な限り 効率的K 使用するため，駐，

停車の禁止，右折の禁止，一方通行路線の指定，あるいは時間別，車種別の通行制限など

の交通規制を行なうのであるが，それらはすべて，与えられた条件の下における単なる現

象の処理に過ぎないのであって，問 題を基本的な解決K 導く乙とは到底不可能なのであ

る。それでは，当面する路面交通の危機を基本的に解決する方法は何か，ま乙とに困難で

はあるが，やはり道路の新設，拡張と， '大規投な駐車場の設置および路面電車の撤去によ

る自動車交通に要する平面の確保などの外 Ir.は，抜本的な解決の道は ないのである。大阪

府下または大阪市域K はいま各種の道路の新設計画があるが，乙れらの計画は，いますぐ

に実行に移されなければならない。車両は，大阪府下で毎月 1 万台を越えて増加してい

る。道路計画が，計画のままで時間を空貸している聞に，生き物の道路交通は，みるみる

うちに盛り上ってい るのである。現に乙の 3 月中だけで，大阪市内では， 30分間以上の交

通停滞が 120 回も発生してい るのであるが，このままで推移すれば，本年末頃の都心部の

交通はきわめて変慮すべき事態になると思われるのである。

駐車場の設置については，用地の舵保，路面電車の撤去については，乙れに代替する地

下鉄網の大巾な延伸など，乙れまたはなはだ困難な問題に当面するのであるが，自動車の

増加が時代の進展にとも なう必然的なものであるとする限り J 乙れらについても，大いな

る熱意をも って早急にその実現を図 らねばならないと恩う。

乙の際，道路と交通』ζ 関係する各機関は，その総力を結集して，総合的，かつ，計画的

な施策を実施して，円滑な路面交通の確保に当ら なければ路面交通の 7 ヒは やがて市民

生活そのも のを 7 ヒさせる慮れがある乙とを深く誕えるのである。

(1医者 ・大阪府答君主本 部交通 部長)
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大 都 市 圏 の 自 動 車 交 通 対 策 の 調 査

大阪市計画局計iilii illl!反

水 里子

ｾ Ｑ＠ はしがき

大阪市計画局では昭和34年度に「大都市圏整備計四調

査」として建築物容積形態，街路の交通処理能力の検討

将来交通の予測，駐車実態等について調査を行なったの

で， ζ のうち将来交通の予測，駐車実態の調査について

ど報告し，建築物と自動車の問題を考えら れる上の ど参

考に供したい。

ｾ Ｒ＠ 将 来 交 通 の 予 測

( 1 ) 起終点調査 (0 D 調査〉

街路の計画設計のため，地域的な交通の流れとE を知

る調査として，最近広く起終点調査 ( 0 D 調査) が行な

われるようになってきた。乙の調査は都市のある地域，

地区間の門動車の走行回数. 車種別頗度及びその走行時

間など lζ 関する実態を抱援し，適当に分析する乙とによ

って，交泊施設の新設改良κ 利用するものであるが，ま

た計画路線が負担する交通量がどれ位になるかを予測す

るi侍! C . も用いる乙とができる。

O D調査としては， IIH和33年 10月に阪神都市l洋一平誌に

わたる広範な調査が突胞され，さらに 35年 8 月に京阪神

地区で実施したが， 35年の分はUf J - 1作業が終ったと乙ろ

で解析- までに至っていない。

33年の; JHF . 結果から次の乙とが指摘されている。

( i  ) 大阪市内に起終点をもたずκ 大阪市内を通過する

交通は非常1ζ 少ない。

(  ii ) 単 ・区域内の交通E が多く，全体の6096以上が単

一区域内の交通である。乙の比率は都心部になるほど

高仁中長距離輸送の道路への依存度は大都市ほど低

し、。

結局乙の調査K よって，大阪市内交通が量的( C . も質的

にも最も大きく ，交通問題の中心は大阪にあるという乙

とが判った。

(  2 ) 将来交通の伸び

( i  )  0  D 調査により求まった自動車交通の起終点の数

福 太 !l s  

を合計 した ものを交通端の数と l呼べば， ある特定区域内

のみの交通について交通の伸びは次のように考えられ

る。

交通= ある特定区域内における将来の推定交通端の数

成長率 11 11 現百五3記述雨石板一一

あるいは，

交通成長率 = a x s x r

ζ 乙』乙，

a 一計画作次の区域内推計人口

一事a C蕊挙写夜了石医] 或丙天百

戸= 将来の区域内自動車台数

現在の 1 /  1/  

r =将来の自動車 1 台当りの平均走行粁

現在の H  

(  ii ) つ ぎに l叉峻相互聞の交通の予測には，全域に対す

る平均成長率を用いる 方法とか，二つの区域の成長率を

平均する方法とか，その他いろいろな方法が考えられて

いるが，いづれに しても各区繊の成長率を基本として計

算する乙とができる。

以下交通成長率( C . 影響を与える各1 f 紫について述べ

る。

(  3  ) 建築床面積の相加と人口の増加

E;iiZ寝床面肢の増加傾向を求めるため，市内を交通予測

の最小フe つック』乙分け，各プロックどとに現在床面積を

調査し，またその土地に即したも っとも向然な建築床面

肢の増加率による将来推定値を算出し，全市で集計し

た。乙の結果は表一 1 のとおりであってIIfl 和50"1ミには現

在の約4796増と見込まれている。

ζ の建築床面積の増加，用途形態の変化に伴っ て，乙

れに居住する人口も当然変化 していくが，この人口の舵

定を行なうためサンプル地区を選定して用途分野l別の人

口密度の調査を行なった。乙の値と各プロックどとの用

途形態の変化を考感じた建築床面積ーから ，プロック別人

口を求めuf 苦|すると表一 1 のように なる。
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表- 1 ru築床面積および人口の現在と将来の総定価

| 脚 床 耐 | 夜 間 人 口 | 居 間 人 口

m
2

1 人| 人

昭 和 32 年 I 48. 304. 821 I  2.726. 926 I  3. 055. 480 

昭 和 50 年 70. 857. 688 3. 731. 671  I  4. 254. 703 

m加 割 合 1 1. 47 1  1. 37 I  1 鈎

( 4) 自動車登録台数の猶加

大阪市内の自動車車種別登録台数の縦移を示すと 図ー

1 のとおりである。小型三輪以上の車について全国及び

大阪府，市の既往の推移と将来推計値を示すと 表- 2の

ようになる。乙れに経済企画庁の発表した全国の車種別

増加見通しを参考として，大阪市における車種別台数を

推定すると 図- 2 のような傾向K なる。

(  5  ) 自動車 1台当りの利用率の変化

乗用車についてみると ， 1 台当り年間輸送量; は? 立業用

と自家用を合わ せ て 表 - 3のような傾向をたどってい

る。

昭和3 1年頃までは，乗用車輸送に占める営業111の比率

が高かったため 1 台当りの年間輸送誌は漸哨傾向を示し

ていたが，所得水準の上昇 lζ 伴って自家用車が土問加を始

めてから は，逆に乗用111
1 台当りの年間輸送誌は減少の

傾向を示してきている。また 1 台当りの年間. i t 行粁は岱

業用と自家用によって非常K 差があり，その傾向も 図-

3  I乙示すとおり異った形をとっている。

' 日' 業用についてみれば， 1 台当り 走行粁は約 7 J j 粁程

度で頭打ちの傾向を示し，これは走行粁 le 対する規正が

行なわれている乙とに起因するものと恩われるが，将来

とも乙の程度にとどまるものと考えられる。また自家用

車についてみれば，都市内交通の11話駿と保有台数のi首}Jn

同 一 1 -，- 時 ; t ; 肉由晴h 1I 1 脅 録 台 数 の 推 移

J. j自由出抽， 
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( 注) 1) 各年12月末現在の他を示す

2) 小型四輪貨物車は昭和32l.[; 1 月から曽通貨物事に合む

表- 2 1;1 切J 邸 登 録 台 数 の lie 移 と 11: : 定

年 !立 全 国 | 地 加l ヰ: 11 大

5百

25 

26 

27 

28 626. 444 

29 767 .654 22. 54 

30 862. 090 12.30 

31 989. 997 14. 83 

32 1. 164 . 319 17. 60 

33 1. 313. 806 12. 83 

34 1. 464. 214 11. 45 

35 

40 

45 

50 

55 8. 750. 000 

註) 1. 二輪車は介ま はい

2. 全国主主録台数は 9 月末現在 . I日し l昭和34>1 は 8 月末，昭和55年

は12月末現在

3. 1I日朝155年度会阿佐1!11Mll 登録台数K 定他は経済企繭Jj" 総合計岡沼

「道路のE別式と将来J より

34 

阪 市

17 • 186t: l  

20. 665 

25. 007 

30. 622 

38. 189 

42. 730 

62. 098 

70. 851 

144 .5ω 

232. 700 

353. 000 

526. 000 

1  ｾ却 ｬ 串 ＱＱ 大 阪 I(.f ｾ＠ 1 . 川単

22. 0 %台 19. 35百

20. 2 26.1 21. 4  

21. 0  32. 6 2  1  25. 1  

22.4  40.1 84 1  21. 6  

24. 7 49. E 9  l l .9 

11. 9  55. 0 8  11. 8  

62. (  3  I  17. 3 

72. !  00 19. 1 

13. 2 86. i  G  14. 5 

15.7  99. :  8  22. 1  

10. 5 

10. 0 

9. 0 

8. 0 ＷＵ ｾ ＮＨ＠

4. 大;夜市における l目前140. 45. 50. 55 什ーにおけるl i ' l hn中は Jj 平

均 :j

5. )c，1!i_ 司J . 大政府の笠録台数は 12月末現1E
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によって 1 台当りの走行粁は低 くなると考え られるが，

将来の推定にはまだ検討を妥するので，乙の調査では現

在の利用状態に著しい変化はないものと考えて交通成長

率の推定を行な った。 貨物車 lζ ついても同械の考えであ

る。

大阪市自動車重量録台数般定{ 二拍車は除 く)図- 2

( 6  ) 交通成長率の推定

前写iまでに述べた各要素の将来抑定値によっ て各ブロ

ックどとの成長率が求まるが， ζ の他は千? 附して市域全

体の成長率を示すと 表- 4のとおりで< 5 る。また交通成

長ホの計算K 用いた各A' l i 因子の市域全体のWI)Jrr，r;rJ合を示

すと 図- 4のようになる。

ζ の成長ifi (対極めて大きく，乗用車では H討和50主「ーには

lI {j和32作の'ノ起に 15 倍近い交通fii; になると J住定されてい

る。ただ ζ のm定値の r ｾｲ で 問題 と な るのは 利用率であ っ

て，乙の調子tでは l'9ill1J 'l互の利用状態が現在のままであ る

として r を l としてい るが，将来自動車の保有台数が増

加すれば，当然 1 日 l 台当りの利用 fiil 数は減少するだろ

うし定行粁も減る乙とが考えられる。そ乙で交通成長率

も表- 4の値より下廻ると恩われるが，利用車がどれだ

け下るかの推定は非常に難しい問題であり，今後さらに

検討を豆ーすると恩われる。

O D調査による地域間交通量測定値と乙の推定交通成

長不から，将来の交通f i ] : が計算: できるが，乙の数値は科

目持する。

( 7  ) 建築用途別発生交通量の調査

五t築界lJ 'lのi1"1力n( ef l'なう自動車保有益の増加は ，発生

交通量の増大を招く が. その増加発生交通品を推計する

ため現状の建築符積と発生交通量の関係を調査した。

用途の閉 じm築物は大体同様な発生をすると考えられ

るので，サ ンゾ J レ地区を選定し調査を行なった。なお乙

の調査は昭和 Ｓ Ｓ ｾ ｬ 度に行なったものである。

調査の結果，船場地区，都島本通地区，手J 田町駅附近

の商業業務地区では，ピーク時において，延而積約50耐

について 1 台( 釆用車換算値) の 割 合 で |守動車が発計

し，専用住宅地区の古市団地では約 550m2 に 1 台，住宅

公団の長掘アパートでは約 230m
2

Iζ 1 台の発生率である

乙と が半IJ っfこ。

表- 3 来 川Il l l 台当り

戦送五t の HL移

年 度 l 作 1m1台当り

一一一一一」 愉 送一 五t

|  万人料

問和25年 1 1.5 

26 I  2.3  

幻 I 2.4 

28 I  2. 6  

29 I  2. 6 

30 I  2.8  

31  I  3.2 

32 I  3.1  

33  I  2.8 

R量

各部l { ! l 加 率 (50年/32年) の 比 較

E  

;1. 

全国乗用III 年間 ] 台当り走行粁

ヰ

H  
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83  駐車 実 態 調 査

(  1  ) 駐車需要

道路交通K 大きな影響を与える駐車需要の実態を把担

するため，昭和34年 7 月と昭和35年 3 月の 2 回に分けて

都心節約 6 方粁について調査を行なった。

乙の結果によると， 地峡的 lζ は多少呉なるが全区域に

ついてシみると ，最大駐車現象の起るのは 12時30分前後で

調査区域内 lζ は約 7，000 台の自動車が同時に駐車してい
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る。そのうち約425ぢは乗用車であ って，駐車時間は平均

40分前後とな っている。( 図- 5参照)

また大規模建築物について行なった駐車実態調査の結

果では ，ビルテナ ン トの車と外来客の車とでは平均駐車

H寺聞が非常に異なり ，fii j者は 67. 8分，後者は25. 8分で，

乙れを平均すると 40. 3分となり地区平均駐車時間と一致

する。乙れにより地区平均駐車時間40分の中には，相当

ガレーヂ不足による路上駐車が含ま れてい る乙と が推定

できる。

( 2 ) 大規模建築物と駐車場

駐車需要は車を所有する乙とによっ て生ずるとして，

駐車需要台数を自動車の所有台数で調べてみた。

301，r- 8 月と 32年 11月の 2 回，事務所系統ビ、 J レについて

行なった大規模建築物駐車実態調査によれば，業主Eによ

って車のもち方も非常に巡っているが， 1 台当りの延床

面積が 830m
2
/ 台 であったのが 32年には664m2/ 台lζ 減

少している。 32年における調査対象と なった29ビノレの 1

台当り延床面私別分布は表- 5のとおりであって，この

うち 1，000m
2
/ 台以上の 3 ビルを除いて平均値を求めれば

605m2/ 台となり， ビ、/ レの数においても 400- 700m2/ 台

の分布が中心となってい る。乙の他カ、らみて. 極めて近

い将来に平均 300m
2
/ 台 程 度 になる乙と が考えられる。

すなわち 400m
2
/ 台 の 割 合でガレー ヂを確保しなけれ

ばならないという乙とであ って，ちしビノレの内部にこの

ガレーヂを設けるものとすれば，通路などの而mも合め

てlt: l 車施設の而私は約 40m
2
/ 台が必要である から， 建築

面積にして約 105ちと なり， Ｑ Ｐ ｛ 戦ｾのビ‘ ｊ レならば Ｑ ｛ 併は全

部駐車施設に提供しなければな らない乙とになる。

( 3 ) 駐車場対策

道路交通上の困難な問題を解決す るための下段 とし

て. 道路交通法に基〈 各種の交通規制を行ない交通の障

害を取り除いてきたが，乙の方法による規制] l cも限度が

あり ，根本Aそj な解決の一方法として駐車場の整備を:a

がねばならなし、。乙のためには，公共! 手車場の建設によ

る以外に ，大 きな駐車需要板、である大規模建築物l乙，防

車施設を附置する乙とを考慮せねばならない。乙の目的

務総防災シヤーッター金般

ＭｈＨｾｾ Ｍｊ ￠ｊ＠

図- 5 時 ;M 別 駐 車 グ ラ フ
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一ｋ そっ て，昭和 ＳＲ ｾｦｋ ｦ｛ｪ ｬｬ 定された Ｚ Ｑ 駐車場法 」の 中 ｬ ζ ，

延而杭 3，000m2 を乙える建築物を新築または増築するさ

いには，駐車施設を設けなければならない旨を ，条例で

定める乙とができるという規定が設けられた。乙れに基

いて，大阪市では今{i=. の 3 月末に「駐車湯条例」をf[;11定

公布したので，乙の全文を別 lζ 掲げど参考 lζ 供する。

(51賀多照)

乙れにより附置さ れる駐車施設と公共駐車場が相候っ

て，駐車問題が解決 Eされるわけであるが，現在大阪市で

は，長堀川の東政府川分流点から西i ，1 I l#til 川分流点までを

出立て，地下及地上 l乙約 900 台 を 収 ?号する長郷焔.車場

と，現在の大阪駅前広場の地下l乙，ステー ーションビルの

計画の一部として，約 400 台を収容する大阪駅前駐車場

とのこつの計画をもっている。

¥¥4 む す び

以上簡単に調査の結果について述べたが， ζ の結果に

その他の各方面の調査結果を加え，解析検討して建築物

符積地域計画， 交通関係の諸計画等部ifi の将来のあり方

について，研究せねばならぬのであるが，まだその段階

κ 達 していないので，今回は調査結果の報告にとど云っ

た乙とを乙。了承闘いたい。

1・圃-

電 動 式 ~ 箱 型 ・ ウ オ ー ム ・ ス パ 一

手 動 式 ~ 自 動 ・鎖・ オ ー ト マ チ y ク

ス テ ン レ ス ・ ア ル ミ ニ ウ ム ・ シャ y ター

Ｚｾｉｊ ，俣製作所大阪支庖

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 電 話 ( 34) 9 0 0 4 ・9 0 1 6 ・4 8 2 5

本 社 及 工 場 ・ 埼 玉 県 与 野 町

、 s  東京事務所及工場 ・東京都北区田端町
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チアの解置

激 増 す る 自 動 車 交 通 と 交 通 問 題 解 決 へ の ア プ ロ ー チ

毛 手リ

大阪市大工学部土木学助教授 ・エ問

正 光

最近の自動車交通の激増ぶりは目を見張るものがあ

り，とりわけ東京，大阪などの大都市における街路の混

雑は交通破局の一歩手前にある ということ ができる。乙

の交通の混雑麻抑の原因は何によるかというと，それは

人口と経済活動の過度の都市集中が乙んにちの危機をも

たらしたものであるという乙とができる。

人口の無制限な桝加は人間の生活自体lζ 危機をもたら

すであろう乙とは，早くからいろいろと論議されている

とζ ろであるが，とくに乙の人 口の増加に加えて， 都市

生活は社会的，経済的また文化的に多〈の施設からの恩

恵を多くの人が享受できる，乙れは低れんかっ信頼ので

きる輸送機関のサービスのお蔭で，乙のため極度の人口

集中をきたしていると考える乙とができる。

都市は交通施設の発達整備 K つれてーその機能の拡大

都市地域の膨脹を続け，現在の都市自体を造り 上げてき

たのであるが，それが逆に乙んにちでは交通難，交通危

機を招来して， まさに都市機能を笠尽させようとしてい

ると乙ろまでに発展してきた。

また経済のflll J1l U乙伴なう同民生産と所得の上昇は絶え

ず旅客と貨物の交通誌を増加させているが，生活水準の

向上 と交通技術の発途は人々に交通手段に対する新たな

欲望を起ぎす乙とと なり，とりわけ迅速低れんかっ使利

硝ー実に交通の目的を達成でき，時間的束縛を受ける乙と

のない自動車は近代的感覚に. t"_く 7 ッチし. 大量輸送機

関から個人交通への移行はとくに著しく . その傾向は最

近の自家用車の増加の傾向にはっきりとみる乙とがで

きる。

自動車保有台数の増大はこんにちではi山ζ 交通混縦 ，

交通維を助長する傾向にあり ，また生活/J <準の向上 l乙よ

り人々はi泣かな生活と快適なro境を求めて各人の家を郊

外に求めて移住する乙とを希望し，住居と職場の分離は

遠距離通勤を増加させ，また職を求めて大都市へくる人

のIi l J きと相{ 突っ て適切j 交通による交通の雑踏は， I時間、

精力の浪ｾ ｾ の而で都 市 交通 問 池 上 早急に解決を言 ｼ らねば

な ら ない ｩｬｬｾ 事となった。しかも多くの現在の都 市中 心

地域は交通日; の少ない時代に建設せられたもので，こん

にちの交通需要に対してはまったく時代遅くれのものと

なり，到ると乙ろ交通の渋滞混乱の発生，交通事故の頒

発という形で現われてきている。

自動車の急激な: l f ' 11J 日は一体ど乙までfrll びるのだろうか

?  道路交通を考え論じる場合根幹と なる問題である。

まず過去の実*1i K . より，東京都と大阪府の自動車保有台

数をみると 表一 1 le示すようである。現在東京には約50

余万台，大阪には30万台近くの車があり，とくに昭和30

年頃以降からの増加率はま乙とに急激で. 最近 10年で 10

倍のふえ方である。乙うした自動車数の増加は交差点交

通量の増 加 傾向にきわめてはっき りと現われているの

で，都心部の交差点はほとんどがその交通処理能力を失

いつつあるといえる( 表 2，表- 3参照) 。いま大阪の

場合についてみると， 1113和33年には交差点 12時間交通五i;

が 4 - 6 万台のものが 8 カ所， 6 万台以上が 5 カ所であ

ったのが 35 年には 6 万台以上の交差点が 10カ所， 4 - 6  

万台のものは 17カ所と激増し，都心部交差点ではすでに

交通容量をこえ過飽和の状態 lζ 達し，乙の過飽和の状態

のカ所が急激に全市域K 拡がっている。都心を外れた地

点の交差点の交通fil: の例1ぴがとくに薪しい乙とからも乙

の状態をうかがうことができる。すなわち道路交通は急

増する自動車をさばき切れず，麻滞状態へと追い乙まれ
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;，l<- 1  東 京 お よ び 大 阪 の 自 動 車 台数のl 1 ' J 1m 

マ ポ と |昭和例年 I 25年

乗 [ 普 通 事

東 IJll i小 型 J 11

車 |小 型 二 輪

、監主盟主

ノ、c
ス | 2. 3 

( 単位 1. 000台)

例年

京

阪

都|山 |;:; |山 川 川 引 :: i 引

HT |; (f U|- 1;: li L; ; J |ぷ泣 い:: ||

1:; |;::: |幻 1
163. 3 

8.3  

516 .4 

7.1  

2.4 2. 6 

前 1 24. 6 I  31. 9  I  ＴＱｾ ｾｾ ＮＶ と ｅ 斗｟｟｟Ｒ ＲＳ Ｎ Ｑ J  

ロ' ) 1. 東京都の台数は都犯扱日 (1958.2) 資料による。ただし. 32年以後は年度末 3 月の台数で都市交通ffffllc よる。

2  大阪府の台数は大阪降迎rJl f.6所絢ベ。

3  台数は 12月末現rr。

表 2  東京 ICおける主要交差点交通の位機移

交 差 点 I 31年 I  32年 |  畔 |  岬 I  35年

祝 111 t;品 I 96. 698 I  95. 565 I  130.055  I  134. 928 I  144. 862 

日 比 谷 I 84. 408 I 鈎 . 043 I  1ω. 975 I  108. 184 I  118. 990 

桜 田 門 I 77. 634 I  70. 670 I  79. 897 I 初 . 095 I 例 . 785

大崎広小路 I 47. お3 I  52. 889 I  鎚 . 386 I  71. 141 I  81. 9幻

江 戸 締 I 71. 035 I  70. 926 I  70. 623 I  76.029 I  76. 375 

ー 原 総 I 63. 549 I  59. 687 I  62. 209 I  73. 128 I  74. 319 

虎 ノ 門 I 70. 514 I 飴 . 699 I  71. 769 I 侃 . 628 I  72. 806 

岡村町1丁目 | ω. 214 I  鎚 . 187 I  臼 .775 I  61. 951 I  70. 643 

新 続 1丁目 I 88. 951  I  日 .284 I  77. 319 I  73. 744 I  69. 137 

鍛 治 総 I 42. 197 I  42. 993 I  49. 190 I お . 752 I 侃 .904

f上) 東 京 都都市計商白 ［ Ａｾ ＱＹＶＰ 年から抜帯。

てい る。交差点と交差点の聞は車でいっぱいになり ，交

通信号の青のときわずかの台数の車は通過するが，自動

車の走行: i i l i l交は人の歩く泌さと余り変り な く同じになっ

てしまい，ラッシュ時には部分的に交通麻却の現象を起

している。

一体自動車台数はどれ位い増加するのであろうか。東

京都の場合者ｾＩの惟定によると ， I昭和40年で80万台. 45年

で 114 万台， 50年で 150 万台， 55年で 183 万台， 60年で

2 14 万台である。現在の 50 万台と比べて 15 ｾｉＧ Ｎ 先には約

3 倍にふえる見込みになっている。大阪の場合三輪車，

軽円動車を除いた車種について 40 年で 21 万台， 45年で

33刀台 50年で5 1万台， 55年で75万台すなわち二輪il霊自
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表- 3 大阪における主要交差点交通抵の鍛移

交 差 点 I 2昨 I  28年 |  制 ー |  お年 |  

本 町 4 丁目 15.487 33.535 61. 938 66. 659 

締 回 新 道 16. 650 37. 192 58. 916 74. 963 

末 吉 栂 7.∞s  22. 098 42. 783 57. 712 

阪 急 前 12. 399 32. ) ] 3 52. 256 69. 427 

阪 神 前 8. 660 19. 988 40. 790 ω. 937 

大 国 町 7. 036 19. 048 37. 891 45. 211 

天 泌 総 4. 329 12. 754 22. 959 38. 302 

上
占ノ、

5. 977 18. 709 32. 981 38. 700 

北浜 2 丁目 8. 827 16. 753 25. 347 34. 134 

肥 後 続 7. 835 18.971  29. 329 35. 548 

注) 大阪府答澗ベ。

35年

99. 262 

94. 723 

77. 115 

76. 898 

72. 564 

64 .652 

62. 694 

55. 177 

49. 056 

48. 921 

ifj) )!巨も加えると 50qてには約 100 万台 lこなり，そのうち約

709ぢは大阪市内 lζ 在籍するものと推定せられる。

このように大都市の道路交通は急増し，これらの交通

を処理するに必聖ーな道路面積の割合を諸外国の都市と比

べてみると 表- 4 1ζ 示すようである。いかにわが国都市

の道路が狭院であるかがわかる。これは先に述べたよう

にわが国の都市は殆んどすべて自動車時代以前に形成さ

れたものであって蜘乙のままでは交通品と道路事仙のア

ンバランスが交通混雑に拍車を加えて，道路は急増する

自動車交通をさばき切れず都市段能は道路交通の而から

マヒするととになる。



写良一1 高速自動'11道路と駐'11広場( ロスアンゼルス)

大都市は乙のような状態にあり，交通知から交通上の

危機iζ 直面しているとき，その将来は一体どうなるので

あろうか ? 都市がその機能を充二分に発揮するためには

まづ第ーに交通処理のための対策が樹てられそれが大仰

にかつ強力に実行されなければ都心はやがて衰退し，都

市はやがて交通機能の障害から笠息してしまう乙とにな

ろう。

乙れらの交通問題解決の方法としては問題を抜木的に

解決するための外科的な大手術と臨床的な交通処理対策

とが考えら れる。応急、的対策は交通処理方式の改善再編

成を行ない道路を少しでも広く能率よく使うようにする

乙とである。 ラッシュ時の幹線道協上での駐車停車の禁

止，大型車や流 しタクシーの都心乗入れ禁止，一方通

行，交差点での右折禁止などの処置により交通の流れを

円滑にしようとするもので，すべての主主に共存的に通行

を許すことは共倒れ，cなる乙とは明らかであって主主E道

路の交通だけは最小限確保しなければならない。乙のた

め応急的に取られる拍ー涯であって，これに加えて歩道を

円IJ るとか，EE車パスの停留場の移設，路面it2Ifi の廃止な

どの対策が考えられている。しかしながら問題を抜本的

に解決するためにはどうしても大手術を施す必要があ

令。

まず第一 !C道路率
10

96以下という状態をせめて外閏の

表- 4 主 要 都 市 の 道 路 餅 皮

都 市 名 | 道 路 密 度

ワ シ ン

一/

43%  

ニ ュ ー ヨ ー ウ
35 

ウ イ ン 35  

'‘ t  

J レ ン 26 

ポ ス ン
26  

，マ
25 

ロ ン ド ン 23 

東 京 区 部 10. 1  

名 i1i' ffi 9. 6 

大 阪 市 9.4  

1時 1只 3.4 

事l' 戸 2.8  

Ji( 都 2.3  

注) 1. ｩ ￼ 断総ｾおよひ・都市交通年制 Ｑ ＹＵＷ ＡＱ に

よる。

2. 東京 ・名前座 ・神戸 li 1958. 3. 31. 的

浜は 1958.11. 20. 京郡 ・大阪は 1955.

3. 31. 現在である。

都市なみとまでは行かなくても 2096以上に引き上げ道路

の新設鉱張を行なう乙とである。しかし都心地域におけ

る用地買収の郷かしさは，財源と用地! l ¥l fi とから道路m設

の最ー大の障害になっているが. 問題の解決，都市の整備

再開発を計・り都市生活のE i ・境をよくするためκ はどうし

ても強力に推し進められなければならない第一の事柄で

ある。また都市高速自効率道路の建設は他の交通との交

差を除き交通物のスピードアップを計り ，街路の経済的

能率的再編成を行ない都市機能の能率 jIi:iili 化を計る上に

当然必要とされるものでめる。

ワl!.I - 2 1'1動車と歩行者の立体交差{ 組像図)

39 



東京総では政府ならびに東京都の

I i ' ，f - ( により，昭和34年 6 月lζ 首都高

速道路公j - JJ が設立せられ，環状 6 号

線以内の平而幹線道路の交通能力を

祁i う目的で，総延長約 71 .3km，1  i号

路線から 8 号路線までの B 路線を百十

回し，その内 l 号線( 大田区羽田旭

町一台東区入谷町i ， 2 号線( 品川

区西戸越 1 丁目 一港区芝海伴辺 1 丁

目，および港区麻布谷町付近にいた

る分岐おわ， 3 号線( 渋谷| 玄大和田

町一千代間区三宅坂付近) ， 4 号線

( 渋谷医幌ガ谷本町 1 丁目ー中央区

八重州 6 丁目，および日本橋木石町

図- 1 阪 神 郎 市 高 速 道 路 網 計 画 図

1 丁目付近一 日本 橋 兜 町 1 丁目付

近) はすでに事業にお下し，目下工

事が進められている。全線高架もし

くは抑制式，幅員lよ4 車線 16mを原

則とし， 設計速度 60j hr ，都心部で

一一・ 阪神旭区高Z車道路

一・・一 室曇街路計画蕗線

ー一一 名 神 志 丞 謹 路

一 一 一 息是認訴線道路

、ー一一一一

は平均 1kmにつき 1 カ所の出入口を

設け ，昭和36f f . 度以降約 750 { : 怠円の

事業が見込まれている。

大阪では阪神地区高速道路協議会

が発足し，大阪郊外に {It
lびる新イ- 大

放射路線と iJ ' J : 結して市内都交通を級

有l し，輸送力の増大，産業配置可能闘の拡大，自動車走

行政の節減を;;1 る乙とを目的として 2 環状線 6 放射

線総延長約 125kmの高速道路網を完成する方針を打ち出

した。 ζ の道路l立高架もしくは地下式で，すべて立体交

差，栃員 16m，4車線で設計速度 6 0 - 8 0kmj hr ，78 カ所の

出入口を 設け，総事業ｾＧＱ Ｑ . 890 億円の見込みとなってい

る。いまのと乙ろ大阪市内の交通混雑がひどいため，都

心都の大小 2 つの環状線から名工，城東迩河や土佐堀川

な ど 市内の河川を活用した 高架道路から ｾｾｩＺ 工となる模様

と恩われる。

つぎに街路の交差点は交通上の障害となり交通の混雑

渋帯を引き起す最大の原因であり，また交通事故頻発地

点でもあるので，交差点の改造立体化を行ない交通の能

率増進，スピ ー ド化を計ることは資金的にも期間的にも

もっとも能率的な対策であっ て，東京では具体的な計画

設計が行なわれている。

道路の新設拡張』ζ 伴なって当然必要とされるのが路外

駐車場の計画的建ー設である。今日自動車i時代を迎え当然

安全確実な自動車の保竹場所としてそれ相当な姐ー車施設

が要求されるので，現在みられるような路上駐車はそれ
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でな くても1大い道路をますます抜く して， 交通上非常な

障害を与えているばかりか通行上 もきわめて危険であっ

て，道路の有効な利用， 交通の安全を確保する上からも

相当なスペースの路外駐車場を建設しなければな らな

い。駐車場法K 基づく条例の施行と相まって，乙れから

の都心の建物κ はそれに相似しい駐車施設を設ける乙と

が要求されるが，乙れは都市の繁栄を期す上lこもきわめ

て必要な乙とである。

以上は主として道路か らみた交通難打開の道を述べて

ふたが，大都市における交通地獄緩和の対策としては，

高速鉄道，地下鉄の拡充により空間を立体的に利用す る

大品輸送機関の開発を促進するととも fC，都市計画およ

び地方計画的見地から住宅の適正配置，都心、高周住宅の

建設を計り ，通勤人口の郊外移住を防止する一方，衛星

都市の建設を促進し交通需裂の統制，すなわち通勤通学

力所の立地の改善を計り，これらの人口が都心{ こ入る必

要の生ぜないよう な対策を実行する必変ーがある。これら

の事業は，いま直ちに計画実行に移されなければ都心の

交通混雑はますます悪化をたどり，その緩和策はますま

す高価なものとなろう。



く ア ン ケ ー ト〉

自動車問題に対する

都市への新しい提案

最近lζ おける大都市への人と車の

集中はすさまじいものかあります。

とくに自動車交通の混乱はいちちる

しく， しばしば都市機能のマヒ状態

さえ生せしめております。 一方，乙

乙数年の自動車のi i " 1 1 J 日は急カーブ lζ

上昇しており，国民の所fq水準の向

上とあいまって今後とも相当の増加

が考えられますの

とζ ろが，都心部の道路の拡張 lζ

も限度があり，乙のまま五文位します

と，都心部の機能は完全に 7 ヒして

しまうことでしょう。もちろん，当

局において，いろいろと対策は考え

られていると思いますが， m築以外

の方々 ( 財界， 百貨応， ビノレ経?汚

名，集会主1m才; ，商応街，問尽街の

方 )々 (ζ おいても ，乙のが! 加する自

動車問題 l乙対してどうあるべきか，

それぞれの立均で都市への新しいイ

メージを考えておられることと存じ

ます。

つきましては，そのお巧- えをど披

漉いただければ幸いに存じます。

参考までに，下記に数項目を添え

ましたが，ひとつの項目についての

べていただいても結構ですし， 一括

してのべていただいても結構です。

① 増加する自動車に対する都心

部のあり方。

① 経営とパーキングに関する問

J出としーて。

たとえば， 百 貨 庖 と パーキン

グ，貸ヒ・ J レとパーキング等。

①通勤と自動車との問題

① その他。

上記アンケートについて，財界，ピル経'ii?

者， ホテルマネー ヨヤー ， タヲ シー業者 ，商

庖街会長など ，26名の万にと依頼I11 しあけ. た

とζ ろ，下犯の方々より玉摘をいた fごいた。

厚く感謝します。( 順不同)

谷 口 豊三 郎氏( 取洋紡1j ' { KK相良}

栗本 順 三 氏{ 関経連日IJ 会民)

小野 逮 三 氏( 立売刷新町仮興会長)

松本 完 三 氏( 大阪市長室長)

沢田 徳蔵氏 (K K 大阪i良林会館常務取

締役)

111口 清三 郎氏( 大阪ビルデイ ング協会会

長)

中島叉 1・朗氏( 大阪駐111協会会良)
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自動車問題に対する 都市へ の提案

東洋紡制K K社 長 谷 口 豊 三 郎

所得倍増計爾，その他の経済成長 されてゆく仕組みと聞く が，一般の

計画で，産業構造や消的構造などが 福利厚生の立場からも，道路の整備

急速に高度化してゆく乙とは，まこ

とに好ましい乙とであるが，そのプ

ログラムには，それ1とともなう広域

経済圏や産業地帯形成のあり方に視

点をすえる必要があり，とりわけ道

路 ・水 ・電力 ・土地等の骨格的整備

が望まれる。

ζ とに都市部の経済発展は，その

周辺を囲統する産業地帯の経済中枢

部門として先行することは当然であ

り，その整備は周辺地帯興亡の鍵と

いえよう。とくに道路ならびに土地

の布置結構は経済発展のJ血脈と思わ

れる。

乙のほど建設省では建築基準法の

一部改正を図り，都市の高居ビル化

を促進するため，都市計画に即応し

た容粒制限( 延べ而私率の制限) で

敷地而fi 'i lζ 対する丈t物延而革!i が 6 倍

まで可能となり ， ヒツレが大空にのび

ればのびるほど周辺lζ 緑地符が拡大

の上からも ，まことに好ましい乙と

で，たんに「特定街区J I乙止まら

ず，乙の構想は発展的都心部企体の

問題としてぜひその促進方が願わし

し、。

それにつけても，現在の者s心部は

今後かなり外延的にも拡張されなけ

ればならないので，なによりも用地

の収用が先決であり ，都心部内にあ

る旧練兵場や基地など，都心部の経

済機能K 直接関係のない施設は可及

的に乙れを外内地帯lζ 移すことが望

ましい。また現在の都心部の整備に

止まらず外延的な発展に即応 した術

塁的都市の「新しい町づくり」の構

想も必要で，要は経済成長下の産業

地帯手形成，その心臓部としての都心

の主主設にはかなり 雄大なシェーマが

なくてはかなわぬ。

いずれに しても， こうした都市計

画の骨格は道路の整備にある乙とに

疑いな く，自動車巡輸の有効化に充

分機能してゆくととが願わ しい。乙

れには周辺地帯閣の運輸港湾体系の

整備等，かなり大がかり な公共事業

投資が必要とされようが，と りあえ

ず都心部内の道路については，その

幅員の拡大舗装等はもちろん， 自動

車交通量を保持し，ス ピードアッ プ

を可能にするよう な立体的運輸体系

の篠立が願わしい。とくに周辺地帯

間の迩輸の摺大で，都心部の通過誌

が都心部本来の経済機能を著 しく減

殺している ζ とば散しない事実なの

で，都心部迂回のサーキッ ト形成が

望まれる。

またビノレの高間化が行なわれ，緑

地符が形成されることは無論結構で

あるが，同時に自動車の利用度を最

大限に発揮するため，パーキング施

設を促進するととが緊急の要務であ

り，現在の交通7 ヒを絞解する鍵と

思われる。 したがっ て今後の ビ)レ建

築や駅の近代化κ は，パーキング地

帯の形成とあいまって Par king Fl o or  

設置の促進がせつに望まれる 。

ア ン ケ ー ト 川1111111 11 111111111111 11 111 11111111 11 11111111 11111111111111111 11 111111111 111 11111 1111111 1111 111111 1111111 11 111 11 11 11 11 11111111111 11111 11 11 1111 11 1111111111 111 1111 1111 1111111111 111111111111111 1111 111111 11 11

都 心 部 の 交 通 を ど う す る

関経辿刷会長 栗 本 )1民 三

大阪の都心部はビジ ネス ・センタ いかと予測 しているほどである。交

ーと問屋街が共存して人と物が集中 通マ ヒを回避するために経済活動と

し交通混乱の激しい特異な地帯であ 市民生活が7 ヒする危険をさえはら

る。それに各種各様の自動車がふく むといわねばならない。都市計画道

そうする複雑な交通性のためにその 路が完成し，東西級堀川を利用する

対策も単純ではない。西日本経済流 高速自動車道が築造されても ，自動

通の中心として. その混乱がさらに 車の増加が先行して線本的解決と な

拡大するであろう乙とを予iEl すれば らない乙とを思えば，きわめて重大

徒に乎を乙まぬいてみているだけで にして困難な課題である。

よいのであろうか。 問屋街は商取引の場であるととも

大阪府25察本部はきびしい交通規 lこ倉庫をもかねている。しかも取引

出IJ を実施した。文明の利器の活用を 高K 比し倉庫は狭少で商品の出入り

何J1j; IJ する規制はもとより好記しくな はきわめて頗繁である。御堂筋や本

い。ただ交通 7 ヒを回避するための UIJ 筋を走る大小 トラックのう ち，都

止むを得ない非常下段である。しか 心部で貨物の秘みおろしをするもの

しζ の規11;IJ は将来緩和される見込も はその8 0 - 905ちにおよぶといわれる

なければ保証もない。当局は近い将 のも当然である。問屋業界が協同し

来さらに強化するほかないのではな て市の周辺その他の適地K 倉庫を新
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設 して商品の搬入搬出業務を乙乙 lζ

移し，問屋街は営業専門のj苫舗とな

れば交通の混乱は著るしく緩和され

る乙とは明| 僚である。もちろん多年

の商習慣もあり，また経済的困難も

あるであろう乙とは十分に推察さ れ

る。しかし現状のまま推移すれば，

身動きのつかない混乱が激しくなる

乙とを考えれば，業界として検討の

価値ある課題ではなかろうか。

しかし郁心部の版本的交通対策は

都市面開発によるほかはない。その

ひとつは大阪駅前の問屋街に開発が

予定されている現在地での高層ビ J レ

建設による立体換地である。 他のひ

とつは国鉄新幹線新釈のどとき新副

都心地に近代的施設を設営しての集

団移! 駐である。そのいづれの場合も

国または地方公共団体の強力 な助成

協力が要請される乙とはいうまでも

fよし、。



増 加 す る 自 動 車 に 対 す る 都 心 部 の あ り 方

現在の大都市交通はすで f(. " 7ヒ寸

前にあ り，道路工事などの特別な事

情がないJ; j合で も交通7 ヒ状態に陥

った事例は一再ではなし、。その原因

は簡単で狭い道路にどっと自動車の

大lf下が押しよせているからであり，

また乙のこと が交通事故のひん発と

な って続くばかりの死傷者をだ して

いるのである。者s市面t'lI ζ 対 して道

路のしめる' ，1戸l合( 道路率) が，わが

国ではきわめて低く，欧州大都市の

2096- 2596，アメ リカの3596- 4396

Iこくらべ，大阪市のそれはわずかに

996 にすぎなし、。しかも自動車はふ

える一方であるから ，交通をさばき

得る限界点はきているといえる。大

体現在の大係市の主要道路は，自動

車の乙のようなはんらんなどを予想

して設けられたものでない上に，狭

い道路の上を/ ロノロ と大き な図体

立売期新町仮興会会良 小 野 逗

の市屯が走っている，交通支障の

因でもあり ，将来路面電車は他の交

通機関に切り替えるれる: i 3 I 命にある

が，乙れをー朝一ータにパスに切り替

えるとか，あるいは地下鉄lζ 数き替

えるという乙とも望み初である。と

すると現在の道路をより広く，より

有効に使う乙とを考える以外lζ 現実

には方法はないのであって，徹底的

な交通告IJ限2 合理的な通行の外には

応急解決策は ないと思われる。すな

わち道路上の駐車の厳鈴，市匂も合

めた荷車の右折，左折の1 I i リ限，一方

交通の励行な どを強化して，スムー

スに車が流れるよ うに，交通事情に

応じた適切な措涯を採用する乙とで

ある。

また市内問屋街の交通難が目立

ち，身動きのできないほどの繁雑さ

を現出しているが， ζ れは自動車，

トラックなどの駐車で道路を決めて

いるのが最大の原因であるから ，道

路上の駐車は厳然し，荷物の君!i み降

しは自己の敷地で行なうよう駐車場

を設けるとか，あるいは今後敷設す

る地下鉄の階上には駐車協を設けて

解決すべきである。

いずれにしても現在の大布市交通

はマ ヒ寸前にあるから，一方でこの

ような応急策をとりつつ，大都市交

通の恨本的解決策を早急に樹立すべ

きであって，ζ れがためには道路の

拡張，新設はもとより，例えば大都

市な ど市内 l乙河川の多い初市では，

河川上を利用した臼動車の専用高架

道路の建設，立体交叉の実現，主要

幹線道路の路面電車にかわる地下高

速化など，つねにいわれている都市

交通改善策を早急に実現化する乙 と

である。

川 1111111111111111111111111111111111111 11111 1111 11 1111111111111 11111111111111 111 1111111 111111111111111 1111111 1111 111111111 11 11 1111111111 111 1111 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 1111 1 ア ン ケ ー ト

ア ン ケ ー ト に 答 え て

本大阪市市長室長 松

1. 増加する自動車に対する都心

部のあり方

大阪の都心部である船湯，島の内

--'有? の地は，その大部分が江戸時代

いらいのせまい道路であるが，乙乙

が今日の卸光栄. 問屋業の中心地と

なっている 。また大阪の表玄関であ

る大阪駅に隣接して国鉄侮同貨物駅

があり，都心部に広場を必要としな

かった 前 自 動 車 時 代の都市の構成

が，今日の激閉した自動車交通 lζ 対

処 し得ないものと な っている。

道路の拡幅，整備を裂する乙とは

いうまでもないが，差しあたり交通

規制の強化をはかる乙とと し，高: i i l i

道路の建設，踏切の立体交差化を121

ぐ乙とが必31J ーである。

また道路，駐車初を整備し，建物

を立体的に利用し，空地を確保する

ため，今後 「公共施設の整備に関連

する市街地の改造rc 関する法律」

。

元

〔いわゆる市街地改造法案) のよう

な立法措置によって都市の再開発を

行なわれねばな らない。

2.  経営とパーキングに関する問

題

さきに駐車場法が制定され， 大阪

市においても駐車場条例が施行され

るが，乙 れ らによる規制は大規模建

築物が? 現在時において，もたねば

ならぬ最低の基準を定めたものに過

ぎない。将来K おける交通規制の強

化を予想1して， 各経営者や起物所有

者はパーキング施設のために自らす

すんで十分な面積をさくように心掛

けねばならない。

ヒリレディングはもちろん，百貨

厄，ホテノレ，病院，劇場などは，自

己が所有する自動車を収容するため

ばかりでなく，来客の自動車が自由

に駐車し得るように広い而f1i の駐車

施設をもつべきである。

また問屋 ，迩 送庖 ， 倉 ｊ Ａ ｬ￯ ｾ 長 な どで

トラックの発着や荷扱いの多い経営

は道路外の自己の敷地内にトラック

を駐車させて，荷積み，荷降しでき

るよう な場所を確保するように努め

ねばならな L、。

3.  通勤と自動車との問題

道路交通の行きづまりによって，

すでに自動車のスピードは低下し，

やがて都心部では自動車は走る乙と

も，駐車する余地も見出しがたいよ

うになる。また道路整備の財源、とす

るため，自 動車税やカ手ソリ ン税は引

き上げられる傾向にあり，有料モー

タープー J レfr . おける駐車料金はしだ

いに高く なり， ζ のよう な負担の増

加が通勤自家用蕊の増加を抑制する

乙とになろう。

またア メリ カの諸都市のよう K ，

広大な面積の道路や駐車場を もっ乙

とは困難だろうかり通勤者交通のた

めには地下鉄の建設，私鉄の都心部

の呆入れなと‘ 大量輸送機: ) ' . ，1の整備を

急ぐ必要が大きい。
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K K大阪鹿林会館常窃取締役 沢 圧l 徳 蔵

「東京や大阪のような都市は，道 駐車場使用料な どは有力な財 源にな 建築が高層化され不燃化 され るもの

路を 2 階建 3 階建にする ・立体化 ると恩われる。 と予想される。

する ，より外に打つ手はないじゃな tP は立体交叉の問題である。た 最後に一言。都市の交通マヒなど

いカ ?J というのが「自動車問題に とえば，東西線と南北線との 2 階の という問題を考えねばならぬなんて

対する都市えの新しい提案」という 高さを異κ した らどうかとい う問題 ま乙 とに患の' 再頂である 。それより

アンケ ート への私の回答である。 である。もっとも ζ れには右折の湯 も乙ういう問題を考えなくてもいい

「新しい提案」といえば，なにか 会はむしろ平面交叉の方が便利でな 方法，人口の都市集中を防ぐ方の問

ひじように立派なアイデアのように し、かと疑われる点もあるが，とにか 題をなぜ考えないか。人口の都市集

問えるが，そしてまた世間には私の く考察の一対象としていい問題だと 中を防ぐ方法はいくらでもある。例

提案と同じ立体化論を考え， しかも 思う。 えば東京の人口減少策と しては 第 l

それには立派な理論づけのある立体 第 3 は道路を 2 ，3 1絡にする乙とか にいろいろ な経済統制や財政の中央

化 論 を 考 えている人も多い と思う ら生れるいい怒l床の副産物の話であ 集権をやめることが考えら れるよう

が，私の立体化論はそんな立派な理 る。 副産物の第 1 は，電話線，冠カ なものである。天皇ど一家に京都へ

論やアイデイアの上に立った立体化 総，ガス%i :・， 水道管笥: は地下をやめ 移っても らうとか，学校 ・官庁 ・議

論では毛頭ない。道路でも建物でも て道路の 2 階ウラ を利用する。地下 会の富士山麓移転とかいう話も名案

t1I iへ広け. る乙とができなければ上か は下水だけにする。高娘道路利用案 には違いないが，それには ブラジル

下か縦K 広げる，立体化する より仕 から生れる副産物である。高架道協 のブラジ リヤ建設ぐらいの党相と金

方がないじゃないか，と いうせっば をこういうふう に利用すれば，電話 がいる。そ ζ までは なかなか行き: l l 1fr

つまった，なかばヤケクソの所sIiの fJHやES力総のウノレサイ空中の存在が いだろうが，せめて金のかか らぬ制

提案I乙過 きないから，その杭りで読 な くな って，都市の美観を担わなく l交の変更ぐらいなぜやらないのだろ

んでもらいたい。 なる上I乙，道路の掘起しが激減して うか。私は建築業者でもなく，自動

しかしそのヤケクソ立体化論 l ζ と 交通 7 ヒの一因も除かれる。また地 車屋でも な くいわんや交通取締りの

もなう具体的な内容施設の話は乙 乙 下が下水だけという 乙とになれば， 当局者でもない第 3 者なので，当面

では省略する。原 則 さえきまった 地上交通難の根本対策である地下鉄 する交通マヒの問題よりもその交通

ら，後はいろいろな困難を扮除して 工事も相当楽になるだろう。高架道 7 ヒを引 き起す原因の方 l ζ 余計 目が

やって行 くだけの乙とだが，そのデ 路のいい意味の副産物である。 むくのであるが，わが国の都市交通

イテールをいちいち取り 上げていて 副産物の 2 は駐車場問題が解決さ マヒ の問題はどうも国民が好んで起

は限りある紙数の手前1底辺であるか れるζ とである。すなわち高架道路 している問題とより 考え られない。

らである。 の上にさらに 1 階を設けて，そ乙を 大休日本人は狼本問題を考えずに上

ただ都市道路の立体化に前提とな 車の駐車場ーにするのである。また横 っ面の 問 題をとり上げる傾向があ

る，あ るいは付随する，あるいは副 路の 2 階は乗用車のi並行もでき，駐 る。乙の間の松平発言だ ってそう。

産物的な 2 ，3 の問題点について気付 車切にも使える乙とにしたらどう 松平発言は版本問題，海外派兵問題

をのべて髭きたい。 か。乙の駐車場使用料は相当ノミカ IC はそれから派生する上 っilriの問題

j)fn は財源の問題である。 ならぬと思う。 だ。と乙ろが綴本問題のブJ は謝まっ

都市道路立体化の財源、は一時的κ 副産物の 3 は，道路の 2 ，3 階建は てしまい， 上 っ面問題が威張ってい

は公債，地方債によるほかあるま 都市建築の高居化を促進するとい う る。ノミ γ カじゃなかろ うかといいた

い。 しか しその元利の支払や道路の 副産物があると思われる点である。 いのであるが，交通7 ヒ問題も 同級

維持費は，乗用車， トラック，単 おそ らく 道路の 2 ，3 階は車道だけで である。この点を反省するのでなけ

車，ノミスその他いわゆる自動車から な し 歩 道にまでおよぼす乙 とが必 れば道路を両側の建物より高い とい

事税，ガソリン税，重油税の形でと 要だと恩われるが，そうなると両側 った変な 5 ，6 階建にせねば追いつか

れる。ま たと れもそうする よりほか の家の出入口 に玄関が 2 ，3 1浩に もあ ない 乙とに なるだろ う。

あるま いと思う。乙の場合後述する る方が便利になるから ，臼然都市の
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貸 ピ ル と 車 庫 あ る い は ノ マ ー キ ン グ に つ い て

ー と く に 交 通 緩 和 の 対 策 に 関 連 し て 一

近年都市における車綱の憎加は著

しいものがあり，とくに東京 ・大阪

等大都市の車綱氾i監は言語に絶し，

乙のため交通は麻焼! し輪禍は日を追

うてはげしく，乙のまま放置するな

らば，いかなる 事態を生ずるかま乙

とに計りカf たいものがある。とく

に，火災，急患，防犯等ひじようの

坊に直面したとき，その用 lζ 供する

車編といえども} 般車交通の渦中lζ

入っては，とうてい瞬H寺を争う緊急

の目的を達成する乙とができない。

しかも車縞は，近代産業の枢軸であ

り，また外貨獲得の花形としての車

車両工業，機械産業の発達と，圏内需

用の上昇と相まって，その数は増加

の一途をたどっている。しかるに都

市の道路lζ 関する拡充整備の現状

は，とうてい草輔の氾濫を緩和すす

すべもな く，将来にわたっても既成

都市部については大いなる期待は望

みがたい。いきおい道交法等関係法

規の部分的改訂や道義意識の乙う協

程度に止まり，抜本的対策は，大都

市の地価問題，立退な らびに補償の

困難性あるいは予算の関係等いろい

ろの陸路によって容易に樹立しがた

いものがある。かかる情勢に芭而し

て，ビル事業としても交通緩和に

役を買う社会的共同立任を果さなけ

ればな らない。

ピノレ事業は近年経済の成長にとも

ない急i山ζ 発展し，大都市において

はその信用激増し，今後も貸ビ J レの

増加はl陸自するものがあろう。しか

もビ ｊ レのあると乙ろ車輸の悶ｾをも

たらす乙とは必然、の現象である。乙

の関係においてピノレが車障をもち，

あるいはノ f ーキングを設{ JI1i .9- るとし

たら，ビル当然の必要{ζ 応ずるとと

もlζ ，一面交通の緩和に役立つ乙と

も期待できょう。もっとも法令では

新し く建設される ピルは，一定の車

庫設備を義務づけられてはいるが，

大阪ピル協会会長 出 口 清 三 郎

既設のビ J レで施設をもたないものが 出入りを容易ならしめ，陸橋の平坦

多いのは，当時その必要が今日ほど 部は. 1 階よりの出入り と共通の通

切実でなかったためである。現在そ 路とすれば支障はない。乙の構造は

の必要ー性を痛感しでも，既設ピルの 大阪宇治電ビ) レの車庫であるが，建

地下工事が不可能であり，あるいは 設費は坪当り約 5 万円で，昨年 6 月

近隣に土地がなく，もしあってもそ 着工10月竣工11 月より営業を開始し

の地価が経営を成り立たたせない等 ている 。ちなみに乙の車車両の保管契

の関係上，経営者を してあえ ぎなが 約は 1 コマにつき月 1 万 5 千円とし

らも車庫建設にふみきらせない所以 消火設備は法令の基準に合致せしめ

である。それゆえ，もしピ J レの近隣 その他. 照明，通風，巡転手控室，

lζ 用地のない場合は，ヒソレ数社共同 監視室，洗I i I 設1mi等も整備されてい

で離れた場所にでも車庫もしくはノ f る。乙の車庫はビノレテナントの車綱

ーキングを建設する乙とを勧めた を保管するために建設されたもので

い。近隣κ 用地のある場合はいうま あるが，同時に外来者の一時駐車に

でも ない。ただし ζ の場合，融資の 対する便宜をもはかつているので，

問題κ ついては，特別融資によるか ビル周辺の交通緩和に幾分の役割lを

低金利の長期還付助成金制度の立法 果しているといえよう。なお車庫経

化を考える乙とも緊急対策のひとつ 営の上からも，償却， 利潤等，採算

であろう。もし近隣に適当地があり 上不安はない。

自己の能力 κ よってｾ設できるなら 大都市における車! 縞激増の今日で

ば， ビル事業の社会性に立脚し，諸 は，ビ、 J レ本来の経営からも車庫の設

種の事情を克服して早期l実現にふみ 備は不可欠の要素である。ただ問題

きってほしいものである。 はその用地と資金の点である。 ｾＡｉｊ 聞

ピJ レ事業が，交通緩和に一役買う するに，乙の点に関しては関係当局

ため車庫あるいはノマーキングを建設 において，ある積の便宜策を諮ずる

するにしても，それが企業とし成り ょう目下検討中との乙とであるが，

立つものでなければならない乙とは 事実とすれば早急実現を望みたい。

いうまでもない。パーキ ングはしば 前述のどとく数社共同で建設するの

らくおき， もし用地が自己所有と仮 もひとつの方法であるが，私は各都

定すれば，テナ ン トの車舗を対象と 市のビ‘ ノレ協会において， 会員 ビ、ノレ相

しても充分採算の範囲κ 入るであろ 互の共同出資により ，車庫も しくは

う。大都市においては仮 IC用地が自 パーキ ングを建設するとしたなら，

己所有としても，地積の有効使用上 一居大規模のものを設備でき ，ピ J レ

ζ れを立体的構想において企画すべ 経営上サーヒ' スの向上とともに，現

きである。いま参考として一例をあ 在の交通麻仰を幾分でも緩和する乙

げるならば，鉄筋鉄 Ｇ ｾＮコンクリート とができるものと考える。いわんや

2階建400坪( 延) として，大型乗用 乙れと平行して. 1 : f . 土もしくは数社

車50台を収容する乙とができる。乙 合同の設備が実現すれば，その効果

の切合‘ 各車の常置場所は床上にラ は見る べきものがあろう。乙 れを促

インを引いてその区画を定め 1 コ 巡するためには，各地ピル協会ある

7 のi1ii f>' i を約 4. 5 坪とする。乙うし いは全国的述合体である日本 ビJ レ協

て各慨にそれぞれ 25 台程度を収容 会告において，目的達成のため可及

し. 2 階へは車庫の両側に地形に応 的速かに活動を開始すべきものと思

じた勾配をもっ陸橋をつけて率輔の 料する。
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都 市 再 開 発 に お け る 駐 車 場 問 題

大阪駐 '11協 会 会 長 中 島 又 十 郎

都市交通のマヒは最近 とくにひど

いもので] ' 与は名t :'J ーブを画いて激

増しておるのに対し，道路対策は牛

歩のスローモーで な か な か進展せ

ず，ただでさえ狭い道路K 車が重な

りあうと いった状況が大阪の道路交

通事'ti'j であり ，大方諸' l 1 の日々 目撃

せられてお ると乙ろであ ります。

したが って，乙れが緩和の方策と

いたしましては，交通規制] l cよる駐

車禁止を押し広げ る乙とは，少しで

も道路交通の失地回復になります

が，乙れは一時的な もので， 近時日

木経済の成長率より見るとき，さ ら

に都市における向動車数の増加は必

至で，交通地獄は一向緩和する乙と

なく向 う何年間かは現状あるいはそ

れ以上の交通期を来たす乙 とは必至

でありましょう。もちろん建設省そ

の他関係官庁におかれましては 「阪

神高速 自動車道路J ，--1- 大放射三環

状線」また「駐車場条例j 等の諸政

策を打ちだし， おそまき なが らも乙

れが対策の見通しはちょっ と明るく

なったと 申せましょう。

すなわち，大阪市駐車場条令托お

きましては駐車場整備地区内に建設

する大規模の建築物に対しましては

駐車施設の付置を立法化し， 交通緩

和lの施策を とったことは l時の要請と

世論の要望にしたが った ものと存じ

ますが，むしろ返さに失した感がど

ざいます。すなわち z 都市発展のw

素のひ とつであるビルブームは最近

の大阪市においても目覚 しきものが

あり，そのビルの建設にとも ない付

随的に駐車設備を設位せねばならな

い乙とは，たんに法fljl J的K 規制lせら

れ る以 前 にすでに絶対必ｾ施設とし

て ， ピ ｊ レ建築の背 ｾｅｮ Ｇｊ［ ｋ はＱ［Ｉ Ｇｦ き込ま

れていなければならない問組であり

ました。かかる現状のもと， ヒソレ経

営者および! 駐車場管理経営者の悶に

この趨勢を反映して民間業者の団体

46 

結成を望む声が大となり， 1凶和34年

7  )j 乙乙 l乙大阪! 駐車協会が誕生いた

しました。

本協会発足当時は30社に過ぎなか

った会員数も現在では60社を数え，

各地協会κ 比し飛際的な躍進をとげ

つつありまして，その活動状況にお

きましては駐車場経蛍が準公共企業

であるにかんがみ，業界の健全な発

展をはかるため，とくに関係官庁筋

の助成措置を諮ぜられるよう再度に

わたり当局に対し陳情いたしてまい

りましTこ。

また傘下会員 lζ 対しましては随時

当面の時事問題に関する座談会を開

催し，また会報により業界のニュー

スを広報するとともに施設の改善，

能率化等に関する研究資料を集録し

会員を啓蒙，指導いた しており ま

す。一方，共同の目的を達成するた

め会員の総意を関係官庁の諸施策 lζ

反映せしめるべ くあらゆる努力を傾

注いた しており ます。

昭和32年 5 月16口わが国 lζ 始めて

「駐車場法」がfljl J定せら れ，ついで

12月13 日「同法施行令」が公布，翌

年 2 月 1 日付をもって実施の運びと

なり ましたが，かつて戦前特殊階級

のものに限ぎ られていた自動車が，

以後乙とに最近の経済成長期IC入る

とともに一般大衆のものと なり ，乙

んにちでは経済活動上不可欠のもの

としてその激増ぶりは乙とのほか目

覚ましく ，ついにその結果は路上い

たると乙ろに不規則な路上駐車が行

なわれ， ζ れが交通を妨害し，さな

きだ1C1) ( : { ，、道路をよ り狭 くしたため

交通の混雑をきたし，事故を招来い

たしてまいりました。

さいわい国会において乙の問題が

とり 上げられ駐車場法の実施をみま

したことは，いかに駐車場企業が公

共性をおび，公安と秩序維持に深い

関連があるかという乙とがわかりま

す。したが って ζ の使命の重大さを

いまさら なが ら痛感する しだいでご

ざいます。

さて，その駐車湯の設置につきま

しては，ただたんに休閑地利用のた

めにする一時的な設営では，現下の

交通事wは根本的 lζ 解決できるもの

ではな く，都市計画の総に沿っ て有

効な地区K 計画的に本l限を入れて駐

車湯企業に打ち込んでいただかなけ

ればならないものと存じます。

反面民間駐車場が数多くできるた

めには乙の企業が採算のとれる もの

でな くてはなり ません。

いいかえれば都市交通の麻庫状態

に対する対策の焦点は，自動車時代

の都市問題として長期的な都市計画

の立案実胞が熊居の問題で，このfJH

に沿って有効適切な地区に合理的な

駐車場が設置せられるべきで，官民

協力の上種々の陸路を克服し，もっ

て住みよい都市を造り 上げねばなり

ません。 そのためには金融の問題，

課税の問題，建築基準法，消防法

等，諸般の問題にわたって助成策が

議ぜられるべき性格のもので，と く

に直接関係のあ る駐車法第 16条にお

ける「駐車管理者の損害賠償責任」

問題は，わが国の特異な自動車運転

写i↑15よりして笑' I i'H乙そわないものが

あると思考せられます。もち ろん法

の趣旨を柾げ るものではな く，ただ

特殊事伯 lζ 対しては例外を認めるべ

きだ と考えます。

以上当大阪駐車協会といたしまして

は前述のような諸般の臨i協を是il 二

し，もって民間駐車場業者の経営意

欲を借り 上げ， 適正な地区に需給の

パランスを保つだけの駐車施設を採

算のとれる方法において経営できる

よう，あらゆる助成処置i が採られ，

もって現下の駐車IJI ↑)'1の解決 lζ 資す

るよ う全力をあげて努β ぃt.: してお

ります。
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IJi fが，-，t，ごたない

4.  ｪＺｪｴ ￮ｾＧ ミ的 且 つ経済的である

5. 胞工が本易で仕上が〕ミしい

6. ｦｩｬｬ び ｾＺｬ ［ Ｇ ￬ みがない

ｾ白ＮＮ，手ヨー， τＱ ， Ｑ
世 界 長 ゴ ム 株 式 会 社
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廉イ西で‘耐 久性のある ゴJ キンズ弁j

1  8 リ ッ タ 一 陣

1  c m x  1  c m x  1  m 

ゴ ー キ ン グ ガ ン

材料費

8， 5  0  0 円

4  8 円

3， 0  0  0 円

( 現場渡〉

( 現場 渡)

忍 之 之Nぷ立二…ムk 美凱しくし，磨耗せず， 滑 らげず，1))カか》叩k性κ団中富都ん川Tだご

床，廊下，階段， ロビ ー，パノレ コニー，ガ ソリシス タ Y ド等美しい色彩と商社磨耗性を必要とす

る場所や，防水力があるので戸外にも使用出来る。

価 格 42kg袋入 ( 6坪分)

之 ふ 忠 之 と 工

コンクリート床 の金属性硬化材で，

果をあげる。

価 格 49kg袋入 ( 7坪分)

現場渡! 緑

L その他

7，080円 (坪当り￥1 ， 180)  

5，880円 ( 1 / ￥ 980)  

場 ， 倉 庫 用 コ ン ク リ ー ト 床 仕 上 材

プエ ロコ ンの施工によって床は恰も鋼板を張ったような効

現場渡j 色 物

l ナチュラル

6，200円

5，400円

Z J L t二二上 近 代 人 の 部 屋 川 疲 れ を い や い い ら い ら を 抑 制

合成ゴムとコ ノレクから製造された コノレク ν ートで落着いた上品な感覚で，老化せず水洗出来る

価 格 坪当り 東京渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x O. 7rnrn 

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ

麻 酔 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 室

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

タ イ ル

用 電 導 ビ ニ ー ノ レ タ イ ノレ

・ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る ・ 掃 隊 、 補 修 が 容 易 で あ る

K.K. ABC商会

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 - 7  7  

T E L  (581)  1  4  1  1  ( 代表) - 7  

大 阪 出 張 所

大阪市西区京町堀通 1- 18 ( 京町会館ヒソレ)

T E L  (44)  3 9  1  5 ・0 5 0 0 ・9 3 0 3



|3|法規上の諸問題

駐 車場法・ 関係 法令質疑応 答
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駐 車 場 法 ・ 関 係 法

A  

寸3 質 疑 応
金ｾ
F 司

............................................................... .............. .. ....... ........................... .... ...................... .‘  

駐車場法が昭和32年 5 月16 日より，つづいて駐車場

法施行令が昭和32年 12月13 日より公布せら れ， 一般公

共の用』ζ 供する駐車施設の設計κ は，すべて 乙の法令

の規定をうける ζ とになった。その後 大 都 市 におい

て，それぞれ条例が設けられた。また，消防法，道交

法その他関係法規との関係 も知ら な くては，都市にお

ける自動車のための施設の整備や設計ーなどできな くな

った。編集委員会では，乙の「自動車と建築特集」を

組むに当り， 乙れ らの法規上の問題点も とりあげると

とに したが，と くに 日どろ乙の施設の設計で悩まされ

ている設計者 の方からでた意見をも とに質問事項とし

てと りま とめ，それを関係当局の方から答えていただ

質問: 駐車場法にいう 「一般公共の周に供されるもの」

(法 2条) というのは，どういう範囲をさしますか。

それに関連して，たとえば，純自家用自動車車庫で，

駐車場法の面積その他の基準に適合する場合. その自動

車車庫は駐車場と見なしてよいでしようか。

答: 駐車場法にお ける 「一般公共の用に供されるもの」

とは. 不特定多数者の自動車を駐車対象とする。

路上，路外駐車場ーとも，ー般公共の用 lζ 供されるもの

であり( 駐車場法 2 条) ， したがって，特定者所有の

自動車のみを対象とする車庫 ( 純自家用車車庫等) は

駐車場法K いう駐車場ではない。

質問 B① . ，車路 ( スロープを含む) は大阪市駐車場条例

第 4条にいう18m
2
以上の面積に算入されますか。

答 : 大阪市駐車場条例にいう「自動車の駐車の用 [ζ
供す

る部分 (駐車部分) J には，自動車が駐車する場所か

ｾ＠

:fi!t 

E告の出入()))!U邑ili' ki 盈jj: lt

48 

ら図 l乙示す111の

出入り のみに必

要な通路まで移

動するのに必要

な通路を含んで

いる。

すなわち ，駐車

く質疑応答式に編集 してみたものである。乙 れによっ

て，何 らの形で問題点をうきぼりにできれば幸いと考

えたものである。

質問事項作成にど協力いただいた方 々は， 竹中工務

庖，日建，清水建設の設計者で，応答 lζ ど協力いただ

いた方々は，大阪府，大阪市，迩輸省，消防局の関係

者である。厚くお礼申しあげます。

なお，答のうち B(弘 B①， B③は巡輸省， E @ は大

阪市消防局，その他はすべて，大阪府，大阪市でまと

めていただいたものである。

質問事項のなかで，訟とあるのは駐車場法， 令とあるのは同施行令を

さす。

部分のなかで車が移動する通路は 18 m
2

のなかに含ま

れている。

しかし駐車部分と道路を述絡する車の出入りのみに必

要な通路，たとえば，地下または
2 階以上lζ 駐! I l 施設

を設ける場合のスロ ープ， リフ ト等は 18 m
2  

I C合まれ

なし、。

質問 B② : 令第 8条の規定はあまり安全にみられている

のではないでし ょうか。たとえば，車路の高さがはり下

2.3mとあるのは， 床の仕上げを充分平坦かつ堅固にす

れば，駐車の周に供する部分の高さはり下 2.1mと同じ

でよいのではないでし ょうか。

答 : 現在の乗用車の金高の長大寸法は， 1.945 m である

ので，駐車の用に供する部分の高さは 1 割の余裕を

みて 2 . 1 m となっておるが，車路は傾斜面を通行する

さいの衝撃による 上下動があるので 2 .3 m となって

いる。お説のよ うに少し安全度をとりすぎている と考

えら れ，また最近の乗用車の傾向として，全高が低 く

なりつつあるので，将来低くする乙とを考慮してもよ

いのではないでしょうか。

( 辿輸省自動111局業指部自動111;11課)

質問 B① : スロープの勾配は，17/100 と 1/6と規定され

ているが，乗用車の登板能力は 1/4 ，ブレーキの法規上

の限度は1/5であるから，令における勾配は1/5以下とし

てよいのではないでし ょうか。

答 : スロープの勾配を考える際』ζ は，乗用車の登板能力

や， プレー キの法規上の限度という ζ とも重要である

が，乗客 lζ 不安感を与え ないという点も充分考慮する



必要があり. そのfまからなるべ くゆるいスロープとし

た方がよく，現在の規定でよいと考える。

( 運輸省自動車応梁郡部自動車道; 漂)

質問 B@ : 以上の問題に関連するが，自 動 車 の 型 (大

型，普通，軽自動車，特殊) によ って，その規準に段階

を般けてよいのではないでし ょうか。たとえば，普通 (

中型) 専用の駐車場の場合の基準寸法が考えられはしな

いでしょうか。

答: 路外駐車場は一般公共の用に供することを目的とし

ているので，大型，小型の区別なく利用できるような

施設が望ましい。したがって，基準に段階を設ける乙

とはあまり 望ましくないのではないかと考える。

( 運輸省自動車応策泌部自動車道J!I!}

械 設

質問① : リフトとかターンテープル等の機械霞備の利用

により，規定の面積 (大阪市駐車場条例第 4条〉を鎗少

できるのではないでし ょうか。また寓さ，巾，回転半径

有事も別の基準でよいのではないでし ょうか。

① : 上に関連して，たとえば，立体駐車場装置の扱いは

どうなるのですか。

答: ①リ フトは B ①で述べた車の出入りのみに必翌な jffi

路であるから，規定の函狛 K は含まれない。また乙の

iffi 路の途中に設けたターンテープ J レももちろん規定の

面積には合まれなし、。

したがって，乙の場合は質問の範囲外である。

駐車部分の内部lこ亨ーンテープル等を設け駐車可能台

数をふやす ζ とは結構であるが，駐車部分の面積は乙

れ等の設仙の面積を含め，規定の面積が必要である。

なお，駐車場条例により大規模ピノレに付置する駐車施

設についての技術的基準は別に定めることとなってい

る。

②立体駐車場装置の場合は，自動車の乗 るケージの面

積の合計が所要の面積だけあれば，条例 lζ 規定する駐

車施設として扱えると恩われる。

質問: 下1' 2 のような角地の敷地に建築延面積 3，OOOm2
以

上の建築物をつくる場合，どこに出入口を設ければよい

でし ょうか。法第 7条第 1，2項，ならびに建築基準法大

阪府条令47条第 1号- 3 号によれば，出入口は訟けられ

ないことになると思いますが，どうすればよいでし ょう

か。その建築物の位置から 200m以内に自己の敷地をも

つ犠合と，全然もたな

い場合とに分けてその f  ｾ＠

解決法をどうすればよ f  重

いでし ょうか。 1凶

答: 図のような場合は判陣|

この建物 lこ駐車施設

は設けられない。乙

ういう場合を考え哲

て，大阪市駐車場条

例第 5 条で「とくに

やむを得はい場合は 4  

当該建築物の敷地か l  

らおおむね 200m以 ・

隣 I圭 I 巴

内の場所lζ 駐車施設を設置するときは，当該建築物ま

たはその敷地内に駐車施設を付置しないととができ

るJ と規定した。

図の敷地l乙延床面積 3.000m2以上のピ j レを建てる場合

は， 2初0∞Om耐2 以内』κE 自己の敷地がある場合はもちろん，

ない場合でも用地を取得する なり何等

の駐車施設を設置していただかねばならなしい、、。

また乙の建物内に駐車施設を設け，隣接地に車路の敷

地のみを取得して出入口を法令に抵触しない道路につ

ける乙とも考えられる。

もしいかなる方法を とっても駐車施設を設け られない

ときには，乙の敷地には延床面積 3.000m
2

以上の建物

を建てる乙とを断念していただかねばならない。

質問 E① : 出入口の訟置できない場所として，令 7条の

規定 (道交法44条 1号- 5 号) と，大阪府基準法施行条

令47条と聞に下記のような違いがありますが，どう解釈

すればよいでしょうか。

令7条( 道交法

ＴＴ 条 Ｑ 号 ｾ Ｕ 号Ｉ

交叉点角地より 5冊以内

縦断勾配 10%以上

大阪府議電車法

施行条例47条

7m以内

1/6以上

筈: 縦断勾配および交叉点角地よりの距離の相迷につい

ては，現在大阪府建築指導課において検討中である。

質問 E① : 管穆警堅実署の申し入れで出入口付近に待選ス

ペースを設けよ ( 角地交文点に近い場所) とか，この位

置でなければならぬとか，法または令で規定される以外

のものを要求されることがありますが，このときどうす

ればよいで ょうか。

E① : 歩道切込に関しでも，その位置の指定に駐車場法

建築基準法以外の別の基準によって要求されることがあ

りますが，その場合の処置はどうすればよいでし ょうか
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答: ①①と も個々のケ ースについて警察や道路管理者と

充分協議していただきたい。

質問 E (!) :  1析しい消防法( 昭和36年 4月 1日施行) で，

スプリンクラーの個数が規定されていますが. 1m 2 につ

き10立/min かっ貯水量は，すべてのヘ ッドから10分間放

水できる量以上とありますのは，多すぎるのではないで

しょうか。貯水量とからみ多額の費用が要することにも

なると思いますが，この点どうお考えでしょうか。

筈: 駐車場に対する消火設備について，誤解があっては

なりま せんので，法的要点を初めに述べさせていただ

きます。

消防法施行令では自動車々庫，駐車場の消火設備には

水噴緩消火設備，泡消火設備，不燃性カo ス消火設備ま

たは粉末消火設備を認め，その他の設備は認めており

ません。

したがって，質問のスプリンクラー設備については論

外となりますが， 1 平方メ ート J レにつき 10 リットノレの

水量との乙とから，消防法でいう水噴務消火設備の乙

とと思いますので，乙れについて窓見を述べさせてい

ただきます。( 水噴緩は法的には前述のようにスプリ

ンクラ ーと別の取扱いでありますが，工法上はスプリ

ンク ラーの 1種であります)

水噴霧消火設備のヘッ ドはス プリンクラー ・ヘッドと

異なり 噴怨 となる乙とを条件 とし，その有効能力はヘ

ッドの製作会社により一定しておりません。

実験の結果では駐車場内の車車両常置場所K 自動車 1 台

[ζ っきヘッド 6 コを設け，放水圧力 5kg/ c m
2

，放水量

1 平方メ ー トJ レにつき 151/ mi n以上の能力がないと有効

とはいえません。

したがって，規則で定める水量は実験結果水量以下と

なり，決して多量であるとは恩われず，むしろ最少水

量であります。

なお，上の水源は防火対象物のすべてのへッド数の 10

分間となっていますが，実際のヘッド数は防護対象物

( 当該消火設備によって消火すべき対象物) でありま

すから，防火対象物で計算した数より減少するし，乙

の程対象物を7 ] < で消火する乙 とは他の適応消火設備に

比べ，化学性能がおとるのは当然であります。したが

ってその補足， 万全を期する上lζ 水野、の増加はやむを

得ません。 ( 大阪市消防局 恩回一則)

(以上)

11111111111111111111111111111111111111111111' 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111 111 111111 111111111111111111111111111111111111 111111111 11 1111111111111111111111111 1111111111 1111111 1111111111 

( 次頁より〕

別 表

事務所，庖舗，劇場，映画館，演芸場，観覧場，公会

堂，集会場，展示場，百貨庖，キャバレー，遊技場，ホ

テノレ，旅館，料理庖，飲食庖，倉庫業を営む倉庫または

放送もし くは新聞事業の用途lζ 供する建築物，その他乙

れらに類するもので，その用途Iζ 供する部分の床面積の

合計が 3，000 平方メートル以上のもの。

注 駐車場整備地区とは，駐車場、法第三条の規定ICよ

って建築基準法にいう商業地域内で自動車交通が

著しくふくそうする地区について，道路の効用を

保持し，円滑な道路交通を確保するため， 市長の

申出 l乙基づいて都市計画の施設と して建設大臣が

指定する地区である。

く険ペイシD
a;: -.....9ス

5 0 0 0 級 ス ー パ ー

ビニー J レ墜塗料

t;:‘，、少'‘
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新 潟 ・ 仙 台 ・ 札 幌



大 阪 市 駐 車 場 条 例 • • • • 

( 目 的)

第 1条 乙の条例 lま， 駐車場法( 昭和32年法律賀! 106号)

第20条の規定lζ 基づいて，駐車場整備区の周辺の区域

(以下周辺の区域と Lづ。) 及び大規模の建築物にお

ける自動車の駐車のための施設( 以下駐車施設とい

う。) の附置K ついて必要な事項を定める ζ とを目的

とする。

( 周辺の区域)

第 2 条 周 辺 の 区 域 は ， 駐 車 場 整 備 地 区 lζ 接続する

1，500 メートル以内の区域で，かつ，建築基準法( 昭

和25年法律第201号) 第48条第1項の規定による商業地

域内において別に市長が定める。

(駐車施設の附置)

第 3 条 駐車場整備地区内及び周辺の区域内において，

建築物の新築をし，または増築をしよう とする者は，

その新築に係る建築物または増築に係る部分が別表に

掲げる建築物に該当するときは，当該建築物またはそ

の敷地内に駐車施設を附置しなければならない。ただ

い建築基準法第85条の規定に答づく仮設建築物及び

駐車場整備地区として指定された日，または周辺の区

域として定められた日から起算して， 6 月以内にそれ

ぞれの区域内において工事に若手した建築物について

は乙の限りでない。

(駐車施設の基準)

第 4 条駐車総設は次の各号IC定める とζ ろによらなけ

ればな らない。

1. 駐車施設のうち自動車の駐車の用に供する部分

( 以下駐車部分という。) の規模は，新築K 係、る建

築物または増築に係る部分について， }l IJ 表に掲げる

建築物の用途K 供する部分の内， 3，000 平方メー ト

J レ以上の部分の床面積に対しては 300 平方メー トル

までごとに， 15，000平方メートル以上の部分の床面

積に対しては 500 平方メートルまでどとにそれぞれ

18平方メー トル以上とする乙と。

2.  駐車部分は，巾員 5. 5 メート l レ( 一方通行のもの

にあっては 3.5 メートル) 以上の車路または乙れと

同等以上の有効な設備により道路 IC 通じている ζ

と。

3.  前 2 号以外で市長が別に定める技術的基準に適合

している乙と。

( 附置の特例)

第 5 条 第 3 条 の 規 定 の適用を受ける建築物の新築を

し，または増築しようとする者は，当該建築物の構造

または敷地の位置のため特にやむを得ない場合におい

て，当該建築物の数地からおおむね 200 メートル以内

の場所 IC駐車施設を設置するときは，第 3 条の規定に

かかわらず，当該建築物またはその敷地内 IC駐車施設

を附置しない乙とができる。

(変更等の承認)

第 6 条前条の規定により駐車施設を設置しようとする

者は，駐車施設の位置，規模及び構造について，あら

かじめ市長の承認を受けなければならない。第 3 条ま

たは前条の規定により附置し，または設置した駐車施

設を変更しようとする者についても，また同綴とす

る。

(措置命令)

第 7 条 市 長 は ， 第 3 条( 第 5 条の規定により駐車施設

を設置する場合を含む。〕の規定に違反した者及び第

4 条または第 5 条の規定κ 迎合しない駐車施設を附置

し，または設置した者K 対して，相当の期限を定め

て，駐車施設の附置または設置，原状回復， 使用禁

止，使用制限，その他当該違反を是正する ために必要

な措置を命ずる乙とができる。

(立入検査)

第 8 条 市長は，駐車施設の適正な基準を確保するため

必要な限度に おいて， 市職員をして駐車施設に立ち入

り，駐車施設の基準に関して検査させ，または関係、人

に質問させる乙とができる。

2. 前項の規定』とより立入検査をする職員は，その身

分を示す証票を携帯し，関係、人に提示しなければな

らない。

(罰 則)

第 ? 条 第 7 条の規定K 基づく市長の命令に違反した者

は， 10万円以下の罰金に処する。

2  前条第 1: 項の規定による立入検査を拒み，妨げ

または忌避した者は， 1 万円以下の罰金 lζ 処する。

第10条法人の代表者または法人若しくは人の代理人，

使用人，その他の従業者が，その法人または人の業務

K 関し，前条の途反行為をしたときは，その為者行を

罰するほか，その法人または人に対して前条の刑を科

する。ただし，法人または人の代理人，使用人，その

他の従業者の当該迩反行為を防止するため，当該業務

lζ 対し，相当の注意及び監督が尽くされた乙との証明

があったときは，その法人または人については ζ の限

りでない。

(施工の細目 )

第 11条 乙の条例の施行について必要な事項は，市長が

定める。

附 則

乙の条例の施行期日は，市長が定める。 ( 前頁へ)
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大 規 模 建 築 物 の 神 戸 市 駐 車 場 条 例 に つ い て

景

1. まえがき

都市における自動車の増加は，ま ζ とに驚 くべきもの

があり， 戦前全国20万台といわれていたものが，いまは

300 万台とか ? 。その大半は，都市に集中しておるので

あります。当神戸市でも，その例外ではなく，最近の増

加率は，つぎの通りであります。

何物11 パ ス |乗用取 | 竺 主 | 合 計 | 備 考

昭 和 俳 Ｑ Ｖ ｾ ＰＲ Ｑ＠ I  出 I 1. 231 I  470 I  8.137 1  

五両手一|川 20 I  ωs 戸高「加118. 悶 | 一一

五両 ｾｉ 五戸亙 ｬ 五 Ｑ 1. 656 1  32・加 品 5見

ζ の表から推定すれば，今後 4 年あ まりで倍増という

乙とになり ます。他方，自動車工業界の畏気は上昇の一

途をたどり， 30万円程度の国民車時代と国民所得倍増計

画は，さ らにそれに拍車を加える 乙とであ りましょう 。

現在でさえ. 道にあふれでいる車は，道路の上で動けな

くなるのではないでしょうか。すでに東京，大阪の現状

はミ処置なしミとい った感がいたします。

乙のような憂慮から， 附和32{jo 5 月，法律第 106 号で

駐車湯法が公布，翌33年 4 月 1 ロカ ら施行されたのであ

ります。 乙れは，各都市における自動車交通量の激増lζ

対処するため， 駐車場整備地区を指定して，路外駐車場

の整備をはかるとともに，路外駐車場で満たされない駐

車需要に応ずる路上駐車場を設置し，もって道路交通の

円滑化をはかり，都市の機能の維持と増進lζ 寄与するの

を目的としたものであります。乙の法律lζ 基いて，東京

都では昭和33年から，名古屋市では昭和34年ーから駐車場

条例を公布，施行されていましたが，神戸市でも今年 4

月 1 日からその施行をみたのであり ます。

2. 条例の趣旨

乙の条例は. 駐車場法に基 く路上駐車場の管理，駐車

料金の額およびその徴収方法な らびに，駐車場整備地区

に接続する周辺区域の指定および，大規模の建築物に付

置する駐車施設の規模等が，規定されているのでありま

す。いま乙乙では，そのうち建築に関係のあるもののみ

を採り上げる ζ とにいたします。

道路上の駐車を禁止された自動車は，路外駐車場lζ 駐

車するのが原則であ りますが， ｾ持外馬主車場 ー はまだ完備さ

れていませんので，当分の間，公安委員会の同窓を得て

路上駐車場を指定し，特別に駐車を認めているのであり

ます。それに呼応して，大規模の池築物についても ，建

築行為の際，その建築 f[. 相応する駐軍施設を設置せしめ

もって道路交通の円沼・化をはかろうとするものでありま

す。
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山正 明

3， 大規模建築物の駐車施設の規定

条例に規定された| ヌ域内に大規模の建築物が建築され

る場合，ある一定の規模をもっ駐車の施設を付置しなけ

ればなりま せん。( 条例! : j ' l 2 条参照)

μ )  大規模の建築物

延面積が， 3. 000 平方メート J レを乙える建築物。

伊) 適用される用途

劇場，映函館，演芸場，観覧場， 公会堂，集会場，展

示場， 百貨庖，キャ バレー，舞踏場，遊技場，ホテ J レ，

旅館，事務所，居合u，放送事業，新聞事業等の用途に供

するもの。

判 建築行為

延べI商都が 3. 000 平方メート J レを ζ える新築またはi斡

築。

伺 適用される区域

条例 1[. 示さ れた整備地区およびその周辺区域内に建築

する場合適用されます。乙の整備地区お よび周辺区域は

今後拡張されてい きます。( 整備地区. 周辺灰域一一別

図参照)

(ホ) 敵けなければならない駐車の施段

3.000m2
をとえ， ＱＵ ， ＰＰＰｭ Ｒ までは床面右 ｾ ＴＰＰｭ Ｒ までど

とに， 18m2 'O 駐車施設を設けなければなりません。 15.

000m2を乙える部分については，400m
2
を500m

2
と読みか

えて計算いたします。

すなわち，例示 しますと次のようになります。

建築する延面積 m
2

露践けなの面けれ積ば
m

な

2

らない駐車

3，∞1 - 3.400 18 

3. 401- 3. ωo 36 

11. ∞1- 11，400 378 

14.ω1- 15. ∞o  540 

15.∞1- 15. 印。 558 

16. 501-17. 。ω 612 

( t t )  ｾ 面積の 算 定において ， 同 一機で二種 以上 の用途がある助合

は，制限用訟の合計床面積をいい. 地下に設けられ るもので，転用の

恐れのない機繊叢および自動車車庫等の床面積は除外するものと考え

ている。

付 駐車施鮫の有効性

条例で要求してい る駐車施設はいうまでも な く，自動

車を駐車せ しめ るものであるので，車庫がもっとも望ま

しいが，条例では空地であ っても差 し支えありません。

ただし，その空地の場合で も，たんに面積のみでなく ，

その形についても有効に駐車できるよう考慮がなさ れな

ければなりません。ゆえに出入のための通路や，駐車で

きない細長い幅の部分な どは， 駐車施設の面1誌に算入さ

れません。



4  駐車施段設置の特例

駐車施設の付置は，原則としてその敷地内に限られて

いますが，敷地の位置等の関係で，とくにやむを得ない

と市長が認めた場合は，条例第 16条により，その敷地か

ら200 メートル以内の場所に付置する乙とができる特例

の制度があります。乙の場合は，特例申請の許可写しを

添付して確認申請をすることになってい ます。

この特例適用の場合の駐車胞設は， 1.乱用1を設けなけれ

ばなりません。

5. 罰 則

この条例1[ ，基づく駐車胞設の付置に述反した場合，ま

たはそのi ! t ¥反に対しての諸命令に違反した場合は，それ

ぞれJ i j 則が設けられています。

@駐車場法抜華 ( 駒郡詔1町

):j} 3 条 建 設 大 臣 は，Z; 13築基準法( 昭和25年法律第20

Ｑ 号Ｉ第 ＴＸ ｾ 会第 Ｑ : 項の商業地域内において自動車交通が

著しくふくそうする地区について，道路の効用を保持し

円滑な道路交通を確保するため必要があると認めるとき

は，都道府県知事( 地方自治法第 252 条の 19第 1 項の指

定都市にあっては，その長) の申し出に基づき，都市計

画法( 大正 8 年法律第36号) の定め る手続きによって，

都市計画の施設として駐車場整備地区を指定する乙とが

できる。

2.  都道府県知事は， 古iJ 項の規定による申し出をしよ

うとする場合においては， あらかじめ， 都道府県公安委

員会の意見を聞かなければな らない。

3.  建設大臣は第 2 項の規定による指定をしようとす

る場合においては，あ らかじめ，国家公安委員会の窓見

をきかなければならない。

第20条地方公共団体は，駐車場整備地区内および，

その周辺の条例で定める区域内において，延べ面積が3.

000 平方メート J レ以上の建築物の新築をし， または延べ

面積が 3. 000 平方メ ー トル以上の増築をしようとする者

に対し，条例でその建築物または建築物の敷地内に自動

車の駐車のための施設を設けなければならない旨を定め

るζ とができる 。

2.  建築基準法第 3 条第 3 項の規定は，前項の規定! こ

基づく条例の施行または適用の際，現に新築ま たは増築

の工事中の建築物が当該条例の規定(ζ 適合しない場合に

ついて準用する。

@ 神戸市駐車場条例抜華 (椴線路! 協)

第14条 法第 10条第 1 項の規定に基づ く周辺の区域は

法第 3 条第 1: 項の規定により指定された駐車場整備地区

に接続する し000 メー トノレ以内の区域で，かつ，建築基

準法第48条第 1 : 演の規定( [ . よる商業地域内において規則

で定め る区域とする 。

第15条 法 第:3 条第 1演の規定lζ 基づく 駐車場整備地

区内および，前条の規定|ζ 基づく周辺の区域内において

延べ面積が 3. 000 平方メートル以上の建築物の新築をし

または延べ面積が 3. 000 平方メ ー トル以上の増築をしよ

うとする者は，当該建築物または当該建築物の敷地内 l乙

自動車の駐車のための施設( 以下 「駐車施設」という)

を付置 しなければならない。

2  前項の駐車施設の規模その他必要な事項は， 別に

条例で定める。

第16条 前 条 第 1 項の規定の適用をうける建築物を新

築し，または増築しようとする者は，当該建築物の構造

または敷地の位置により市長がとくにやむを得ないと認

めた場合において，当該建築物の敷地より， お お む ね

200 メートル以内の場所に前条の規定による規殺を有す

る駐車施設を設けるときは，前条第 1 項の規定にかかわ

らず， 当該建築物または当該建築物の敷地内に駐車施設

を付置しない乙とができる。

第17条前条の規定により駐車施設を設置しようとす

る者は，規則で定める ととろにしたがい， 駐車施設の位

置，規模等をあ らかじめ市長に届出なければならない。

届出事項を変更しようとする場合もまた問機とする。

穿 ｾ ＱＸ 条市長は ｬ 駐車施設の付置義務者が節 目 条の Ｚ 規定

に述 反し ，または 駐車施設の設置者が ｾｾ ＱＶ 条の規定に巡

反したと きは， 当該違反者ーに対して，それぞれ ｊｾｬ 聞を定

めて駐車施設の付置または設置，原状回復，使用制限，

使用祭止，その他当該i ! t ¥反を是正するために必妥な措置

を命ずる乙とができる。

2 .  市長はがl項の規定により措置を命じようとする と

きは， 駐車施設の付置義務者または設置者lζ 対して，あ

らかじめその命じようとする措置および理由を記載した

措置命令書により行なうものとする。

3.  i浦項の規定による拍，' i u' . 命令書の』様式は規則で定め

る。

第21条 第 18条の規定lζ 基づく 市長の命令 l乙逃反した

者は， 10万円以下の罰金に処する。

2 .  第 ＱＹ ｾ 良知 Ｑ : 項の規定による当該職員の立入検笠を

拒み，妨げ，または忌避した者は 1 万円以下の苅金に

処する。

@ 神戸市駐車場条例の規定に基づく大規模の建

築物に付置する駐車施設の規模に関する条例

昭和35年10月7 日 神戸市条例第21号

(趣旨)

知 1 条 乙の条例は，神戸市駐車場条例( 昭和35年，

神戸市条例第 10号) 第 15条第 2 項( [ . 規定する駐車施設の

規模について必要な事項を定めるものとする。

(駐車施設の規模)

節 2 条 神 戸市駐車場条例第 15条第 1 項の規定{ こより

付近する駐車施設の規敏は，新築に係る建築物または糟
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築に係る部分が次に掲げる建築物lζ 該当するも のについ

ては， 3 .000 平方メ ー トJ レを乙える部分の床面積に対し

ては，400 平方メートル以内どとに，15 .0∞ 平方メ ー ト

J レを乙え る部分の床面積に対 しては 5∞ 平方メート J レ以

内どとにそれぞれ18平方メー トル以上とし， かっ，自動

車が有効に駐車できるものとしなければならない。

劇場，映画館，演芸場，観覧場. 公会堂，集会場，展

示場，百貨庖，キャ バレー， 舞踏場，遊技場，ホテ ノレ，

旅館，事務所，底舗または放送事業もし くは新聞事業の

用途に供する部分の床面積の合計が， 3 .000 平方メ ー ト

J レを乙えるもの。

2 .  古lij 項に該当しない建築物の付置する駐車施設の規

模については，建築物の用途，周囲の状況等を考慮し，

前項11 : 定める基準K 準じて市長が定めると乙ろ lζ よるも

のとする。

( 付員1])

乙の条例は，昭和36年4月1白か ら施行する。

@ 整備地区の指定

神戸市国際港都建汲計画駐車場艶街地区を次のとおり 定める。

区 名 | 区 域 内 の 町 名

主主

器盟書!草i  3  吊 童書
合

777. 888丁丁丁目目目 全会全部部部

一珂

区

一部

一一部部

4丁目

生

目目 2.3丁目 全部

回

区

回目目
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@ 周辺区域の指定

神戸市駐車場条例( 昭車135年4月

条例第10号) 第14条の規定民基づ

く駐車場盤側地区の周辺の区域を

次のよ うに定める。

目

一

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

4

一

一

一

会

一

金

一

全

一

全

一

会

一

金

一

全

}

会

-

全

一

一

全

一

金

一

一

会

-

一
一

町

り

一

回

目

目

士

一

D

と

一

ヨ

同

市

灯

訂

訂

6

の

一

回

口

百

目

白

百

4
-

目

5

広

5

自

自

目

一

周

回

目

回

目

丁

目

5

丁

丁

目

丁

8

3

目

白

目

丁

目

目

4

目

ι

目

ι丁

丁

丁

図

一

丁

丁

丁

丁

目

了

5

丁

ι

6

5
丁

5

1

Z
丁

丁

丁

飢

丁

丁

3

丁

乱

丁

&

釘

瓦

添

一

3

4

3

4
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自動車のための施設名論

名古屋豊田ピル駐車場

新 阪 急 ピ ル 駐 車 場

大阪興銀ビルパーキング
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名 古 屋 豊 田 ビ ル 駐 車 場 に つ い て

奥 井

1  .  豊 田ピルについて

名古屋市の玄関に盟国ビルが ｾ を現わしてから早くも

5 年あまり，その間名古屋駅前の発展 [ζ 大きな役割りを

泉し，今回第 2 期増築工事を完了，合計 20 . 300 坪の中

京地区最大の床面積を持つ大ビ〉レとなった乙とは駅前周

辺地区の発展に寄与すると乙ろ大なるものがある。在来

1 万坪のビ J レが狭少になってきたのは第 1) 切工事施行後

間もなくの乙ろであったが，有fi 々の問題が解決されるま

では乙の第 2 期工事の敷地は急増してきた自動車の駐車

場として約70台を収容しておりました。

こんどの第 2 期工事計画の要素としては

イ) 在来部分と混然一体となる設計である乙と

ロ) 能率的な事務室の床面積を増やすこと

ハ) 自動車を数多く格納できる乙と

ニ) 入居者の希望を尊重する乙と

大体以上のような一般的な骨子のもとに計画されまし

たが，乙のピ J レは審査会でllj ll 限外高度の申前が許可にな

り11 階建軒高 37m700 である乙とを特記しなければなり

立せん。盛岡ビノレの概要は大略下記の どと くです。

所 在 地 名古屋市中村区被砧町1丁目221の2

敷地而脳 6. 088. 045M" 

政策面股 5.753.198M"  

砥 而 偵 67.ωι 760M"  

lls 

lli it' i  lfl 94 .5%  

規 続 鉄骨鉄筋コンクリート造，地下 3 階，地上 11 階. J再

@ 3階，軒高37. 700m.

t書展段高49.7∞m 基礎深草 1l . 820m

設計路工 抹 式 会 社 竹 中 工 筏 庖

2.  駐 車 場 計画について

名古屋市内の111の数は，東京 ・大阪と比較 しますと相

当少ないようですが，日ならずして現在の東京 ・大阪の

どとく交通麻卯状態に陥いる乙とは明白です。このよう

な趨勢のもとに計画された豊田ビルに駐車場法に規定さ

れた以上の大規綾な駐車場が誕生した乙とは，当を得た

結果でありますが，これは自動車の主主聞を代表するビル

として欠 くべからざる要素であったと思われます。駐車

場法できめられた台数は最低規準で，乙れで乙と足れり

とするは誤りであります。近い将来に適当なノ宇一キング

スペースのないヒソレは，その価値を半減する乙とは明 ら

かであります。計画にあたっ て調査した事項について述

べる乙とにいたします。

的収容台数に対する床面積は 1 8 M2 以上と定められてい

るが. 6 .  OOOM X  6  .OOOMスパン 1(， 2 台を収容する広さで

す。しかし実際 l乙ビ) レ内 lζ 設ける場合は 40M 2 - 5 0 M2  

( 斜路通路を合めて) 必要である。駐車場が数師寺l乙及ぶ

ときは特別の: i S ' ｨ むＨリフト装置または斜路を外部 ｬ 乙 ｾＱｴ ＮＱ ｌ

55 



させる等) のない限り 1 台当りの駐車面積は大きく なり

がちであります。豊田ビノレの面積率は下表のごとくで

す。

恒塑空竺塑主当|斜路及適路|側公似共 |μ合 計 恒 竺

B 3什| 叫M昨 " 1  9凶1別 2ペ1 192M附 " I  2加0ω附16什1 45  

8  B  2  1  蜘 |  ロ山 |  叩 1  2佃 1  4必

B 1  I  0  I 制 | “ | 揃 1 0  

1  F叶1 0  1  制 1  _ _  10竺乙υ| 叫 1  0  

8  2 F  1 悶 | 初 I 110 1 ω922 I  2犯

合計 1  24揃6“5 I  3幻1ω |  ω即 7 1  ω印仰 1ロ2 1  ロ

|  E呂品L一 竺 | 2お6 1  6什I 52パ

担穆1 3 判 4 叫 1%  1  9 梢 |

(吋標準スパン 6 .  OOOM x  6  .OOOM ( 駐車専用) ， 6. 000M 

x  7 .0 0 0 M ( 通路専用) の柱聞が標準であるが，柱の断

面が大きくなると不利である。最小スペースの駐車状況

と柱聞の関係、を，車跡図を当てはめ多少の伸縮性を持た

せ，かつ他の階の設計を考慮して決定すればよい。豊

田ビ J レの標準柱聞は 6. 100M x  6.  560M ( 駐車専用)

6  .  900M x  6  .  560M ( 通路専用) であります。

判どんな自動車を基準托すればよいか。現在乗用車の移

しい車種を一瞥すると，小は J レノ一，ホノレタスワ ーゲン

の全長 4 .000M内外のものから大はクライス ラーの全長

6 . 150M， 巾2 .010Mにわたり，その大きさにより駐車所

要スペースの状態が異ってきます。したがって設計に当

って大きさの基準をどれくらいに考えるかが問題になる

わけであります。乙れに対して日本道路公団の各所の駐

車場の利用状況の調査および検討によると，駐車場経営

の経済性および需用頒度からして想定標準大型車を全長

5 .500M，金巾 1. 950Mとされているそうです。乙の大き

さの車が駐車できればまず大丈夫ですが，大半が トヨペ

ッ ト ( 4 .285Mx  1.680M) と予想される盛岡ヒ) レでは多

少標準を下回ってもよいと考えられます。

同駐車型式lζ は，直角駐車と 60度駐車とが対象となり，

さらに前進で駐車するものと後退で駐車するものとの 2

種があるが，乙れらの比較をしてみますと結局60度駐車

は駐車し易く通路巾は減少するが，駐車面積が増大する

致命的な損失があり，直角後退駐車と前進駐車の併用と

いう乙とに決定いたしました。

休) 入庫出庫の車路については，入庫出庫を斜路 ( ramp)

によるか， ま た は 機 械 式 ( エレベータ一等) によるか

は，そのピ J レの事情により a 長一短がありますが，維持

費，故障全与を考えると斜路型式がよいと恩います。そし

て入り易 く出易い設計でなければな らない。車路は駐車

場をフノレlζ 利用させるための動脈でありますか ら，でき

る限り通り易いように設計したし、。斜路については各邸

出 入 応 用 斜 路 : ニ mス ロ ー プ に な っ て い る 。 ζ れ は 出 国1 噂 周 ス ロ ー プ
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2階駐llI l 措) f I 斜路( 屋外) 往復m

分を次の乙と! こ留意 しなければならない。

S  11jl! 限勾配は 1796 (約76) 以下となっています。直線式

の場合は上 り下りの始めの筒所さえ検討すれば1 I i i J 限一杯

でもよいが， 129ぢ( 泌) ぐらいが適当です。蝶総式の場

合は半径が大きければ( 車路の中心で 10M以上j 直線の

場合と問機に考えてもよいが，半径が小さい場合( 制限

規貝Ij では内側半径5m以上) または車路巾が狭い場合lζ は

もっと緩和勾配K . しなくてはならない。

5緩和勾配は上り下りの始め，終りおよびカーブの変り

自 ( S カーブ等) などには，直線式，銀線式を間わず

8 9ぢ前後 ( 1/ 13) の緩和勾配を長さ 4 - 6 m ( l l I のホイノレ

ベース距離+ スピード考慮 = 3 .6m) ぐらいをとる必要が

ある。

S  ｽ｜ Ｍ 勾配。螺線式の場合は回 Ｑ 去の ｉｾ Ｚ ｉ 心 ｬ 乙 向 かつ て Ｔ ＹＶ

( 1/ 25) 以下で} '1- 勾配をとる必要がある。

S  革路 rt および カーブ。車路巾は規定により一方i並行の

場合は 3 .5∞m以上，往復路の場合は 5 .500m以上となっ

ている。車路のカーブは外径で 7 .500m 以上はほしいo

t車線部の車路巾は標準大型車の走行を考えると， 4 .000m 

- 4 .500m ( 一方通行の場合) は必: ' ! J f で，往復の場合は回

転半径の大きさ にもよ りますが， 7. 000m内外は必要であ

ります。

3.  駐車場換気設備に ついて

付) 概要 1 台の普通自動車の排気ガス I判ζ 含まれる一酸

化炭業の: Qは l m3/ hであるとされている〈り。またー酸化

炭系の室内空気中 l乙含まれる最高許容濃度( 怨限度) は

長期 100ppm，短期間では 250ppmである〈町から，一般化

炭索の濃度は0. 0196を乙えないよう な換気設備が必要で

あります。

室内のー酸化炭素の泌度は次式で表わされる山。

Q  V，〓

一γ - vー Vco=mr q

Q; 室内一酸化炭素容積 ( m3
)

V; 室容積

Vco;  発生一酸化炭素の容積 (m3/h)

v;  換気による供給空気品 (m3/ h)

m; 収容台数

r ;  エンヂ ンをかけている割合( ラッシュ時 0 .07 ，

ラッシュ時以外0 .02)

q ;  自動車の一酸化炭素の発生畳 (m3/ h)

上式を用いて駐車場内の-'-i変化炭業濃度を 100ppmにする

場合のラッシュ H寺に おける給気風品を求めてみると下表

のどとくなり ます。

lw zー 抑 制|制 醐|…

竺 Ｑ Ｙ Ｑ Ｒ づ ｾｬ Ｙ Ｑ Ｒｾｾ Ｑ ｌＸ ＲＴｾｾｩ ｌ ｢ ［ 円 三Ｉ 嵐 官 Ａ ＿ｧ
B 2 1 蜘 1111， 117 咋，115.20ド.345. 601 48 1 制下τ五

乙の駐車場を 1 時聞に 10回換気で考えると，地下 3 階

は 引2 . 18m
3
/ mi n， 地 下 ? 階 は 1.057 .6m3/ min， 合 計

1  .969 .  78m3  / mi nとなる。乙れでいくと -N変化炭索濃度は

約 50ppmとなり恕限度以下となる。以上の結果からみる

と一酸化炭紫の恕限度の問題から計算した場合の風並は

968.  34m3/ mi n， 10回換気の点よりの計算では 1，969. 78m3

/ mi n という数字がでてきます。そ乙で豊田ビ J レの場合は

10回換気を目的として給気風畳を 2. 100m3/ mi n に した。

また駐車場内の汚染空気が他の部分へ流入するのを避け

る乙とが必要であります。そのために駐車協内は給気風

並よりも排気風i誌を大き くして 2 .250m3/ mi n に した。

乙のために下記の器機を必要とする。

給気機 N0 2，Ji SS X  140m
3
/ m x  6mmSP X  1  .  5 K W X  200V 15台

排気機 N0 9 S DX  2.  250m
3  
/ m X  25mmSP X  3 0 K W X  200V 1合

参考文献

(1)  Gui de  1960 Gar age Uenti l ati on 

(2)  公衆衛生院労働衛生学部酒有害物質怨限度便覧

(3)  日本砲築学会設計々岡パンフ レツト N03 l ! 巨内気候鍛計

(ロ) 給気・排気について 駐車場の階高が低く ，ダクテイ

ング方式が不可能のためそれを前提として考応しなけれ

ばならなし、。

s! 駐車場北面の上部より外気を給気し，南面の下部[ζ 吸

込口を設ける。乙れにより駐車場内の空気は北より南に

向って流れる状態になる。なお主主などによって空気が局

部的 lζ 滞留するような箇所 l乙はダク トを用いて給気を行

ない，空気が滞留しないように留意する必要がある。

5各吹1:1:¥口，吸込口，ダクトの要所1[. は防火ダンパーを

取付け，火災の延焼を防がなければならない。

5外気取入れは地上 2 階より行ない，地下 3 階まで 3 ス

パンにわたっ て二重壁を作り，その内部に給気機15台を

I限付け，外気吸入シ ャフトとする。

S排気 lζ は有守ガスを含むので，他えの影響を考慮する

と排気口は塔屋まで立上げる必要がある。

S給気機は 15台を 5 台づつi運転できるように屯気配線を

行ない，封| 風機についてはサクションベーンコントロー

ル式とし，駐車場の関i校時における巡転貸の削減を計り
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j由 下 駐 車 場

また他室のものとは共用しない単独系統としなければな

らない。

5駐車場内の外気吹出 口は下記の通 りです。

4 ， 500mm X  500mm 2 カ所

4 ，500 x 360 2 カ所

3 ，500 x 360 1カ所

1，600 x 500 1カ所

500 x  100 4 カ所

駐車場内の吸込口は下記の通りです。

4 ， 800mm x  1  ，OOOmm 2 力所

4 ，800 x  800 3 カ所

200 X  200 4 カ所

い) 今後の問題 1 時間 10回換気の規準で風E を計算する

と，非常1ζ 給排気風畳が大きくなり，外気取入口，排気

口を建物の高所 lζ 求める乙とが因郷となり，またシャフ

卜函私も大き く取りた くない場合が多い。( 土地価格の

高い敷地l己正l l ; つ商業建築) 豊田ヒソレの湯合も 一酸化炭素

の恕限度の面から 考慮すれば，もっと風畳の減少を計る

乙とがで きるわけで，駐車場を 10回換気す ることについ

ては， 実際の施工例と結果を，今後検討する乙とによっ

て再考 されなければならぬ問題ではないかと思います。

4. そ の 他 設 備 に つ い て

その他設備として，消火設備，洗車設備，電気通信設

備，信号設備，給油設備，修理設備等の考慮がはらわれ

なければな らないが，乙乙では消火装置についてのみデ

ータを記述してお きま す。

消火装置についてはス プ リンクラー装置と屋内消火栓と

が併用 され，放水量は床面積 1m
2
K っき 151/ mi n以上とな

っている。

使用器具は下記の通りであります。 1

・感熱作動禽 91 コ

マルシファイヤーコントロールバルブ口径 4 0 mm

作動温度 68

0

C  

作動 l時間 火災発生後 32秒

.  ｾ賞 主主 ノ ッズ ｊ レ 429 コ

" 7 ) レシファイヤ ープロゼクタ - N0 2 5  

放水量 圧力 5kgj c m
2
のとき 701/ min

- スプ リンクラ ーヘッド 131 コ

クオートソーイドノ心レブ

放水量 圧力5kg/ c m2
のとき 100l j mi n

作動温度
68

0

C  

- スプ リンク ラーポン プ

125mm x  15001/ mi n x  70m X  3 7 K Wー 1

消火用給水については，ス プ リンクラーポン プのほかに

消火栓用ポン プおよび屋外消防隊用送水口 ( サイヤミ ー

ズコ ネクシ ョン ) か らも随時送水できる ようになってい

る。

その総水置は次の通りであります。

スプ リンクラ ーポンプ 15001/ mi n 

消火栓用 ポン プ 25001/ mi n 

消防隊用送水口 20001/ m川

合 計 60001/ mi n 

排水ポン プの総排水量は60001/ mi nであるが， 冷暖房設

備用ポン プを切換え運転するこによって，さらに 8500

l/ minの排水をする乙と ができる。

後記一一名古屋豊田 ビルが完成し，貸ヒ・ J レlζ 付属した駐

車場として活動を開始したわけでありますが，延面積

20 ， 300 Tl' ，乙対して駐車台数 121 台は，まだ予裕を残し

ていますが，速からず駐車面積に不足をきたすように

恩われます。都市 と自動車の問題については，決定的

対策のない限り，当分われわれにとっては縁の切れな

い宿題だろうと思います。

( 策者r K K竹中工f 6 広名古屋支広強計部)

建築思待料品錠一一-f 〈B日Al )

剖1. . : 1. 一回.，17

日本住宅公団・会合住宅御指定 f531VJ J 仁2

む を ふ 山 製 作 所 jJ 託子iyi
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新 阪 急 ビ ル デ ィ ン グ の 駐 車 場 計 画 に つ い て

松 本

砂陸上交通における自動車交通の しめる役割lはきわめて

大きく，年とともに乙の傾向は強くなる乙とと思われま

す。都心においてはすでに街路交通が完全に麻jil! 状態に

なる場合もしば しばみうけられる現状であり，乙のよう

な状態に対処するため，高速自動車道路，路外駐車湯の

建設，路上駐車場の指定およびー方方向，右折lljll 限等，

種々計画され，そのー部は実胞されているようですが，

自動車交通の急iili な増加に対してはかなり の困難が予想

され，その指導 lζ 非常な努力を要すると恩われます。

元来交通機関は，マス トラ ンスポーテ ィションとして

その性格上走るべき J レー トと，始発，駐車，終Jfi の設備

が必要であります。今まで乙れが必要のみで解決してい

たi時代より，パーソナノレトランスポーテイションに移向

して，自動車交通においても，個人の窓のままに辺転さ

れ，駐車して用件を迷して再び他へ移動するためには，

主要な地点また商業建築等々にはその面私に応じた駐車

場設備も，また必要欠く乙とのできない要素になってき

ました。いま大阪市内において ζ の駐車場の問題を取り

上げてみても，路上駐車制限の指導取締りは行なわれて

いても，路外駐車場の建設は活発とは恩われません。地

価の高価な都心K 広い面積を必要とする以上， 非常に困

難な問題である乙とは事実ですが今後の交通処理対策の

重点として急速に法令の実施により駐車場の整備をはか

らねばならない 乙とも明白 なる事実であると思います。

砂新阪急ビ) レディングは大阪市の玄関である大阪駅前広

場に接し，大阪市内を南北に貫通する主幹線道路御堂筋

の北の始発点にあたる大阪駅前区画整現地区のー函』ζ 計

画された地下 5 階，地上12階，延約54，000平方米ビルデ

イングであ ります。地上 1 階，地下 2 階は商庖街，地上

1 階より地上12階までは，ショ ールーム， 銀行，証券会

社，一般商社の事務所等に利用される予定であり，その

立地条件，ビ〉レの規模，使用目的より考えて，駐車場設

備を必要とする乙とは当然であり，基本設計若手以来

100 台を収容する駐車場を設置するよう考慮されたので

あります。駐車場の位置，スロープの設け方等 fC対する

検討を初め， リフト ， トラパーサー等を利用する方法，

その他機械式立体駐車場にいたるまで各種の検討がなさ

れた乙とはもちろんですが，現在乙のビノレテ' ィングでは

地下 3 階l乙62 台( 約 3 ，650 平方米) ，地下 4 階f C 34 台

(約 2 ，200 平方米) 合計96台の駐車設備を持ち，スロ ー

プと2 台の リフ トによって地上の道路と接続する案を実

施しています。その結果，車路( スロープ) に裂する面

積はかなりのスペースをしめ，地下構作の沌工の困難，

洋

照明，排水，換気，消火設備 ｾ［の必Ａ変 性 より， 駐車 Ｑ 台

当りのｾ設白Ｈ［ｴ ｾ ｊ 誌となる ζ とは事実です。ただ乙のビ

ノレディングの地下 1 階，地下 2 階は現存する悔団地下街

および最近h' 包工に着手されました悔田地下道と技統する

関係上，i碕庖街として有効に手IJ Jfl され，乙の郎分に駐車

場スペースを取る乙とは不可能でありますが， ζ れらの

地下庖舗に対する商品の搬入通路，荷解場土手の諸JA! i 設と

斜路( スロープ) とを結びつけてA5える乙とにより，有

効;ι 解決されていると思います。

砂乙ω新阪急ピノレディングは， II /:l和341ド12月大阪市建築

審査会の同怠を得て，軒高41米 (地上 12階建) にて計画

されており ，地上階の国松制限の外，敷地面仙の約50%

を公共部分として提供する乙ともひとつの重要な条件と

された結果，東側巾員 4 米，北側 巾員 3 米， 西側 巾員 2

米のアーケード( 歩行者用) 以外に西側IJ 敷地内に おいて

有効 巾員 6 米 ( 2 車線) の自動車専用道路が設けられ，

北側，南側巾員20米の計画道路と東側 巾員44米の御堂筋

の左側と関連した循環道路となり，乙のピノレディングを

中心としたー方交通による自動車のさばきが確保されて

います。東側御堂筋はもちろん，北側，南側の 巾員2日米

の計画道路は非常に多くの交通置が予想される関係上，

西側』ζ 設けられた自動車専用道路は，乙の道路内に地下

駐車場の 出入口 P および乗降助が設けら れることによ

り，非常に有効かつ安全に利用される乙とになると思い

ます。乙の自動車専用道路は中央部3分fC乗降湯が設け ら

れ，エレベーターロビー，人貨用エレベーターロビーに

接続され，北側部分 lζ 有効巾員 3 .5 米の駐車場入口が設

けられ，乙の入ロより入った自動車は地下 1 階に設けら

- 77 一一¥

配 置 図

1. 新阪急ビルデイング 4  第一生命ピル

2. 大阪神ピル 5. 阪急ピル

3.  悔回ヒソレ 6. 大阪駅

A  滋略i↑ltt 44M B  泡路巾貝20M C  道路巾貝20M
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1 階 平 面 図

3  泊 路111貝2 0 M

6. 駐車場出口

1  道路! l J .t:!. 44M 2. 道路巾貝20M

4  自動I 11専J f I 泡路rIJJ 'l 6 M 5. 駐車助入口

7  自動Iドリフト

れた管理室によって確泌された上，地下 3 1賠および地下

4 階駐車場へと導かれ，地下商庖街K 対する商品輸送は

地下 1 階荷解脇で処型された後は，そのまま出 口ス ロー

プを盗って南側道路に接続されます。

険建物内部の車路( スロープ) は巾只 5 . 5 米，勾配 6 分

の 1 以下， 1ぷ材は特種な型状のクリンカータイ J レを使用

しと止めにとくに留意してあります。駐車場内部の車路

は 巾員約 Ｖ Ｎ Ｕ 米 ｾＵＮＵ 米， 一方交通にて出口 リフ トK 接

続され，駐車部分は巾 Ｖ 米，奥行 Ｗ Ｎ Ｕ 米 ｾＶＮＵ 米， 1棒高3. 2

米，ｾ下有効 Ｒ Ｎ Ｒ 米のス ペ ースが総保 さ れ，ぽタ リ ンカ

ータイノレ貼，天井，壁モノレ者ノレ抑へスプレッドサテンで

仕上げされ，清潔Ａｾをいつまでも失なわない駐車場を期

待しています。

砂平均照度床面32)レックスの照明設備のほか，管ili1j装置

として，駐車場内車路の運転を安全に行なう目的で，地

下 11物色' 理室に設置された管制器により，自動的に入庫

車，出庫車 lζ 信号およびブザーで笥報を発する赤外線自

動経報装置および現在収容数を示す自動在庫表示装置，

自動車呼出し，その他に利用される放送設備等を完備し

ております。消火設備としては，地下 5 階にqi L気室を設

けである関係上，スプリンクラーによる方法をさけ，床

而杭 400 平方米以内に防火区画をなし，火災発生と同時

lζ シャツ安一，スチーノレド 7 ーを閉じ避難問モータ ーサ

イレンを l鳴らし，約30秒後 lζ は45kg入の炭酸カ' スボンベ

24本が全岳噴射され，完全消火が行・なわれるよう設備さ

れます。撒水絵， 1ぷt;) I ' - ; ] <設備はもちろん， 1. IJ: 用洗車場 も

地下 3 階および地下 4 階各 1 カ所設目され，その他排気

設備として各Il¥>rJ; liffH;) 1一気扇を持ち， 川 ｬｾｪｬｩ ｜ｊ ｬ 0巨|換気が確

保される計画です。

砂以上が新阪急ビ J レディング駐車湯の級裂ですが，今後

部心』ζ 鐙設されるピノレディング，劇場，百貨庖等はいず

れも法令による完備した駐車場を持つ乙とになり，その

成果は大いに期待されますが，ただ乙れ勾の法的な自 ｾｊ
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地 1階平面図 1  駐車場管盟室 2 前解場

3. 高i解帰よりの出口( スロープを上 る)

4  駐市場への入口( スロープを下る)

5. 地下街

地 2 階平面図 (111路スロー プのみ) 図面省附

地 3階平面図

3 洗111勘

1. 駐車場入口

4. 自動車リフト

6.  1山下4階駐車場へのスロープ

2. ｭ ｊｬｾ＠

5. エレベータロビー

地 4階平面図

3. i'Jt 1料品

l . 駐車場入口 2.  I'f llli 室

4  自動車リフト 5. エレベータロビ ー

車J ;Qi Il 1j ，駐車切の設置て守ーだけで，乙と九:り るとは思われ

ません。 桜木的自 ｩ Ｑ Ｑ 市改造が大きな問題だとｽｊＺｾわれます。

交通行政を一元化した機関で抜本的な対策により，新 し

い構想による街づくりと，乙れを完全に利用するトラン

スポ ーテイ ション機関，各自の交通道徳の向上と人間尊

重の自覚と協力がなければならないと考ーえます。

(:11者 k k竹中工必庖扱計百草制作謀長)



大 阪 興 銀 ビ ル の パ ー キ ン グ に つ い て

添 田

何年後には，自動車洪水で交通は麻 ｬｾ ｬＡ状態になるだろ

う，何1f. 後には，パーキング ・スペースを持たないビ J レ

はが ら空きになるだろう等と， i.央然と何年後を眺めてい

るうちに，すでに， 何と もならない自動車洪水時代に突

入しているのが現状である。本来，ビノレのパーキングの

問題は，将来かけて数字的な基礎K もとづいて計画さる

べきであろうし，おそらく乙の狼拠となるべき数式もあ

るであろう。しかし乙れとても仮定にすぎず， 3 年前乙

の大阪00銀ビJ レを計画した当時，乙んにちの自動車洪水

は予恕もできなかった。ただ淡然、と最小限を示す市条令

が' 1f 3Rする収容台数では足りないと ，与えていただけであ

った。乙の2 M求をj満たすためにさえ，地下 1 1駿の駐車協

は満員で，興業銀行と一般テナン トの自家用車の収容に

手一杯である。

しからば，訪問者の車はー休どうなるのだ。駐車場問

題は，乙乙からゆっくりくすぶり始めた。ー方， ー般テ

ナントを抱いた興業銀行として，大営業坊とこれに述る

諸々の事務室を，一般と確然と区画すべく，平面計画』ζ

幾多の困難をもたらして，決定案に到達する乙とができ

ずに大切な数カ月を無駄に過してしまった。そのころ，

ある打ち合せ会議で，いままで考えられてきた平面計画

の総ざらいをやった。そのなかに，興業銀行営業室 2 階

案があったのである。すなわち 1 階駐車場案がそれで

ある。平面図は非常に明快であるし 2 階営業場の事務

環境は最善のものとなった。しかし，御堂筋の真中で下

駄ばきのビ J レが実現するまでには多くの困難があった。

私は，市中銀行と異なる興業銀行の特殊性，一般テナン

トのなかば公共の動総，と くに 1階コアーへの取付き

を解決するためには，銀行営業幼 21桂案のほかにない乙

とをあげ，さら K. ，乙れだけのパーキング ・スペースを

持つ乙とは「ビノレ自体の価値である」と主張しつづけ

た。一方，施主側Iζ 立ってみればτ 重必な 1 階を縁の下

にして自動車の置場にするのであるカら ，非常識もはな

はだしく，うのみにする乙とができないのは当然であ

る。結論は長引いた。乙んな状態のとき， ZE聞に陽を抑

ぐがごとき協力者を得た。それはお隣の宮士銀行ビルで

ある。大阪市はわれわれ両者の申し立て に対して，実( C.

臨機な解釈を与えてくれたのである。乙の詳細は他日別

の機会に発表して大いにその善政を: r t したいが，要は，

宮士銀行ビ J レと興銀ビル敷地とを 1 団地と見はなして，

中聞に走る 巾 4 米の浮世小路の斜線flilJ 限を廃す乙と にな

った。乙れには 2 . 3 の条件が付随したが，いづれも妥当

なもので反対の理由はなく. 乙れによって広大な建物面

賢 朗

程iを確保できたばかりか，平面計画 lζ 多大な利益があっ

た乙とは事与たである。乙の利益はさきに述べた 11糖ピロ

ッテイの損失を補ってあまりあるものであった。話は進

展し，実路案は間もなく承認され，実現は自の前にせま

っている乙とは，私にとってよろこび乙れにつきるもの

はない。以上が縁の下にパーキング ・スペースを持つ大

阪興銀ビルの誕生の由来である。私はいまもいい，今後

もいいつづけるであろう「ギに乙の駐車場がビ J レにとっ

て，価値あるものであったなら，その功紛はあげて乙の

案を探用した施主側にある」乙とを。

さて， 0 1i1Jl li の駐車を主題とすると，池築の柱| 出はお

のずか ら決まる。また片側，中央通路の以合の繰車スペ

ースの数値もある。乙れ等の点ではこのヒ・ J レの柱聞は全

く無関係で，ど参考にならないのはま乙とに恐縮という

ほかはない。乙の柱聞の決定は多くは銀行営業場の机の

配置間隔からきていて， 8 米内外の柱聞は自動車にとっ

て中途半端といわざるを得ない。乙れを打破するために

は銀行執務の体質を改善するほカ K 方法がないと観念

し，諸賢への市しわけとしたい。地下は興業銀行と一般

テナン トの駐車場，地上 1 11皆ピロッテイは; 訪問者専用の

ノマーキングでそれぞれの台数は次頁の図でど覧願いた

い。駐車渇としての諸設備は乙れといって特記するほど

のものはない。

最後に乙の建築の概要は，つぎのとおりである。

大 阪 興 銀 ピ ル 建 築 概 要

構 造 法磁鉄筋コンヲリート造，捨コン少リート，敷砂利地形

鎖体鉄骨 ・鉄筋コ ンクリ ート

地下 3 階

地上 9 階

J1i 屋 3 階

ｾ地 面積 3. 179 .418111
2  

363 .46野

建築面積 2. 724 .43  111
2  

824.14坪

床 面 積

階 数 | 坪 数 興業銀行噂l f I 而積

m
2  

坪 m
2一丁一一一坪一一

地 3 階 2. 810.お お0.13

地 2 附 1. 319.46  399. 14 11. 6  3.5  

地 1 附 2. 824.18 お4. 31 457. 7  138. 4 

1 附 2.495. 35 754 .84 406目8 1幻 l

2 附 2.723. 28 823. 79 2. 549.4 772.5  

3 階 1. 548. 63 468.46  1. 335. 2 404. 6 

4 階 2，724 .43  824. 14 2.548.6  772. 2 

5 附 2.724 .43  824 .14 30 .1  9. 1 

6 階 2. 319. 62 701. 69 37.6  11. 4  

7 附 2. 319. 62 701. 69 

8 階 2.319.62 701. 69 

9 階 2. 319.62 701. 69 

R  階 327 .40  99.04 

R  1 階 339.30 102. 臼

R  2 階 339.30 102. 63 

計 I  29. 454. 59 I  8.制 01 I  

( 慾者 山下野郎扱Ht 司l f J l 所)
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大 阪 興 銀 ピ ル 1 階 平 田 図

/  

大 阪 興 銀 ビ J レ地 l 階 平 面 図

建築材 料の選 び方使い方の専門誌

鐙築技術者と材料業者の必読書

号 室 材 料 と 設 計

毎月 l 日 発 行

建設文化社 B  5 ￥150〒共

全国書庖で発売

本社 東京都文京区小石川日IJ 1 - 1  電 話 (921) 2739

支社 大阪市西 区西長編 1- 5 四ツ 様 ピ ル 電話i @9200
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キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 J l l (井池筋) 旭洋ビ J レ3 階

電 話 (202) 3233 ・3234



出 光 興 産 の ガ ソ リ ン ス タ ン ド に つ い て

斎 藤 格 司

ヵーソリンスタンドはほとんど庖頭 有する。 て，スチームクリーナー，ヵーワッ

販売のみを行なうものもあるが，通 2. サービス部分 シャ ー，オイルーチェ ンジャー，

常. 出光興産の谷IIfJ ガソリン スタン a  洗車場 ラブリケーターおよびプラグタリー

ド( 大阪) の例のどとく，庖頭販売 駐車場を兼ねる場合が多く，水洗 ナーなどの機器を必裂としーまた支

のみならず，その地域の車綱所有者 およひ' 空気充填設JJ11i を有し，通常の 持台としてオートリフ トあるいはピ

を紅i極的に顧客化する営業を行ない 場合総料であり，顧客へのサービス ット( 1 台分のスペース 10 X 4  m 程

かつ庖頭サービス胞設としてあ る程 と自社用止を兼ねる。谷町の湯合は 度) を要する。

度の洗車および空気充填設備ならび 東西の道路』ζ i I i i し，直接出入し得る 谷11汀，高松な どはともに 2 誌のオ

fC有料の整備施設を有する。なかに か，とくにつき' の整備;協とともに給 ートリフト( 1 i ! まの能力 6 - 8 t )  

は，同じく出光興産の高松ガソリン 油のため進入進出のさまたげになら を有し，洗車はそのなかの1 i ! まで行

スタンドの例のどとく出張所，支屈 ないように注意しな くてはならな ない，それぞれの聞に飛沫よけのス

などに併存するものもある。つぎに い。

クリーンを設けてある。乙れらのた

乙れらの各部分について記す乙とに b・ 盤備場 め建築上オイルチェンヂ，グリスア

する。 有料の高度の整備を行・なう部分で ップ用の油庫および廃 it1i EIi ( ドラム

1 . 販売および営業部分 あり，その業務はグリスおよびエン カンにて格納) ，また工具室および

ι 給油設備 ヂンオイ J レ交換，篭気系統その他の コンプレッサー，升ニ水ポンプ用，機

給油用広場 lζ 達する進入進出; 協は 整備，温水および冷水による充分な 械室などを要するが，ガソリンスタ

2 車線以上を要し，なるべく街角を 洗車をなし，そのための設備とし ンドの規模に応じ，高松のスタンド

さける。給油l * は道路境界より 4 m

以上敷地内 Iζ 後退し，隣地および建

場外壁よりそれぞれ 2 m以上はなれ

なければなら ない。油槽は通常・地下

梢として 1 ; 箆の容量は l 万 E 以下

であり ， 法 規 上 種々の制約を受け

る。

b.  庖頭販売事務所

販売受付用窓口であり，給油用広

場に函し，自動車の進入進出を監視

する。内部』ζ 伝票受付用カウンター

を要し，谷町のスタント1ζ おいては

客用待合室を兼ねている。

c .  営業用事務所

ガソリンスタンドの実質的な芯味

での事務所であり，広さはそのガソ

リンスタンドの規模に応じと くに外

商的規模に左右される乙とが多い。

乙れに付随して小規絞な応接室を裂

する。高松の湯合 lζ は独立し，谷町

の場合にはーi潤lζ 応、接用コーナーを

、

直己山= 缶 百

‘ .， 

¥ 

出光興産の高低ガソリンスタンド平面図と事窃所断面図
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C.  

d  

×  

高松ガソリンスタンドの場合は敷

地が三方の道路に面する三角形をな

し，そのひとつはと くに秋院のため

乙の面は閉鎖し，他の二つの道路よ

り車は進入進出するので，建物は円

形に敷地の中央に設け，その周囲を

円周状車路κ して自由な車のj並行を

意図している。 中心部建物には 1 階

K 販売事務所， 2 階』ζ 地方事務所を

あて，敷地全体を自由 に眺望監視し

得る。付属建物は分離して敷地の北

東部に設け，工具，油l払 その他従

業員関係諸室，オートリフトなどを

設けている。

谷町ガ ソリンスタン トは，敷地が

比較的前面道路lζ 面する !日旧に対し

奥行が大きいため，建物の宣伝的効

果を考え，表現を大きくする必要が

あるにもかかわらず，機能的には建

物はなるべく後退 しなければならな

い。その相互矛盾を解決するた め，

大きい カンチレバーにより騰を前方

に迫り出し，建物を通行者K 強く 印

象づけるように した。

( 筆者村野 ・森建築¥l I ! ' 6所)

×  ×  ×  

出光興産の谷町( 大阪) ガソリンスタンドを北側よりみたととろ

Ｂ吻 Ｍ ｾ

出光興ni の谷町( 大阪) ガソリンスタンド断面図

の如く ES気室を設ける場合がある。

また極めて小規模であるが，整備用

の事務所( 1 - 2 人用) を裂する。

3.  従属部分

いわゆるユーティ リティースペ ー

スである。列記すれば

。ー 客用および従業員用便所

( ガソ リンスタンドにはとくに客

用便所は必ｾであり長途のドライフ

中の必'!i lζ 応じなければならぬ)

b .  客用および従業員m湯沸

従員用食堂および休Ml 室

従業員用ロッカーおよびシャ

ワーま Tこは風日

e  宿直室 年末などには 241時

間営業を行なう場合がある。

4.  支庖・出張所

乙の部分は給油場とは完全に分離

される必要があ り，それへの出入口

は法規上において も防火的に隔離さ

れなければならない。その規模はそ

れぞれの場合に応 じ不定である 。
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出光興産の谷町( 大阪) ガソリンスタンド平面図

強
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ク ラ ブ パ ー ク シ ス テ ム (Cr ab Park i ng Syst em)  

概 要

現在都市における 自動車が著しく激!1
Y
/し，都市の交通

問題としてもっ とも大き な路路は路上駐車問題の打開策

であるとまでいわれています。 市街地の道路はすでに交

通量の限界であり，そのうえ路上駐車によって狭い道路

をますます狭く している状態です。路上駐車を制限 し厳

しく規制しでも路外駐車場の設置がなければ到底解決で

きるものではありません。現在建築法の改正K よって新

築のヒーノレ面秘に対し，規定台数収容の駐車場を設備しな

ければならな くなりましたが，乙んにちのよう な怠大な

駐車fhJ 要からは全 く「腕石に水J 程 度 に し かなり ませ

ん。乙の混雑する交通を緩和するには，まづ路外駐車場

を数多く建設することがいまや急務となりました。

路外駐車場とメカニカルパーキング

路外駐車場を建設する場合 t 立体駐車を除く) IL地下

利用駐車場においては 1台当り平均 3 7 - 5 0 m2 を必要とさ

れ，乙の建設費は莫大な額』ζ なっております。東京都内

の専門有料駐車場を例にして概略しますと下記の通り。

1. 東京都八重洲駐車場

総面積 9，600m
2

で 265 台収容 1 台当り 36m
2

1. 丸の内地下駐車場

総面積 20，000m2
で 520 台収容 1 台当り 38m2

1 日比谷公園駐車場

総面毛ｾ 20， 000m2 で 470 台収容 1 台当り 43 .5m2

以上の通りで建設資を収容台数で割ってみますと l 台

当り 200万 - 3 0 0 万円はかかる計算になります。したが

って経営函から考- えますと，駐車料金を高くせざるを得

ない乙とに な ります。限 ら れ た商毛 ｾｉ 乙 Ｑ 台でも多く 収 容

するには， 1.駐車の方法を機械化，すなわちメカ ニカ J レパ

ーキング以外κ 方法がないと考えられます。

クラブパークの説明

クラブ ω パークとは ￭ｾ の繊這い」の乙とで，数年前よ

り目 1'Ji 製鋼株式会社とラサ商事株式会社によ って協同研

究された国産自動車駐車用機械装置で，自動車の回転に

よるスペースファクターを最小限に留める乙とができ，

操作をできるだけ自動化した機械です。乙の機械の特

徴は，野辺自走駐車より 3096- 5 0% 地駐車が可能であり

ます。

自動車は一定の台車lこよっ て固定されるので他車との

接触は皆無であり，駆動は活動式になっているため排気

カ. スの溜まる丑が半減し，防火衛生上安全な特色をもっ

ています。電気廻り部品はすべて完全| 狗燥型及び防水型

で，国家消防庁のど指示によってとくに製作されており

ます。地下駐車場で狭い通路 l乙ターンテーフツレを設置

し，直角操作を見受けますが，本機を使用する乙とによ

っ て その必ｾーも な く ， 1. 駐車不可能なデッドスペースも充

分活用される利点があり去す。

駐車の操作方法

。入車… … 自動車は車路( 通路〕にだされた台車( パレ

ット) Iζ 乗せ，運転台の:容の外側 IL取付けてある プ ッ

シュボタ ンス イッチ ( Push Bul l an Switch) を押すと，

モーター駆動[ 乙より車路より直角に織とりして駐車位

A  

ク ラ ブ パ ー 空 台 111 寸 法 図

ム」 寸F r :;; 

rてτ」トーーーーーーーー一一一ドー一- + - ーーーー←ーー一一ーーーーーーι z? I - - ' - '

ム
司

∞
」

大型)JJI型両用 1]1型専問 |

A  5300  4100 

B  2000 1700 

C  500 4 5 0  

D  3500  

E  2400 

F  480 480 

k rムー
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置に自動的停止する。

。出車 ・・・・迩転者ーまたは駐車場監理人が柱の

位置に取付てある操作盤の プッシ ュスイッ

チを押すと( 自己の自動車の乗 っている 台

車と同一番号〉車路まで械とりして自動的

に停止す る。迩転者は自動車を巡転して台

車ーよ り離れ る。その場合，台111によって革

路を基がぬために自動車の後輸が台車の主主

降板( ヒ ンジ) よ り離れるとオートマテッ

クスターター ( Aut omatic Start er)  して空

の台車はもとの位置にも どり自動的lζ 停止

する。

@ 安全回路… … 電気回路の各リ ミッタースイ

ッチはすべて 2 霊安全装 i宜にな っており，

いかなる場合でも事故の起らぬよう入念な

ヲ ラ プ パ - ? 応 用 例

テストと技術を採り入れてあります。 また

自動車が台車に乗った状態において停屯ま

たは断線故障等万一の場合は台車駆動装ぼ

のクラッチを外し手で押してい台 1 人)

出し入れが容易になっております。

クラブ台車の出し入れの間車路を通る自動

車のために聖子報装置( ブザ ーまたは赤ラン

プ) を付け安全を計るとともに，出車する

台車の移動中は車路を 中心とす る相対箇所

の台車はインターロッ クに よってスイッチ

を押しても動かないよう にな っています。

乙れは他の車との接触または衝突を防止

し，安全でしか も秩序正しく迅速に行なう

ためのものです。

@ 操作方式… - 駐車場の構造および規模によ

り総合遠隔操作方式と個別操作方式( 迩転者または監

理人) Iこ分類し，需要者の ど希望に応ず るようにして

います。

駐車時間と消費電力

車路より駐車位置までと柱のスパンにより 2 台連動と

3 合連動になりますが，その械とりする距離を5 .8 m- 7 m

ｾ回ピ ル 地下ｵＮ市場 の 使ｦｦＱ状況

1. A ， B ， C ，中央を耳I路としたー迎式を示す。

2.  A を111時?とし，B ，C を駐車場1<: て，三迎式として， B および C I<:

3 台駐111きせる ζ ともで邑る。

普 通 自 定 式 駐 車 例

とすれば，台車の速度は 26m/ min でありますので 13秒~

15秒で駐車，出車できます。

モーターは( サイクロ減速機付) ａ ｃ ｾ ｈ ｐ で 上 記距般を

8 .4K W  

1 サイクノレ/ 台で 寸五百「使用し，電力 'i'1. を1 K W￥8 .00

8 .4  

として1 . ooo一X 8 = 0 .0672 すなわち約 7 銭の電力強に

なり ます。 f発売元 ラサ商高J k k 東京 ・中央 ・日本編茅場町1ー12¥

1  大阪 ・北 ・大ヒリレ内 l  

会 社 ガ レ ー ヂ 1<: 応 m
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立 体 駐 車

わが国の大都市，と くに東京，大阪では現下の交通地

獄を解決する方法について，いろいろと悩んでいるが，

自動車が毎月 8 ，000- 10，000 台も増加される実情 K 対

し，道路面積も改造整備はされているものの，自動車

は 7 倍，道路面積は 1割，すなわち 70: 1  ( 昭和26- 36

年10 カ年の統計，大阪陸運局調べ) の Unbrance では交通

マヒは当然であり，乙 れが綴本解決は至難とす るも ，緩

和方法としてどうナるかは，真剣かつ急速に各界の知識

を集合して，善処すべきであると考える。

68 

場 必 1生の 要

その緩和方法の・途としーて考え られるのが，駐車場の

整備であり，もっとも効果ある土地lζ 駐車場を設置して

野放し駐車を禁止， そζ に収容する方法である。

すでに駐車場法( 昭和32年制定) に基き，大阪市会に

おいても駐車場条例案を上程審議中と聞いているが，乙

れが一日も早く実施される乙とが望ましい。

駐車の方法として，①路上駐車②路外駐車の二方法が

あるが，こんにちでは交通難解決の有料駐車場よりは，

路外駐車場の建設を指導奨励し，路外駐車場へ駐車さす

方針を推進すれば，道路は有効に広 く利用できるし，交

通行政も取締りが容易であり， したがって交通事故も減

少するだろうわ

ただ駐車場の建設を必要とする場所は，大体都市の中

心部が多いから，駐車場の必要性に正比例して地価があ

がることは当然考へ られる。建設必要場所は地価が高

い，土地が狭少である，ー・定の収容能力は必要である等

々，こζ 1( ，駐車場建設の難しい問題があり，遅々として

実行が進歩しない原因がひそんでいる。

そ乙で，きわめて平面積を僅少に，高価な土地を有効

に利用する方法として，立体駐車装置の必要性が強く要

望されるし，かつ将来ますますその必要性が高まる傾向

にあり ，おそらく 世界的な現象になるだろう。

立体駐車装置として，将来までに実施されているの

は，①エレベータ一式①エレベーターにコンベヤ -111 用

式①傾斜路式等であるが，いずれも相当広い土地と多額

の建設資が必要であり，乙れが維持政もけっして安くな

し 採 算 的 lζ は合理性がない。ただ必要上やむなく設置

κ 踏み切ったところが多い。

富士電装式 "Out ower" - ; j 一ータワーは，各穣の立体駐

車装位 lζ 比較して断然優秀であり，採算的にも，安全性

においても ， 取 扱 い方法1(. おいても ，優れた特長をも

ち，古i] 述の駐車場建設の難問題を解決する新機軸とし

て，各方面より大き な関心をもって注目されてい る。

" Out ower " の 特 長

( 特許申請中数件)

① 標 準 A 型 約10坪の土地で小型乗用車( ニッサン，

プ リンス， トヨペッ ト) 20台を収容でき

る。

標準 B 型 約12呼の土地で中型一来用車( ゾボレ一等

外車紋) 20台を収容できる。



( 従来の駐車場では約 200 坪を要します。)

特殊 C 型 地下式は側面搬出入装置によりケージの

中間位置より格納する装置。

特殊 D 型 屋上式はC 型格納の車をビ J レ屋上駐車湯

に搬出入する装置。

( 特殊型は2 0 - 3 0台収容できる。)

① わずかな土地のため必要筒所!こ分散または集合配置

ができる。

① 所要台数および車のf l ! 類lこより ，大小高低の設計製

作が自由にできる。

④ 新設 ビルlζ は建設に合せて立体駐車装置を進工させ

る。この場合は，ピノレの鉄骨あるいは梁，柱等の利

用により，木装置の建設費が非常に安 くすむ。

@ 車の出入り は 押 ボタン式およびハンド J レ操作のた

め，婦女子でも簡単にできる。

したがっ て人件費はわずかですむ。

① 駐車料金の他rc. 広告塔として活用できるため，与の

賃貸料収入が相当多額に見込まれる。

① 設 備 費は 最近 の 駐車 場建設自に 比 しｾ Ｍ ＩＱＧ 程度であ

る。

③ チェーンは特殊設計にもとづき ，いかなる故障 (切

断，ひずみ， [111 り) が突発しでも，絶体安全に停止

し，保安を確保する特許安全装置を付けてありま

す。

おそらくこ の方法は，世界でもはじめてのものと自

負しております。

① フK装置の横型を利用して，地下室駐車場の収容能力

を数倍f[. 活用できる設計ーもあ ります。

( 出入口は地上面，格納は地下になる。)

( 発売元 k k i.l士包装大阪市東成区深江中2- 29)

A 型

鉄 搭 面 積 32.5 m' (9.246坪) 6.5Mx 5M 

鉄 搭 全 高 27.350m

鉄 地金側商の而 政 597m'  (180.909時)

阪 送 物 小型乗用車

'* JfI 111のm訟 1. 5∞k g

ゲ ー ツ の 大 喜 間口2.0 mx 奥行 5.3ω mx 荷主 1.750 m

ゲ - ! / の 個 数 20倒

メ ー ン チ ェ ー ン

{ プ レートリ ン 7 )

ゲ - ;; i!Jj Ill: 

P= 167m m 全長土 9Om(宇 45mx 2)

Ｘ ｾ＠ m/mi n 

B 型

鉄 結 ilii 積 36. 0m' (ll 坪) 6M x 6M 

鉄 絡 会 商 30. 0m

鉄格 金 側 面の商品ｾ 732m'  (221坪)

世田 送 物 中型乗用111

東 J11 111 の mru 2，0∞k g  

ゲ - : . ; の 大 き !間口2.2m x 奥行5. 5mx 荷主 1. 8 m

ゲ - ｾの 倒数 20関

メ ー ン チ ェ ー ン

( プレートリンク }

ゲ ー ジ 速 度

P= 167m m  全長 "， 1l 0m(宇 55m x 2)

8- 10m/ mi n 
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新 三 菱 N S  B 駐 車 設 備 に つ い て

者s市，駐車場施設の重要性については，かねてより一

部有識者の関心を集め. W々論議されてまい りました

が，過般!駐車場関係法規が制定施行され，路上駐車場の

整備，日比谷，八重洲等の地下駐車場の建設等をみるに

いたり，にわかに脚光をあひ。て大衆の面前lこ大きくクロ

ーズアッ プさ れ， パーキ ング lζ 対する一般認識を新たに

すると乙ろ となり ました。

新三菱重工業 KK では先般，わが国の実状 lζ もっとも

適合した駐車場設備 H 新三菱 N S  B駐車場設備" を発表

いたしま した。従来の自走式駐車方法によると 1 台当り

の所要面積は約 50m2 を要しておりますが，新三菱 N S  B  

駐車設備によりますと，平均 1 台当り 30 - 35m2 となり

土地の効率の良さ ，建設費の節減，その他多くの経済性

を有しており， 関係方面より注目 され， 多大のと好評を

いただいております。

以下設備の概要を2- 3紹介します。

1  .  ロータリ一式 ( Fig 1.  2 .  3)  PA  TPNO- 32-40 136  

多階式円筒形ビ‘ ノレパーキングで円筒形ビ〉レの外側 !こラ 2  

セン式 2 重スロープを設け，それぞれ上り ，下り専用と

いたします。各階の床 lζ 内外 2 重のドーナツ形タ ーン ・

テーフツレ( センターレス ・ターン・テ ー プノレ) を設置

し，乙のテ ーフソレの上 [ζ 駐車させます。各階とも 出入口

は一定とな っており，外側のタ ーン・テーブノレに 1 台分

の空いたスペースを設けておけば，テ ーフソレの回転によ

り内側のテーフツレにも自 由に出入りができます。

との方式は車の主な通路を建物の外 lζ 設けていますの

で，建 物 内 に 特別な換気装置を備える必要はありませ

ん。各階とも 中心部は空いていますから，エレベータ

ー，事務室等適当に利用するととができます。タ 『ン ・

テーブルICは特殊なlli 輸を使用しますので，駆動用モー

ターは小馬力にてすみます。
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Fig. l. 断 面 図

F ig. 2. 平 面 図

3  2  

ロー一一入口

・一一 出ロ スロー7-:; 肱 10・

Fig. 3. 展 開 図



Fi g. 4 自 定 式

Fi g. 5.  ト ラ パ ー ス 式

3  ターン・テープル ( Fig 6)  

2.  トラパース式 ( Fig 4 .  5)  PAT NO- 269739 

建物内部でも戸外空地lζ でも使用できます。平面上を車が rl 走して駐

半する場合，それぞれの車が他の車 !ζ 関係な く自由に出入りする よう配

置するには，各通路の左右 lζ 1 3 i i J づつの駐車しかできませんが， トラパ

ース台車を使用すれば 2 列 3 列の配霞! r . でも，それぞれの事は他ゐ車

! こ関係な く自由に出入りする乙とができます。場所を有効に利用で・きま

すから地価の高い郎心の空地を利用したり，建設費の高いピ J レの地下等

に利用するの l乙適当であります。またリフトを併用すれば立体化も可能

となり， 乗用車だけでな く，パスターミナルとしても充分活用すること

ができます。

トラパース台工 ｾｩ は車が ｬ 台来る大きさで，横滑りができるように Ｓ 本

のレ ール上に設置しま言。台車( j : 通路 lζ 沿っ て場所の許す限り何台でも

設置することができ. 1 列につき 1 台分のデッド ・スペースを残してお

けば，各台! j i . ( 土自 ，j i ! 己述結，または切り離しのできる装置を持っていま

すから ，台車の移動により任意の位置に通路が作れます。奥の列に車が

出入りしようとすれば，手ffri の列の台車を車の出入りする位置で切り離

し，秘泊りさせて通路を作ります。レールの上国は床面とレベルになっ

ていますので， l f I の走行に支防をきたす心配はありません。また台車の

高さは床面より約 100mmで，事* 入個所には傾斜がついていますから車

はらく に乗入れることができます。

操作は拘1ボタン式の遠隔操作を用いますので， 1個所に操作盤を設け

ればそ乙で全部を操作する乙とができます。

車をJ I t せて回転す とことのできる円板で狭い通路にお

いて車の進行方向を換え るのに用います。

テーフソレの据付用ピ ッ トの所要深さは約 250mmと非協

に浅いので，中間階においても，下階に影響な く設置す

ることができ ます.

Fi g. 6.  タ ー ン ・ テ ー ブ ル

71 



Fi g. 7.  自I ! b il1 J T j リフト

，-

E  

ト白鵬

一一可

E  

ー
l

l

叫

ー
ー

ー

古

4. 自 動 車 用 リ フ ト ( Fig 7)  

車と地階または 2 階以上に駐車させようとするときに用います。

従来の斜路形式によると斜路に面積が相当主ｾやされ，土地効率が非常

に悪くなり，比較的政い敷地においては! 註w . 場を立体化するとかえっ

て不経済になり ました。

自動車用リ フトを用いますと ，非常に小さい面積で車を釘・降させるこ

とができますので，建設7lt の節減を計ると同時にもたい敷地においても立

体化を可能といたします。操作は押しボタンによる遠隔操作方式を採用

しております。

( 発売元新三菱f f i I ) ; k k神戸造船所神戸i I i 只iJil I区和f目的町3)
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寸 - T - N

日 本 銀 行 大 阪 支 庖 創 立 時 の 平 面 図

L コンコース 2 事: 湘 3. 1:者 世 喝 4. 第一会議室

5. 第二会議京 6. 11); t主 部 7. ，' 1  W 8. 金 w  

9. 労 務n住宅 10. ボイラ ー宅

il' 1)  7. 8. 9 は現存しない。 iJ 2 ) 記入以外の主は主IC' ]I務室

写真 5 主 階 段 の 怠 匠
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光し ている 。rl-'央 コシコー スの西奥( ( ，立派な階

段があ って，ζ れを登ると ，T Bf コンコース の上

が第一会議室( 元貨資室) で，その東隣りが，第

二会議室になっている。地下は，金庫室や倉庫で

ある 。 もと ，西北に 3 宝からなる金庫室が池上

( ( あり ，その l如 ζ 附属合( 改造されているが，現

存) ，さらに丙( ( . ボイラ 一室があった。

建 築 規 模

創立当初の; i l l 築規模は本館は: t J l t瓦，花1割石の出

造で ，;ri . i sスレ ート 立であ った。昨数758，638i 、ド，

当時737，793PJ 86銭 LI' nかか っている 。石材は ，瀬

戸内海北木山の rr と伝う 。 !;fS3 号~第 5 弓金FIl

( 現存せず〕は ，91，684坪で ，:tJl t瓦造瓦茸であ っ

た。附民家は，出1': を含み ，135，157t平で ，:tJl t瓦造瓦

:I:). ，機関室は61 ，1l 1l:'f:tJl t瓦スレ ー ト茸であ った。

またこの[ 山ζ ヘ"f 術室 ・浴室 ・物Il ' 1: など木造海鼠

1&1' 1: のRl l 物があり ，これらを合して， 総建坪数

1， 085， 590t 'j'- であ った。 なお現化の金庫館は ，II(J 

和 6 iclo10)] 唆工で，長野宇平治問士の設計ーによる

ものである 。

構 造 概 要

乙の建物は ，構造上いろいろ血1白い点を持ち ，

ようやくj J qi 下辺築をマスタ ーした明治30年代の ，

もっとも t'J: A なる存在と忠われる。

まず， llilil 重工事は，地下約20尺まで掘りさげて，

厚さ 6 尺ほどの，コ ジク Y ー トのベタ基礎とし ，

( 施工 ・大林組) その上IC，Ml 瓦のベ ースを数段基

き，: t %瓦壁および 2 枚街角の: t J ¥( 瓦主主を立て 1

階の床は ，: tJ l (瓦のア ーチによる| 勿火床を作 ってい

る。( 写t ! : 2 ) 乙の伎が化粧されて 1 - 2階の

柱となり ，吹依のと乙ろで，コ ンク リー トオ ーダ

ーとな って，アーチを形成している。( 写真 3)

21槍の床梁は ， セイ 2 尺もの I 型鋼 の 単一梁

で，それに ，セイ 1. 4 尺の I 型鋼の小梁をかけ ，

写 真 d 第 一 会 議 室



波形鉄板を用いた防火床としてい

る。鉄材はすべて，英国製で，銘に

よると， "D OR MAN'L ONG'  &: C ，L  

M IDDL ESB R CUC H  E NGL A ND"  

とあり ， ドノレマンロングの製品で、あ

るζ とが! 日Hζ なっTこ。

吹抜上部の天井は，折上格天)1ーで，

ただ天井板のかわ りにガラスが用い

られている 。( 写真 4 ) 乙のように，

天井を折上げたため，ζ の部分の小

屋組は ，大変な苦心を払っている 。

'ワ:μ 9 のよう lζ ，一種のカ γ パー

ドフインク (Camber d Fi nk) 椛造

にし ，_ I 二絃材は I 型鋼，筋巡は ，プ

レー ト2 枚を， リベット様のもので

合せた ，はしど形の材を用い ，下絃

材なと引張材 ，パーになって，ター

ンパ ックルで締めるととも lζ ，要所

をパーで吊り上げ，架構後のくるい

をなくすとともに ，タイパーの持ち

上げに成功している 。乙のような手

法は ，J ド品 lζ うまいやり方と，思われ

る。また ，コネ クν ョシの{史い方も ，

当11寺としては面向い手法であろう 。

絡天)1 上部の吊り方は ，ていねい

に I 型大梁をならべ，極めて丈夫に

吊っている。

その他，本館，東と西の南北 lζ 長

い械は，木造，キ ングポスト で，北

と南の ，東西 1( ，長い練は ，木造クイ

ーンポストにな っている 。また ， ド

ームの椛ii:i は， ( 写点11) 鉄'l ij- ，ツ

ーヒγ ジドア ーチ ( 2 hi nged arch)  

で，たるきの， ドーム状lζ 造る手法

も，ｾｉ［ Ｇ￬ ｩ ￭ Ｇｬ ζ 丁寧である。

とのように ，4種の小屋組を使い，

乙の大総築の屋根を見事K ζ なして

いるが ，( 当時，防水施工不完全で，

陸屋似などなく ，また ，全部を一体

とする大スパンの小屋組など ，不経

済かつ| 封難なl:JI t ，' j にあったと f旦われ

る) そのため，谷が，内方にできる

ので ('7il ':l 8  ) ζ の谷 fC ，大きい銅

板の悩を通し ，さらにマシホ ーノレで

，所々に落した水を ，銅の箱を鉄板

でつつんだ大信j を，小屋の '1.'を通っ

て，外プJ のたて樋lζ 導いている 。

意 匠 の 特 徴

ζ の辿物は ，ベルギ ーの凶立銀行

写 真 7 会前室のマントルピース
写 真 8 南 昆 椴 の 一 部

写真10 木 造 小 屋 総 写真11 ド ー ム 内 部

をモデルに したと 伝えられており ，芯匠 ースは( 写以 7 ) ，ととでは ，ボイラ 一室の

上，本庖と同級，イタリ ーノレネ ッナY ス スチ ームを場入した，ラジ エー ターを用

風である 。従 って，第一会議室の1m口部 いていたと考えられ，普通のマン トルピ

('J: ｾ Ｇ ｟ＨＶ＠ ) 吹抜 2 階の創If !i iの開 " 部や， ースのブ T イヤ 一部が災るのみである。

外部のポ ー チやｾ廻りなとにバロ ッ クの 以上通覧して，芯匠 lζ 構造に ，非常な

特徴がみられる 。 J奇心 と考慮が払われていた設計者( c 対

ll i ' i 段旭り( 写真 5 ) は，JI 二百? にすばら し し，また極めて良心的な施工に対 し60年

いもので，東京の旧本郷お崎邸のものに 後のわれわれは ，深く功敬の念を新たに

も劣らぬむ、匠を持ち ，その階段梁の用い した ｾＧ ｯ

方も ，きばつである 。また屋上の手術子 最後1(. ，本調査の使立と協力を給っ た，

は ， 恐らく泉布観Ｈｃｾむを求めたと思われ 日本銀行の木村忠 エ: 氏，荒井秀雄氏，前回

るど っしりしたもので，乙れは東京本応 大三郎氏他関係各{ 立に対し ，厚く感謝の

とまったく 同 じ ｫｩｾ 匠である 。 マン ト ノレピ むを表します。 (林野 全孝記)
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ビ ル の 転 倒 問 題 と 地 盤 へ の メ リ コ ミ 鷲 尾 健

巾がせまく，せの高いビノレが転倒するとかしないと か

論争があ ったとき，荘、は， ビノレの転倒と，その地盤への

メリコミとは，それらを切離して考え難いと，指摘して

おいた こと がある。以下 lζ 述べるのは，現在慣用されて

いる方法によった場合の，その関係についてである。 苦|

勿戸式の導 き方などは，省略する乙とにする。

式を導くために次の仮定をする。

1  ) 建物の基礎底面は矩形で，建物 lζ 働 く:illiJl ( 鉛直

荷主) Wは，その中心を通 る。水平) J P は，W と矩] 巴底

面の対柏市hを合む国内で，底面か ら h の高さに働 く。

2  ) 基悦 lζ ，杭はなく， j : 也般反力だけ で， 建物の転倒

とメリコミ lζ 対抗する。

Ｓ Ｉ 地盤反力は，圧縮方向にのみ働き，引 ｾｾｉ ｃ は抵抗

しな い。 したが って，基E勉底iIii の一部が浮上 る場合があ

り得る 乙と を，認めていることになる。

4  ) 地自主性状や地盤反力分，( IJ について，次の 2 つの場

合を区別する。

1  I蝉性地位」の初代 : ｬｴＡＡＮｾ［ｾ 反Ｉ｝の分布は，直線変

化とする。この場合は，転倒の前に， かならず，最大

地ｾｉｬｾ反力がその限界である地耐力度んに述する。 乙

れをul 物の j也俄へのメリコミの限界とする。したがっ

て， 乙れは，転倒とメリコミを同時 l乙考えるときの限

界でもあり ，現在慣用 されている考え方でもある。

rr i 塑性地盤」の場合 : 地盤は， 完全に Pl os tic であ

るとする。乙の場合， 地盤反力は，その大 きさ が地耐

力皮んである矩形分布となり，その分布純凶が建物

の転倒 lζ 対する安定性の限界にきた場合が， 乙の建物

の転倒とメリコミを同時に考えた時の限界となる。

以上から ，転倒とメリコミ IC対する限界を与える式

は，建物の総重量( 鉛直荷主) W を，基礎jなI師会体 [ζ 地

耐力! 立んの大きさの反力が働いたとしたときの全支持

耐力 R = fc. A で割った{ 也をa とすると，次の諸式で表

わされる。

1  ｉ 卵性 ｪ 也 ｾｊｉｕ の場合 Ｚ 一一

( i  ) 基礎j広wi 全国 [ζ 地盤反) J が働 くとき (0 .5 :5: a :5:1)

P  _ / 1- a ¥. J  b  ¥ 

W ｾ＠ ¥ 3a  1 "  ¥ 2h  I  

(  ii ) 基悦! な而の一部だけに地盤反力が働 くとき

(0 :5: a :5: 0 .5)  

541 ー ;α )x(よ)

rr I塑性地盤」の場合 : 一一 (O:5: a  :5: 1)  

豆 ( 1 ー α ) :< Ｈ Ｍ［｟ ｾ ＭＺＭ )  

¥ 2h  I  

ただし， b は基礎!長而の 巾，h は基礎l広間から の P の

高さである。

多 くの水平力 P t が，それぞれ ん の高さに働 く場合な

(:.:4)  

よ

3  

どにも便利!と 使う ためには， モーメント M = I !P !ん を

使 って，次のj巳lこ表わしてもよ し、。

1  I際性地鍵」の場合 : 一一

(  i  ) 基礎j必iiii 全而 lζ 地盤反力が働 くとき (0. 5三二日:5: 1)  

M _  I  1 - a  ¥，.  I  b  ¥ 

ｗ ｾ ｜ Ｓ ｡ ｬ Ｇ ｜ Ｒ Ｑ＠

( i i ) 基礎底ifi iの一部だけ に地盤反) J が働 えとき

(0 :5: a :5: 0. 5)  

#斗 l - + a )x(ナ)

rr I塑性地盤」の切合 : 一一 ( 0豆町三1)

tZ-g( ト 直) × (-L )

転倒とメリ コミに対する安全性の限界について，鉛直

荷主W と水*) J P の合力が，基礎! 底 l師の抜を通 らねばな

らない。したがって，基礎jまTiLiのー音11に浮き上りが生じ

ではな らない と主張するのは， 上式の代り に

P  _  1  .. 1  b  ¥ 

- ... :5: 一一一x lー←ー i または，

W ｾ＠ 3  ，.  ¥ 2h  I  

M _  1  .. 1  b  ¥ 

ｗ ｾＳ＠ ¥ 2 1  

を提案するもの であ り，転倒l しな いためlこは，その合) J

がl伝jui 内をi辺り さえすればよ いというのは， 式では

豆 1 ｸ Ｈ Ｍ ｟ ｾ＠ ) または， ｴ［Ａ ＺＵＺ Ｑ ｘ Ｈ ｾ Ｍ Ｉ＠
¥2h  ｉ ｾＧＭ Ｇ ＭＧ＠ W - - ¥ 2  1  

でよいとするものである。

以上をグラ フで示すと，それ らの関係がよ く解る。 そ

れぞれ， 1き|の限界紘の下IJ!lJ. または左下 fillJ が安全な純凶

を示している。乙れらからいえることは， ヒノレの転倒問

題は，メリコミと切り離しては論じ られな い し また，

建物の重品 ｗ と水半 Ｉ ｝ ｐ のｾ，ｉ［ ｪ ｊ 合も関係すろという ことで

あり，注7むを1 t しよう。 ( 1出和36 . 5.  5)  

( 筆者工問 ・阪大工学部教皮)
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!一 理 事 会 |

12日 11時半ー121時 半 於会館会議室

出席者尾崎， 竹 中正副会長外 Ｘ 理事早 ＩＱＱ Ｇｍｩｾ ｪｉ

議事 (  1  ) 理事会務分掌の件

( 2  ) 常設委員会委員委嘱の件

( 3 ) 前年度理事会より申し送り事項の件

( 4  ) 理事会定例開催日の件

( 5 ) 講習会，講演会後援に関する件

( イ) I メート ル法と建築モデ ュ - ) レー講

習会

( ロ) I新 J IS による建築塗料」説明会

( 6  ) 事務局職員停年延長に関する件

( 7 ) 入退会者承認の件

( 8 ) 報告事項

理事会終了後退任理事と共K . 会食して懇談

会勢審議会 |  

会勢推進小委懇談会

28日 5時半- 8時 於 会 館 会 議 室

出席者足立氏外 6 委員

会員増加の状況報告の後，会の目的，性格の宣明なら

びに宣伝の方法などについて懇談。

1  教育委員会 |  

現場実務講習会講師打合せ会

4 日 正午ー 1 時半於会館集会室

出席者 中原委員長，相沢委員，講師 11氏

講習会実施につき日時その他全般にわたって協議決定

(  事業委員会 |  

14日 5時半ー7時 於会館集会室

出席者 岩崎委員長外18委員

報 ( 4 月分〉

議事 (  1  ) 委員長，副委且長ー: 命事の選r

( 2  ) 前年度委員会か らの申 し送り リ

( 3 ) 本年度の新規事業について

( 4 )  5.' 月 6 月の事業について

( 5 ) その他

小委員会 (若い会員の集い )

24日 12時半- 2 時半 於会館C 滋室

出席者滝本 主査外 Ｔ ｾ

小委員会 ( 各種説明会)

25日 12時一 1 1時 於主治会議室

出席者井 上 主査外 Ｒ ｾ 委 員

小委員会 (写真撮影会)

26日 12時一 1 !時半 ￯ｊｾｩＱ 館会 議室

出席者政問 主査外 Ｒ ｾｾ

小委員会 (古建築見学会)

27日 12時一 1 時半 於 会 館会議室

出席者藤沢主査外 2 委員

小委員会 (展示会)

27日 5時半- 7時 於 会 館 会 議 室

出席者 三品主査外 3 委員

小委員会 ( 映画講演会)

28日 12時一 1 1時 於会館会議室

出席者松尾主査外 2 委員

各小委員会において今年度事業企画につき協議検討

I  Ｏｴ Ｎ辰 ￃｾ I  

鉄骨コンクリート計算編集

16日 11時一20時 於会館会議室

出席者宮川幹事

17日 5 時半- 111時半於会館会議室

出 席 者 宮 川，倉石幹事

7 " 口ly'勺 d わk 塗 料 /

Ｎ巴ニー ｉｾ ・セメント・ぺイシト

｟ＧｾＮｏ ・句勺今ＴＨＧＢ

レ塗りよ?セ12; 処沙水谷ペイント



20日 2 11与 10ll

j

f  於公館公議室

出席者 古 川幹 'JI:

22日 1 11寺 6 時 於i t総会議室

出 席 者 宮 川 幹 事

25日 3 時- 8 時 於会館会議室

山 席 者 宮 川 幹事

28日 2 時 8 時 於公宣告全議室

山席者 宮川幹事

即日の再検討な らびにもiJt J け尖抱

編 集 委 員 会 |  

委 員 会

21 日 4 時一 7 時 於 公 館 会 議 室

出席者森，上林正副委員長外 14委員

議 ｾｉＺ (  1  ) 委員長，副委員長選任の件

( 2 ) 編集方針に関する件

( 3 ) 経過報告

( イ) 5 月「インテ リア特集」弓

( ロ) 6 月「自動車と建築特集J 号

( ハ) 7 月「第 8 回青年建築家特集」号

(  4 )  8 月「建築と規格特集J 号の金問審議

( 5  ) 編集に関する諸問題の審議

幹 事 会

27日 4 1時- 6 11寺於会館会議室

出席者 上林副委員長外 3 幹事

8 月「建築と規絡特集」号の企画について審議

J7七垂互| ( 旧年度分)

25日 2 時半 5 時 於 公館公議室

出席者 海上委員長外 7 委員

議事 (  1  ) 次年度委員般nJ:l Iの件

( 2 ) 次年度継続事業に関する件

( 3  ) その 他

近 代 建築 調 査 委 員 会

13日 3 時半- 5 時半於公i ! u:;' ，議室

出席者 滝沢委員長外 4 委員

大 会株
. .6. 
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78  

議"!I: (  1)  5 月号発表の建物に関す る件

( 2 )  6 月号発表の建物 lζ 関する件

( 3 )  1月号発表の鹿児島異人館に関す るf!:

Ｈ Ｔ Ｉ 発表 Ｑｾ ｪＺ ｊｾ の掲載方に関する件

役 員 委 員 懇 親 会

8 日 1 時一 5 1時 於甲陽園はり半

恒例による 前年度役員委員の懇親会をはり半において

開催。 新築の新館( 大林組設計施工) を見学した後，新

館広間で簡素なパーティーを催し，折附i前日目の桜花を矧

賞。出席者60名。

若 い 会 員 の 集 い

「アルミ・サ ッシの研究会」

18日 6 11与- 811寺 於会館集会主

出席者 作 る 人 不 二 サッ シ鶴 岡氏外 2 氏

取付け る 人 大林組高野氏外 2 氏

プノレ ミ・サッシの製作，取付 ， メンテナ ンス， fnfi 絡な

と全般の問題について討論。一般会員の出席者30: {，

| 見 学 会一|

「野沢セメント工場 と彦根城」見学会

15日 1011与半ー 17時半

野沢 石 ｩｪｾｬ セメ ント ｋ Ｎ ｋ と 竹中 工務自のご協鈴によって

開催。東亜セメント 多賀工場一一ー多賀大社一一彦駁械を

見学。参加者42 1ノ1

「大和文肇館」見学会

設 計 官EB五十八氏

施 工 大林組

ＲＰ 日 Ｒ 時 Ｔ ＱＱ 寺ｾ Ａ 土 参加者 10 :('， 

建築見学 と共に開催中の 「中国附隊特別展」を縦Ti 。

併せて 「撮影会」を行なった。

11111 1111 1111 11111 11 1111111111111111111111111 111 11 1111 1111 111111111111 11111 111 11111111111111111111111 11 111111I1I111 

編 集 後 記

紙面が ないの で，幹事をはじ めと協 ｬ ｊ ｾ 、ただいた 各ｻ 立の氏名をかかげ

て ， 編集 後 犯とする。白 Ｑ 剖啓次郎 ・ 毛 利 正光 ・ 三 輪締 ｩ 久 ・ 品 ｬｾＭｭｬ ・ ＧｘＡ

ｊ ｲＮ Ｈ ｪｾｾ 一 郎 ・ 松本 洋 ・ 木村且 Ａ ｾ ・ 稿木ｲＺｬ行 ・ 牧田顕治 ・ 森忠一 ・ 上林間 ＱＱＱ

の 各 氏ならびにアンケート ・ 玉稿をいた ｴＺ ｾ 、 ｴ｣ 各位に厚 〈お凡昨 ｩ し占け

ます。
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大阪市西区江戸婿下通2- 17

田辺工業株式会社

電話土佐姻@7 4:l 7 - 9



52tt 大島化学のひふくτっlぎんさ

ｅｬ ｩｓ ｴｾｦ 玩ｾｾョヨ
カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 の 10 4 ③3679 ・4481 ・8471

支 庖 新 居 浜 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・広 島

田中式
ヌカイライト・ベンチレーター

ヌチールザ・ν シュ・ドアー

スチールシャッター・オペレーター

何回中工業株式会事t大阪出張所

本 社 東 京 第一 工 場 東 京 都 島 国 区 錦 品 町 1 - 25 

東 京 都ニ 工 場 東 京 都 魁 回 区 苔 畑 町 東 4 - 122 

小 倉 工 場 問 岡 県 小 倉 市 蒜 坂 上 の 荷37

川 崎 工 場 神 奈 川 県 川 崎 市 東 波 図 3 - 43 

キL 帆 出 張 所 北 海 道 札 帆 市 北 上 過 東 4 丁 目 4

蟻 間 代 理 応 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏 柑 . ｬｉｬＺ ｾ･ 処置量 Ｈ 抹 ｽ
名 古 屋 代 理 臨 震 知 県 名 古 鹿 市 西 区 西 菊 # 町2- 12 問 団 壇 材 K K

米 子 代 理 応 鳥 取 県 米 子 市 祇 園 町 2 - 93 ・吉 田 工 務 箇

長 崎 代 思 底 長 崎 県 長 崎 市 嬰 町11 ・関 西 工 業 ( 有 )

S集草案

舎 jE

T E L 大 阪(40)63 41 ( 代表) ・(40)63 4 2

T E L 東 京 (623 ) 代 袈0106 - 0108 ' (622 ) 0790 

T E L  東 京 (611 ) 2118 - 9  

T E L 小 倉0653 ・2833

T E L 川 崎 ② 4540

T E L キL. 昆@ 6762 ・ 0515

T E L 盛 岡 7642

T E L 名 古 恩 師3 ) 0121 ・2057

T E L 米 子 4683

T E L 長 崎 ② 6046

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 (34) 207---8・4836---7

E  



衛 生 設 備

工

一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁 目 7

電 @ ( 代表) 2  6  1  3 ・ ( 代表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

電 @ 1  7  7  8 ・ 4 3 8 6  

名古屋市中村区牧野町 1 - 6 電話 ｾ ＰＹＶＶ
東 京 都 北 区 上 十 条 1 の10 電 (911) 2346 

広 島 市 西 魚 屋 町 3 1 電 ② 1 3 7 5

商 会

一 六 @7031@6793

村幸ピ 川 階)( 561)5441

目ー ⑤1820  

五 1596

四九 5098  

八 ②1938

ニ ④1158

株式会社

本 社

出張所

営業所

出張所

衛 生 設 備

工

会

会

商

商

気

一

房

株式

会社

設 計 施 工
生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

22大 阪 城 口 研 究 所

地

番

本

番

1

熊

凸

U

，
一
、

.

M

M

鳥

井

郎

行

表

岡

山

中

一唱

一

代

福

松

沢

三

掘

大

臣

高

金

取 締 役 社 長 菅 谷

広 大 阪 市 西 区 江 戸

電 話 大 阪 @

東 京 ・名 古

京都 ・神戸 ・岡山 ・

札幌 ・仙台 ・新潟 ・

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑥4945(代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話神戸④5892

庸口城代表取締役

庖

所

支

出強

気 ・ 空 気 調 和

・ 給 排 水 ・ 衛 生

三 商 庖

レ 6 階 6 7 6 区

. 3762・3763・3764

通大同ヒ・ノレ714号

8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

凶 ( 札 幌 駅 前 )

0 ・0 9 5 6 ③ 4 6 6 1

津 通 一 丁目千代

中 局 @1  7  6 6  

曜 冷 房 ・ 換

病院諸機械

斎 藤 省

東 京 駅 前 丸 ピ J

電 話 東 京 (201).3761

大 阪 市 西 区 土 佐 招

電 話 大 阪 @' 1 5 6

札 幌 ・北 四 ・西

電 話 札 幌 ② 0 0 1

名 古 屋 市 中 区 南 大

田ピノレ522号 電 話

I孟

広

広

名 古 屋 広

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・

設 計 施

三 晃

大 阪 市 北 区 富 間 町

東京都中火区宝町二 ・六(

名古屋市中区新栄町二丁

福 井 市 宝 永 上 町 一 0

松 江 市 東本町四丁目 一

広 島 市 紙 屋 町

福 岡 市 養 巴 町 二

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・

設 計 施

大 阪 電

大 阪 暖

創 業

大正二年

株式

会社

東 京

阪

幌

大

キL

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフ ドレイン製造販売

(旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順慶町通一丁目四四番地

電話六阪@ 代表4496- 8 ・4993- 4番

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電 話¥( 281)tffl'i. 6505- 8番

金 沢 営 業 所 金 沢 市 高 岡 町 三 五 電 話金沢②2074

福井出張所福井市城之橋下町一O 電 話 福 井 2436

高 松 出 張 所 高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ②5195

r.5 本

衛生設

工

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・

設 計 施

社

目14番地

1  7  1 番

目 電 話(431)代表7121

目 電 話 @ 代 表 7856

下 j レ電話@1989・2255

丁目電話③代表 5101

町電話@ 代表 4731
1

A  

ｾ＠式株

大阪市西区土佐姻通 1 丁

電 話 @ 代 表 5

東京都港区芝田村町 6 了

名古屋市中 区材木町 1 丁

京都市下京区烏丸通松原

神戸市生田区北長狭通 2

福 岡 市 千 代 栄

業エ賀

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

須

暖冷房 ・環境衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

鋼 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

荷 役 機 械 ・製 造 販 売

機 工 業 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 池 田 英 太 郎

大 阪 市 東 区 高 麗 繍 三 丁 目 一 番 地 電 話 (202) 代 3 0 7 1  

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 一 丁 目 十 番 地

支 庖 ・出張所 名古屋・福岡 ・札幌・広島・仙台・金沢・宮山・高松

工 場 ・鶴 見 ・六 郷 ・高 槻

乾 燥 装 置

エ

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風

設 計 施

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

ネ土

支 庖

材

大

式

社

株

会

阪

朝日 ピノレ 5 階)

阪@6041 ( 代)

八重洲三丁目七

西万町二丁自 -

建

大 阪 市 北区中ノ 島 二丁目( 新

電話大

東京都中央区

名古屋市 中区

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通 2 丁目 51 電話大阪@3415

東京事務所 東京都港区西芝浦3の1電話東京(451) 5281

広島出強所 広 島 市 空 鞘 町 99の1 電話広島③7544

福岡出強所 福岡市下呉服町2の9 電話福岡②5389

祐徳 ピノレ

株式

会社

本社及東京支庖

営 業 所

2  
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空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷 房 ・空 気 混 混 度 調 整 装 置

工施
l

 

-

J

一-
H

設

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3  5  6  ( 代表)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 兜 町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 岡 町J 3 6 0 番 地

社

庖

場

本

支

工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日ピル 8 階)

包 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 日 工 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6 671- 5

東 京 支 応 東京都港区芝浜松町 2 ー 7 屯 (431) 7  3  4  1  - 5  

北 海 道 支 応 札 幌 市 北 四 条 商 15丁 目 電 ②2203・③5374.5969

仙 台 文 応 仙台市元寺小路( 五城ピル〉屯 ② 8061・③ 9261

名 古 鼠 支 応 名古尽市中区東関町 6- 5 屯 @127 0・1484

広 応 文 信 広 島 市 大 手 町 8 - 155 m ③ 7  9  4  9  

稲 岡 支 底 福 岡 市 東 日f mr 3  ，I1 J@0788・@0296

生

置

暖

本

社株式会社

A

Q

2

 

株式会社

后

本

支

神戸出強所

京都出強所

三沢出強所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪川区富田町 Ｓ Ｐ 明大阪ｾ lo読まな私。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 (281) 2  6  3  1 ー 5

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 進 男

⑥ 

京 都 市 中 京区両替町通 リ姉小路上J レ

電話@ ( 代表)7975 ・( 夜間専用 )5532

大阪市北区天満橋筋1-37(天満橋北詰)

電 話 ③ 8 8  2  9  

四日市市浜田西末広町 i[[ 話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

社

大 阪 営 業 所

本

仙 台 支 広

四日市営業所

津 営 業 所

名古屋出張所

社

媛房・冷房・温湿度調整・衛生設備

設 計 施 工

工 業 株 式 会

取締役社長 裏 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピル 六 階

電 話 大 阪 @ 直 通 2 0  8  5 ・5 7 2 5  

( 代) 9851- 9 ・9951- 9

東 京 都 千 代 悶 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

@  

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取締役社長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目ー務地

屯 語 大 阪 @ 3 3 9 1 - 5 i寄

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 (351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生閃区下山手通八丁 目三三 電話元町@3035番

京 都 市 中 京 区 間 倉 通三条下ル m務 上 ③2869欝

背 森 県 三 沢 市 上 久 保 三 - m務 大三沢36*

和調

工

気

生

空

衛

施

気

k

換

b

r

青

-

H

9

 

房

設

i
u

巾

大 嘉 熱

大

本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0  

電 話 大 阪 @ ( 代) 5 1 7 1 - 3 ・3 6 4 3

東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

包認ー東京 (866)7683 ・7716 ・2594

下 関 市 大 和 町 3 3 大 和 ピ ノ レ

電 話 @ 7  3  0  6  

日

本

京• 東 京 支 庖

西部営業所

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 宗 走 ms 1  (大 ヒソレ)

包 大 阪 代 ( 44) 8  6  2  1 審

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

花f 東 京 代 (901) 3  1  9  1 務

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大同ピノレ)

位 東 京 代 (501) 3  1  5  6 番

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

出強所

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

理 研

大阪営業所

本社・工場

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 期 北 辺 3 丁 目 4 6番 地

電 話 大 阪 @ ( 代 表) 3  8  1  8  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 17 if.C: 地

電 話 (921) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広砧

社本

本社・分室

3  

所業営



ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を

社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

話 大 阪 @ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

話 (481) 1316・2536'・4715 ・3573

名 古 屋 ・ 札 幌 ・ 沖 縄 ・ 福 岡

電 気 工 事 設 計 施 工

A

会株 式
社

. 6.  

' : D;  式株

<1:::= 

ヌL電藤エ

本

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

諾 ・大 阪 ⑧ 2 8  9  1- 5 藩

東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

電 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

東京支社

東 京 支 庖

営 業 所所業'g 

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

社

. 6.  

コヨE

電 気 工 事 設 計 施 工

式株業エ原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰村
ム
『
，

取締役社長

英

大阪市北区永楽町 8 番地( 日産生命館〉

電話大阪｀代表 ＱＲＳＴｾＹ

支 社 東京都港区芝浜松岡T( 大門ピノレ)

出張所 名古屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・八 幡

福 岡 ・富 山

一一一一-ロ

2

4

1

 

原栗取締役社長

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校町二五務地

電話大阪代表 ｾ ＸＱＳＱｾＴ ⑧ ＷＲＶＳ ・ ＲＱＴＴ

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・新 宮 ・御 坊

. 6.  

' : D;  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

ト 電 気- 商

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 例 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁 目 4 番 地

全国燃料会館 607号室 電話東京(5 41)7464 

大阪南北海道・名古屋 ・四日市・福 山 福 岡pfi 張出

盤

置

置

ぴ

作

社

電

装

装

及

製

地

話

番

地

獄

時

地

時

時

受

止

動
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計

、h

F
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番

~

四

5

番

5
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刊
番

1

4

.

防

自

タ

設

A

4

2

一1
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言

六

側

十

9

七

5

4

盤

腕

削

除

"
仁

川

山

中

U

M明

日

計

州

電

目

監

ス

気

4

臥

回

一

日

間

三

日

T

{

話

分

帰

方

一

電

3

1刊
町

一

川

安

一

日

町

1

番

電

位

脳

芝

山

市

株

主

一

抑

協

同

日

肘

巾

電

船

舶

盤

・

酬

は

L

L

m
伊

東

7

虻

配

電

視

庁

其

業

+

区

九

中

市

剣

川

用

・

監

ー

・

当

都

港

町

阪

市

-

{

三

ィ

hz
話

都

簡

巨

大

日

血

話

岡

話

市

作

盤

置

V

-

1

-

京

京

臨

空

白

白

島

…

装

仁

子

電

車

東

電

大

電

名

電

車

広

動

操

動

シ

ト

d

社

場

底

所

所

所

白

方

自

t

:

脱

穀

蛾

ヌ

ロ

タ

+

T
本

支

1

醐

腕

一

一

一

昨

「

掛

京

阪

叫

剛

山

電

自

温

各

-

ヲ

森

東

工

大

名

桶

広

マヤ株式会社

龍本止l取締役社長

キ土

東京営業所

本

事

エ

エ

施

気

計 ・

電

股 ‘

電 気 工 事 設 計 施 工

株

社

<1:::= 制←- + ‘ . 6 .

ヌ" ｾ＠ エ! 云云

取締役社畏 山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 王 朝 日 ピ ル 7 防

;rl 務 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大 代 表 )

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 リ 四 丁 目 十 一 番 地

屯 ftli 大 阪 局 @ 5  2  0  1 番( 代表) - 3  

出現所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 田 町 六 番 地

包 括 京 都 局 @ 3  4  8  1 香

電陽朝

社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町50 (堂 ピJ レ3 階)

電 話 (31 2) l 4 7 1 (代) ー 5

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電 話 (45) 5  1  4  8 ・6 6 4 6  

東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 4 丁目 10番地

f査関ピ J レ3 階) 電話 (551) 5590- 2  

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 田T 2 ノ l

電 話 (55) 7 1 4 6  

. 6.  

' : D;  式機電宝

庫

本

倉

底

営業所

支

電気設備工事・設計・施工電 気 工 事 設 計 施 工

社

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町J 三 7 目 一 五

包 諾 @ l 5 1 4 3 ・5 3 7 3 ・9 5 9 4 ・21 3 4  

大 阪 市 城 東 区 里子江西之町 三 丁 目 一 一 三

泡 話 ③ 2 1  9  3  

A

G

2

 

明

式

正

株

本

気

取締役社長 中

電本

ネ土

中

本

社
. 6.  

' : D;  

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 72

包 括 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) ｾ＠ 8  

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

m 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

式株

<1:::= 

ヌL電東

社

本

支

j工

機器工場

資材倉庫

出強所

4  



CONT RACT OR PAI NTI NG 

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

庖

負

装

請

塗

事工装

林

塗

株式

会社

取 締 役 社 長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 (94) 侃31 ( 代) - 5  

ｾ腐名古屋

出E置所 東 京 ・ 岡

ノ

TEL. 大阪 @ 1756- 7・東 京 @1335 

エ レ ベ ー タ ー ・コ ンベヤ ー・ リフト

エ ス カ レ ー タ ー・ ホイスト ・クレ ー ン

N ・T ・E 型 オ ート パ ーキ ング ス テ ー ν ョン

設 計 ・ 製 作

日本エレベータ工業株式会社

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 栂 筋 6 ( 天六阪忠ピル)

電 話 (35) 3812 ・"987 ・鈎39 ・7071

東 京 営 業 所 東 京 都 台 東 区 仲 御 徒 町 1 - 66 

電 話 (831) 7  9  "  9  

東淀川 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 通 5 - 6  - 2  

電 話 (38) 0  3  6  3  

司

株式会社 真

青写真とマイクロフィルム

山・門

写

製図 ・ト レース ・複写写真

タト内

T E L ⑧ 9055 ( 代表)大阪市北区堂島北町16

陶管・線五.t: r!/f

べ ｾｦｴＭ ＧＱ ー干減づし

曾

t

M

商

r

u

幸

呪

一

一

一

畑

町

⑩ー
大 和 洋 瓦

雨風 1(. 強く緩勾配に最適

超軽量荷重 ( 坪当37貫〉

和型 より 安 い

組 大 仏 瓦 各 種 和 洋 瓦

美術タイル ・工事情負

京都市東山区今熊野池田町九 ⑤ お55

大 阪 市 東 区内淡路町一丁目 @  975 

名古屋市瑞砲区場開通一丁目 @  2703 

発 売 元

大 仏

本 自

大 阪 営 業 所

名古屋営業所

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

批

大

需

重

一

訂

一

T

目

七

回

裏

側

五

口

六

五

止
防

山

崎

豊

q

噴

水

風

軽

入

耐

定

浸

慨

安

扇

調
町
一

揖

固

と

勾
附
一

緩
揖
一

司

岳

一

+
F神

一

5  

岨 ト 商 月 報 無 料 送 呈

. . 井田商事株式会批

大阪市浪速区西円子町一0 一七醤地浅町駅貨物入警門前

電 話 (53) 4  8  9 0  ( 54)  0 8 0 8 - 9  

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理庄 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国 道 野 里 屯 停 前

製 造 元 東 京サンヒッ ト商 会 電 大 阪@ 0417・4091



1  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

6  

ゆ

鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33 電 話 @0098 ・5837 ・8729 ・6810

北陸営 業 所 金 沢 市 三 檎 町 7 - 1  7  電 話 ③ 1 0 8 6  

⑩ 

回申4 2事鼻-J 金
且且ー ・ー・回

大 阪 ガ ス 会 社 指 定

ガス風巴

大閉 塞申 風 呂 猿 催 涙

一墓区元町1丁 目742 但 ν 賑 橋 電 停 前 電 話@5313 ・8128

Ｍｅ ヨ ｾｈｾ Ｎ，Ｎｾ

シヤν9・

鋼

製

栄 進 鋼

工 業 株 式 会 社

大阪工場 大阪 市浪速 区河原町 2 丁 目 電 (64) 5750 ・8444

東京工場 東 京 都 太 田 区 椛 谷 町 4 丁 目 電(741) 0160 ・1733

製 建 具

作 ・ 販
E主主E=  

業 株 式

h .  

社Z コZ

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町2- 2 電 話 城 東 @ 8261- 3番

支 庖 ・ 福 岡 営業所・ 広 島 ・長 崎

リグノイド床・床材料

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特 約 販 売脂

プロ ッ ク

製 造 ・販 売 ・施 工

セ シ ト ラ j レ 硝 子 特 約 販 売 庖

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 広 大阪市西区南郷江上通一丁目 三一

電 話 大 阪 @ 3 4 2 6 - 7  

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜縞m停曽根崎新地西入) 電話大阪@ 1274- 6

支 広 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松
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11-
a  肉厚が極めて薄い

b  強度が高 い

c  管の長きが自由に製作

出来る

d 管の接続が間使

e  最も経済的な価格

丸 和 の

軽 量 螺 旋 鋼 管

製 造 ・ 販 売 π

e  丸 和 工 業 株 式

A

Q

玄
社

( カタログ進呈) 大 阪 市 東 淀 川 区 三 津 屋 南 通 5 ノ l 電 話 大 阪 ( 30 1) 5  3  6  9 番

ク ス 床 材 の 決 定 版 /

ｔｌ 軍ザ干 Ｑ Ｑｦ ＮＷ 日・ｾＩグ ｬ

T L苦ザ'1'1・7"目‘ 1'1'1

* フ ロ ー リ ン グ は ラ ン バ ー コ ア 合 板 式 で 狂 い が な く

簡 単 に 張 る 事 が 出 来 ま す 寸 法 が一 定 し て い ま す か ら

取 扱 が 便 利 で す そ の 上 値 段 は 寄 木 の M位 の 格 安 で す

* ブ ロ ッ ク は タ イ ル 式 で コ ン ク リ ー 卜や 板 の 上 に 接

着 剤 で 簡 単 に ペ」 価 に 荻 華 な 寄 木 張 の 床 が出来 ま す 。

. ( 各々樹種はなら、さくらがございます )

製 造 元 天 塩 川 木 材 工 業 株 式 会 社

関 西 総 代 理 庖 太 洋 木 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 楠 堀 6 丁目 2 1 電 話 大 阪 ③ 1 0 2 5 ・5 1 2 7

8  



9  



扉 ， 5 5 5  

ン グ で 扉 の 開 聞 が 軽 快

ビ 端 吻 ト 恒z，宅再

三 栄 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 一 五 一 番 地

大 阪 (74) 4655 ・ 0189 (716) 0188 番

築炉並に建築用煉瓦積工事・装飾用化粧煉瓦積工事

コンクソートノマイル・コンクソートブロ・ν ク

助管・煉瓦・ヒューふ管・衛生繭答

。 ｾＯＱｉｌ 敦ずり・仰Ｎ～ｾＮ寸・急車Ｇ［，ＧＱＢ斗悩ー戎

@ 森延窯業株式会社

取 締 役 社 長 森 下 延 幸 ・ 専 務 取 締 役 船 津 稔

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 電 話 (67) 2420 ・8217

古きLL手ミと斬新な技術を詩む大銀事18

スチールサ・ッシユ

スァンレス製品

アルミ r ? ー 営 業 品 目 美 術 金 物

シヤ'!Iター 官“，前P 製作 lfirij 金庫金庫室扉

株 式 @ 曾 枇

大 阪 鉄 ヱF氏

取 締 役 社 長 富 田 豊 松

大阪市西区本. 田町一 丁 目 四 四 番 地 電 話 大 阪 ⑮ 1254 ・4615 ⑪ 0910 ・0919

津 守 工 場 大 阪 市 西 成 区千 本 通 七 丁 目 二 四 番 地 電 話 大 阪 @ ) 1  4 1 8  

千 舟 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 四 丁 目 五 七 番 地 電 話 大 阪 @ 0 4 2 0  

10 



開輔鵬睡腫麗麗麗薗田園開堕曹曹関哩哩型空

国 防 水 工 事 施 工 に 望 む .

防 水 工 事 は 建 築 工 事 の 最 も 枢 要 な 部 門 の一 つ であ り そ の良 否 は 建

築 物 の 死 命 を 制 す る と 言 って も 過言 ではない 。

外 部 に 見 え な い と 言 う 理 由 で 或 は 文 そ の 効 果 が 年 月 を 経 て は じ め

て表われると 言 う 理 由 で 不 当 な 競 争 の 結 果 粗 雑 な 工 事 に 趨 り 或 はー

部 に 防 水 工 事 は い く ら で も 安 く 出 来 る と 云 う 概 念 す ら あ る こ と は 極

め て 危 険 で あ り 建 築 技 術 の 向 上 を 阻害 す る こ と 甚 しい ものである 。

アスフ アルト防水工事は今更こと新しく 言 う ま で も な く 適 切 な 材

料 の 選 択 は 勿 論 そ の 施 工 が 最 も 大 切 で あ り 、 し か も そ れ は 明 確 な 責

任 を 伴 う も の で な け れ ば な ら な い 。

斯 界 激 讃 の 冊 子

一 一 一 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事 一 一

・年 限 仕 様 の 理 論 と 実 際 ・￥4 0 0 干 6 0

建 築 家 に限り 2 割 引

何 よ り も 安 心 で き る 年 限 仕 様

ω  
建 Z宣省阪建 22号 ul 可

出資金 600万 円

言西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 岡I 姻 I /  7  4  T E L ⑭ 代 表5951 夜 間 管 理 人室 用 ⑬ 9910

東 京 連 絡 所 東京都 千 代 田 区 神 図 岩 本 町13 ( 回) ;}; 応 用 内) T  E  L  (866) 代 表 6 1  0  1  

2::: .: ｾＺＺ［Ｚ Ｚ＠ｾ＠ j  ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠I  ｾ＠ｾ＠ j  ｾ＠ ｾｾ＠ j  ｾ＠ ｾＺＺ Ｚ ＺＺＺＺＺ＠ ｾ＠ ｾＺ＠ j::: ｾＺ＠ ｾ＠ｾ＠ ｾＮ＠ i:::' ｾ ，＠
11 
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創 業 明 治 24年

貿易・木材・建材

12 

角 形 鋼 管

角形鋼管は断菌性能 が箸し〈すぐれて封りますので、

形鋼を組み合わせて溶接した角形鋼などに〈らべると、

溶接の必要がなく、均質で信頼度 に 富 み 、 軽 量 で 取 級 い が

たやすくなり、その上経済的であるなど有利な特徴をもっ

ております。

。

住友金属工業株式会社

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 4 丁 目 3 1電話( 大代表) 大臣但02) 2却 1

宜 社東京侃千代田区丸ノ内 1丁目 8ノ刷新住友ピル) 電信( 大代表) 東京 (211) 2211 

福 岡 宮 車 所 福 岡 市 天 神 町 5 8 骨 ( 荒神ピル 8 階 ) 電 甑 福 岡 関 51曲 お 担

広 島 哲 量 所 広 品 市 量 島 町 8 番地( 広電ピル内) 電信広. 1 ( 2同 71- 7596

名古屋官量所 名古屋市東区丸屋町5 9 ( 住宜商司区名古島ピル) 電話名古車関14叩 位 忽

仙 台 世 輩 所 仙 古 市 東 l 番 町 1 1 東 l 書丁ピル向 電話仙台(3旧国1-(5担制3

札 純 骨 量 所 札 眺 市 北 大 通 西4丁目 6( 住友生命札幌ピル内) 電話札院 (4) 0  3  7  8  

- 新 ι ι 3建 築 資 材

田村式〆タルシーリンノプ

田 村 式 金 属 タ イ ル

田 村 式 ジ ョ イ ナ ー

モリソン式ボードサーソシュ

ノンヌリーップ・白地キ奉

コーナーピード. J  ¥0ンチンゲ

田村商奮連羽部

本 庖 神戸市生田区京町 7 2  ( クレ セントピ J レ) 電 話 代 表 神 戸 ⑧ 0 8 8 1

支 底 東京都中央区八重洲一丁目ー西河岸締西結電話東京 (271) 6181 ・61 82
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小野田パーライトの特性を活かした軽量 ・断熱 ・耐火 ・吸音

防湿の諸点が特に卓れた強化気泡コンクリート板

塗装によって人造大理石が簡易にできる特殊着色セメン卜

⑩i帽F1q!?究撃の

御 問 合 せ は 量 寄 り 工 場 へ

東 京 工 場 東京都江東区i奈川豊川・11 の!

神 戸 工 場 神 戸 市 灘 区 灘 浜 町 3

名古屋工場 名 古 屋 市 港 区 丸 池 町 l の l

13 
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〈アイクエオ順)

( 301)  6437 ・6438

( 66)  8861- 2 

(97)  4460 ・8288

(44)  5951 

( 47)  3131- 2 

八尾 (029) 2308 ・3039

(39 ) ω24- 5 ・2045

( 53)  5281- 3 

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 5 丁 目 9 1

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 崎 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 区 京 町 郷 1丁 目 7 4  

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 1 6 9 0

八 尾 市 字 太 子 堂 6 2  9  

大 阪 市 東 淀 川 区 掘 上 辺 3 丁 目 3 9

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 4 0

k. k.  

社

社

大限出張所

業 k. k.

業 k .k.

k. k.  大阪営業所

大 阪 営 業 所

君臨

美

感

K

エ

k

材

工

工

工

工 業

k. k.  

4 製 造 業 社

協 和 建

k. k. 工

k. l < . . 工

田 島 応 用 化

大 恵

東 亙

日 涯 化 学

日 新 工 業

(23)  1731代・ 2931代

( 45)  7601- 5 

( 312)  0871- 8 

(39)  2080 ・2207 ・0238

( 36) 見58- 9 ・5850

(53)  4520 ・8401

(79)  4427 

(36)  0774 

(34)  4305 

(44)  5195- 6 

(23)  2771- 2 

(44)  5224 

(73)  2514 

(44)  0255代 ・5392代

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 (三 和 ピ ル )

大阪市福ぬ区鷺州本通 1丁 目 48 ノ 3

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通 1 丁目 28

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 郷 江 一 番 町 1 4

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 田 住 道 町 9 1 3

大 阪 市 北 区 絹 笠 町50 (堂 ピル二階〉

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 3 丁 目 4 0

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 5 丁 目 3 6

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 町 940

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 1 丁 目 1 3

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k. k. 大 阪 支 庖

池 田 商 事 k. k.

内 田 商 会

梅 本 石 油 k .k.

筏 松 商 会

大 阪 朝 日 遷 膏 k. k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k. k.

川 崎 物 産 k. k. 大 阪 営 事 健 所

中 西 湿 膏 k. k. 大 阪 営 業 所

k. k. 長 野 商 庖

日 本 建 訟 興 業 k. k.

前 田 商 広

村 井 工 業 所

山 女 商 事 k. k.

(37)  6555- 7 

(44)  3520 ・4564 ・1005

(37)  3340 ・3505

(37)  1333 

(33)  3.679・“ 81 ・8471

(35) お45

(35)  2922  

(94)  5561- 2 

(44)  5408 ・5486

(34)  0207- 8 ・4836 - 7

( 34)  1105 ・邸40

(37)  0251- 3 

( 26)  7195代

高槻 ( 5 ) 1646- 7  

( 63)  6221 - 4  

京都 ( 5 ) 9954

(35)  4779 ・0997

(64)  3434- 6  

(54)  3785- 6 

(34)  1804 

(45)  6089 

(37)  3375 

(35)  9231  

(45) お 60 ・2030

( 35)  2150 ・2030

( 94)  8125 - 8  

神戸 ( 5 ) 2697 

神戸 ( 5 ) 必30

神戸 ( 4-) 6j}30 

神戸( 4 ) 5鎚 4

神戸 ( 6 ) 0505

岡山 ( 2 ) 4272 

尾道 2760

広島 ( 2 ) お81- 2

高 松 ( 3) 5034 

松山 0525 ・1159 ・2159

松 山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 猫 下 通 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今箆 北 通 1 丁目 31

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 間 心 町 1丁 目 3 3  

大 阪 市 北 区 空 心 問J 1 丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 田j 2 丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 沼 梅 通 5 丁 目 3 5

大 阪 市 北 区 以 砂 町 5

大 阪 市 北 区 木 幡 町 18

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4  

大 阪 市 南 区 泡 町 2 丁 目 1 3  

高 槻 市 大 字 高 槻 1 4 6

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 丁 7 3  

京 都 市 下 京 区 西 七 条 比 倫 田 町28

犬 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁 目 41

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 5 1

大 阪 市 西 区 新 田J 北 jjJi 1 丁 目 5 2

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0  

大 阪 市 稲 島 区 上 福 島 北 4 丁 目 2 4

? に阪市東淀川区木川西ノ町 2 丁 目 6

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 40

大阪市徳島区; 上福島南通 1 丁目 152

大 阪 市 北 区 天 神 繍 筋 2 - 1  

大 阪 市 東 区 高 麗 縞 詰 alJ 2  1  

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 科繊共栄 ピル

神 戸 市 兵 庫 区 水 木 町 8 丁 目 5

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 宮 脇 町 9 6 0

松 山 市 一 審 町

松 山 市 萱 町 2 丁 目 9 5  

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 k. k.

k. k. 弁 上 浄 夫 商 庖

k. k . 石 田 建 材 底

大 阪 耐 酸 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

大 野 産 鎌 k .k.

k .k. カ ナ ヱ 商 会

共 栄 涯 育 工 業 k .k.

k. k. 木 下 箇 三 商 庖

k. k. 久 保 商 庖

板 口 興 業 k. k.

清 水 興 業 k. k.

k .k. 新 光 商 広

関 本 建 材 k. k.

k .k. 大 和 商 会

谷 中 建 材 工 業 k. k.

友 田 工 業 株 式 会 社

内 外 工 業 k . k.

日 新 工 材 k. k.

日 本 涯 育 工 業 k. k. 大 阪 支 后

フ タ パ 興 業 所

k. k. 双 葉 商 会

松 本 涯 膏 工 業 k .k . 大 阪 支 宿

マ ル ヱ ス 工 業 』ι k.

丸 藤 商 庖

k. k. 明 正 社

石 井 建 材 有 限 会 社

k .k. 中 出 荷 ・会

三 情 工 業 所

中 村 渥 膏 工 業 株 式 会 社

日 建 涯 育 工 業 k.k.

有 限 会 社 小 野 甚 商 后

k. k. 浜 原 盤 商 庖

青 盛 建 材 k .k.

古 市 断 熱 工 業 k. k.

正 和 商 事 k. k.

k .k. 山 本 商 会

惨 貸 助 会 員

丸 善
(27)  1251(代)

社 団 法 人 ア ス フ ァ ル ト 開 業 会 関 西 支 部 ゾムー

大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 3 丁 目k. k.  油石

'14 
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キーンヌセメント

各種焼石膏

告野宿膏太阪支庖

本

大阪市東住吉区桑津町 3 -J 日 59

電 話 大 阪 ⑬ 1 2 9 6 - 7

和 歌 山 市 新 堀 6 丁 目 13

官電 話 和 歌 山②0298 ・9435

社ヨド
福 岡曾 損所

東邦商会

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同リグノイド〉マグネジート

外壁シリコン防水

製 造。販 売。責 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

大阪市東住吉区田辺東之町 3- 109 電 大 阪 @ 9  0  8  6  

大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 ; 町 3- 5 4 1 t t 大阪⑮ 4370 ・7660

広 島 市 比 治 山 本 町 1 1  8  0 電 広 島 @ 4  9  6  7  

東 京 都 新 宿 区 花 園 町 46 電東京(351) 5298・5264

本 社

営業所

出張所

出強所

出現所

本

工

軽 量 鉄

設 計 ・ 施

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5  

電 話 I @ Ｗ Ｔ Ｑ Ｘ ・ ＶＰＹ ＭＭ ｾＶＵＷ Ｕ

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町 53

電 話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 8  6  8  向 島 西 1 9  

骨

エ

社

場

15 
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イ 友 枠 工 事 用

パ タ 3闘 の 決 定 版 /

日本バイヌの角形鋼管

従来の木材・軽量形鋼などのパタ材に比

べると次の利点があります

日本パイプ製造株式舎枇

東 京 ・ 大 阪

党け液型煤号ス

履笠霊動ｾ
ポリエステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

製造元大日本硝子工業雲霊

大阪市北区玉江町 2- 4 ( 三菱倉庫ピノレ) 電話大阪 @3389 ・1389

社 東 京 都 中 央 区 京 橋 3 - 6 電 話 (281)8 9  2  6  - .8  

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー」ー アスファノレ ト防水工 事 襲

撃 ー ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファ川タイノレ工事ミ

譲耐酸モノレタノレ工事 ・ 各 種 床 工 事 選

大阪耐酸 ｚ 業ｾ
大 阪 市北 区 浮 田町82番地 電話大阪1 @1333番

": ':':'::'::" ， 
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N.  G，イ ンシ ュ ラ イ ト 断 熱 材 製 造 発 売 元

16 

N.  G. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M3 8 番 責 任 施 工

米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外Z 業株式会社

脇 山 静 夫

本社大阪市阿倍野区旭町一ノ五一電話@3434-6

工場 大阪市阿倍野区旭町ニノ六六



アルミニウム

東京鋼板工業株式会社

ス テ ン レ ス カーテンウオール 本社及工場

大 阪 支 庖

名古屋支庖

福岡出張所

ブ ロ ン ズ

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0  0 0  

電 話 ( 891) 8  1  3  1  - 8  

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 1 8 番地( 薬師事ピノレ 3 階)

電 話 ⑧ 9 1 5 4 - 7

名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商ピル) o  2578- 9 

福岡市橋口町15番地の 1 ( サシピル3階) @8825 
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化学工場の構造物を

酸蝕から守れ. ノ

β 三

耐酸 耐油 耐アルカリ

ポリエステル系レヂンライニング

エ ポ キ ン 樹 脂 ラ イ ニ ン グ

サ ル フ ア 系 煉 E 白 地 材 料

特 殊 ア ス フ ア ル ト 耐 酸 工 事

現 場 責 任 施 工

設計 ・施工には是非弊社で

御相談願います

耐酸化学工業株式会社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 80

包 話 大 阪 ③ 178 ( 代表) 4161 ｾ＠ 4957- 8 

.  
-

大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 T 目 3 番 地

電 話 大 阪 67 - 6751 ( 代表) - 4 ・1590

m市 浜 寺 石 津 町 中 二 丁 目 二 四 O 番 地

電 話 堺 ① 1 2  1  3 ③ 1  3  2  2  

福 岡 徳 島

@  

石 綿 セ メ シ ト の

最 高 水 準 を 行 く イ/

アスベストパυャ

Asbest o.  Barr i ev 

( 硬質石綿板)

建物内外壁、間仕切 、天井扉、電気室

発電所: 配電室、製鋼、ガラス工場

の壁、製糖、製油製薬工場の床ス カ

ート 壁などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 l の 1 1  

電 話 ③ 3 4  4  2 ・4 0  7  8  

( 呈カタログ)
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* 田タイル

|内外式 f二日与-l'

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

電 気 扇 付 屋 上 強 制 換 気 装 置

工 場 ・プラ ッ トホーム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に最 適

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 番 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

大阪市西区土佐 堀 船 町23 ( 大阪 商工 ピル) T  E  L  ( 44)  3983  

工 場 大 阪 市 城東 区 天 王 田 町 l の141 T  E  L  (98)  1149  

岩 元 式

iスカイライト並努緊lべンチレーダー

寄 木 貼 床 板

フ ロ ー リ ソ ゲ
施 工 請 負

プ ロ :ツ ク

ベニヤブラ ッν ュドアー
造 作 取 付

グ ラ イ シ ダ ー 床 削

6歩塁塁
寄 木 商

. 6.  

ｾ＠

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 編 6- 49

電 話 @3  7 3 1 ・3 9 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1
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サッシュ、ドアー、シャッター

伸縮扉、オベレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタロ グ進呈
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サッシ ｬＮｓＱ ・Ｍシヤ Ｇｾｦﾭ
津廷を 鴎忌主ヨ量一沼目 ｾｩｬ

本社工場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 ゆ 島 町 7 - 6 9  

電 話 大 阪 37- 1 7  5  4  ( 代 表) ι

超硬骨材に顔料、薬品等を配合した粉末剤でその健水練り、金銭仕上げの為特に技術を要せず、

fbム ラ ノロ汚れ等の鉄点がない耐磨粍性特に強大、表面滑らかで美しく清潔、耐水性に 富 み

仇低廉て・あります。Ｈ畑坪鞘当り州材料附 ｦ代 ｴｾ リ ＹＵ 船 ＰωＩ 仕枇上り叩約 Ｒ 弘叩程度
学校、工場、病院、事務所、商底、ガレーヂ、ガソリンスタンド、住宅の玄関、流し、浴室等

( 求 代 理 腐 )

に最適で干あります 。

ＴＴＱｕ 一品品ｾ ＮＮＮＰ、ｾＮｌ 大 阪 市 此 花 区 四 貫 島 旭 町 1 - 3  

恵 、 胃 ム 莱 宿 駅 エl 玄 札 T E L 大阪 (46) 3  5  9 4  

翼 線
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大

織 本 建 築 事 務 所 所 長 織 本 道 三 郎

〈旧織本建築設計々算事務所・織本特殊構造研究所 ・合体)

東京都中央区日本橋かきがら町 3 の 2 電話 (671) 臼43 ・7007 ・7062

r p郎、

株式会社

綜合建築設計への道

設 計 部 1 . 各種鉄骨・鉄筋コンクリート造建築

の設計監理

2. ダイヤモンド トラ ス・ジグザグ トラ

ス ・平行トラス等

各種ガ張間鉄骨造の設計監理

耐震耐周木材接合金具の製造販売

P AT . O式 (報 本式) ヂベル及クランプ 《

、、広明心

地 質 部 ポーリング・ 建 築物基礎工 v1'  V  

事の為の土質調査
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浪建式

アJLミサv シュ・ド?ー

スチールサ ｉｾ シュ・ド ｪＧﾭ
シヤ吻ヲー・方ベレーター

lトカライジ〉ク調理I場餓

mI h- 製造販売ー

場建 靭

浪速建枚Z業様式会社

日 嗣 捌 |

全国線代理屈 I  

-
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新 日 京 壁 4  
- 繊 維 の 床 砂 材 … …

- 塗 り つ け る 織 物 壁 材 一 一 炉

パピロ〉聾

I  霊
守 一 ・ パルプの日本座敷壁材

- 近 代 的 な 趣 味 の 壁 材 一 一 砂

鶴間芯かぺi ← 酬 の で き

土 → 穴 粗 壁

製 造 発 売 元 株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 ・

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 四 ツ 締 電 話 大 阪 ⑮ 5756- 9  

営 業 所 明石市西王 子 町 1 丁目 3 9 電 話 明 石 5  8  5  2  

営 業 所 福 岡 市 西 崎 人 町 1 番 地 電 話 福 岡 ⑮ 7 3 7

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

- 黄綬褒章受賞

Ｑｉ ＮｾＱ ミー陣取帯

- 御申越次第カタログ進呈

コーパータイト

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾粧

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 の 3

T E L 銀 座 (571 ) 2703 - 4 ・2370 ・4064 ・0264
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- アルマイト吸音板

・ ス ギ メ ラ ス

・ 木 毛 セ メ ン ト

22 

特 殊 板

、B 、
I  ， 

、

‘、

30メーカー代理広

大 阪 ・ 四 ツ 橋

25t14tt 建 材 父

ヌ合ベ支子第ド・・

大 建 の

F る白昌q ) 汐Eク

命 ---- - 大建の 2重焼付塗装で

てｾ大阪建材工業株式会社 ・部材で l 回、成品で l 回

営 環 所 大阪市南区九郎右衛門町21番地 T E L 大阪 ⑬ 0836- 9  

本 社 工 場 堺 市 松 屋 町 1 丁目 6 暑地 T E L 甥 ② 3323- 7  

名古屋営業所名古屋市東区東新進町2丁目 7 T E L 名古屋 ⑫ 72  6  4  

出 張 所 金 沢 T E L 金沢 ③ 3427 - 8

/  

J  
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附

V

日本建築協会優震謹明 セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

す元-V.-ィ1- 8雪

脳会祉日本セメント防水剤製造所

・lRlx..:¥ 田 2 - 31 ( . : ¥組ピル) 旬 以 ⑧ 2626 (凶Ci!ft )  

・名白@@ 133 1  

広島( 4 ) 3 5 6 7

紫 綬

褒 章

111111111111111111111111111111111111111111111111. ，........ 

J I S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ ー ト 用

E画室望書
函E皇 室 盟 国I

E 軍 軍 蓬 童 m I責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

八幡メタルホーム K K推奨品 冨E

社 東京都品川氏二葉町 1 - 441 電話東京 (781) 1715言

取締 役社長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 営 業 所 大阪市東成灰丙今竪町 2 - 48 電 話 ⑫ 4765 ・00臼 5

・H ・M ・ - 川

紅 潮 脂 化 工 社本

電 動 式 ・ 手 動 式 ・ ノ 〈 ラ ン ス

代 行 販 売 底

25 日本シャッター製住所

( ， 量 カ ? ロ グ ・ 資 料 )

ド t・yt  踊 ｾｩ＠ ・1縄 市 j t l J > 過・ 1 1 1 ( "，111過 ‘ 品代決 ' . ' 028 I  

岬 闘 再 建 絡 式 会 社 s、"・ rtd! ! 内町 5 ' ・ s ・ 鎗 ・L¥o.:蝿n. ，・s・ 7523・

協 盟 H I t 式会 H ・e・S中央I A. A a州 3 1 1 広凋，. 2・‘ " ' = ‘ . . ・

' " 進 供 l  崎 市 .，，1，点圃倫小林 3 4 0 。 ‘ IA .i'l.' 9 5 5  ・

f¥軒 圃 t H 1 式 全 H 狗 * 11， i J_  ｲｾ 竹 ｆ ・ ｉ .‘ μ ， 3・21 柑".
i  ｾド量 Ｎｴ￭ 式会 ｈ 銅山市. . ・ J h ・・J • 2 ・ ・ 踊12' 31 8  I  5 ・

岨 問 薗 仏 怠 11 -1， " .  a: 町 a ・ e・‘ 昌代横 8 5 ・1 1制".
. 1 1金属工環性式岳付 広 . ，t， 開 閉 町 ， 5 ‘ 絹{ ・ 8 2 7 1 ・・

' " 見盆眠比率、虫" 。ω ，h ・町 11 町 駅 院 J ; ・‘ L ¥3  2  2 ‘ 5 ・ " .

l l !・ H 式 会 付 楓 圃 栴 下 動 口 町 2 3 . tt .u. .3 0 1“ 2，“ ・7・

小 倉 晶 画 閉 会 倫 恥 同 切 町 7 2  ，/ I ・・ JA 15' 3 6 1 3・
5込 崎 出 盤 町 島 鋪 晶 子 島 町 I ，/ ， .. J & i2' 0  a  9  0 ・

ｾｾ＠ {; II .. t 1 式 会 伊 八 幡 " II・ .J 2  0  l '  " ・ 11' 611 1  9  5 ・・

中 村 盆 拘 岨 水 書 付 鹿 児 島 小 泉 町 5 7  0 ・鎗・1 1 . 1¥: " 6 6 5 0  3 ・

・酔 . . . 支 出 . . ...lti 紛 畑 町 1 ， 3 。 電 極 2 1231'  4614・
回 申 担 樟 式 岳 計 九 ‘ 命 蟻 洲 町 1 ・ 2 ・・ IA 3 2 9  1 2 2  I ・

4、 11 盟 村 前 f . 市，. ，. ｊｬｾ＠ U  2 ‘ ・ 鎗 ‘ L ¥ 2， 0 8 9 7 .  

圃 糸 工 作 用 楢 島 ・ ・ 山 小 O I t 聞 伺 J 1 ・・I . . ・山 2 8 J  0 ・

本 祉 工 刻 . 人 同 小 山 . r ' " I WI l 川通 6 T  ＱＱＳＸ ・ Ｓ ・旬｛ｾ ｾ阻 ＳＰＱ ＳＶＵＶ ｾＭ ｾ＠ 6  

• J貫 工 唱 ｬｉｴｑ， ｬ ，約九 ｾｉ 民 Ｓ - I  1  1  5 9 ' 民 地 ‘ u・l ' l UJ 刷 7 日 25 7・

九 州 工 喝 品 四 品 川 11 町 I 2  6  8  "皿‘ 1，'， 1" ‘ 6  4  7  . .  

名古置支底抗ｾ Ｎ Ｂ '， '1' ，，0: 隊出 1，2  3  ｾ民地‘ Ｑ ，｜略目白 Ｔ ＸＱ 1. 

恵挫Ｎ鎗聞Ｎ￸［ｾ， ｉ ，九Ｇ内 Ｑ 0 " 地俳句! t ' A 内) ‘ μ 言 4  0  0  8  

岡山富・隔ｾ L J  iJ j 内l J ・ 3 0  I  7 ・ 地 ‘ μ b 7  2  1  9 ・

志 向 . ・ 附 高 岡 市 由 酎 肺 ・I 1  0  I島 地 電 邸 主 7 3 ‘ 9 ・

神戸適時・明朗神戸山噌ｉｉｬ ｬｩｦ 中 Ｎ ｾｦ 過 ＳＮ 11810皿‘ 民 主 2  6  5  0 ・



第 4 2 車if 建 築 と 社 会 自il 6 号

エハラ・ボシヌ

ターボ冷凍楼

荏

様

原 製 作 所

新しい製品

. 色 柄 が ず っ と 豪 華 版 な ・ ・

=i  
シヲ，ィ，ι

足 ざ わ り も 歩 い た 気 分 る

v  

ソ フ ト な3単力

ソ フ ト ン タ イ ル は ， ま る で美 しい織物のよ うに ，

複 雑 な 絵 模 様 を 出 す の に 成 功 し ま し た それに，

姉 妹 品 プ ラ ス タ イ ル P に比べ，弾力もつよく，す

べ り も 少 く な り ま し た

ご 家 庭 や ホ テ J レ・喫 茶 庖 ，会 祉 ・官 庁などに，

. 三 星 プ ラ ス タ イ ル . 三星アスフアルトタイル

. 三 星 P タ イ ル . 三 星 マ チ ス タ イ ル

主電，ι ーヲ- 1: : ' 今' 町

田 島 応 、 用 化 工 株 式 会 社

工 崎 小 指 曾 a館所 到底 束 郡 足 立 区 小 台 町 6 3  3  T  E  L  ( 9 1'1 )  11181 Ctt J  

本 社 神 田 曾 a住所 ・ 東 京 臨 千 代 田 区 神 田 軒 本 町 日 T  E  L  ( 866)  6 1:48 ( 代、

大 匝 出 蝿 所 。 人 ; 阪 市 川 r : ; c : J; ( 町 刷 1 - 7 4 T E L  ( 制 ) ，祖国 { 代}

従 '"1有 用 人 奄m T E L  “‘) 9910  

御 入 会 の 御 申 込 は ・一. . . . . . .

「建築とキ士会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 電 鼠 大 阪⑮ 9648 ・9649 ・9640

媛 笹 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番
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